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「その落書きを見た者は、死ぬ――」

　コンクリート打ちっ放しの壁や天てん井じよう、床や机やイスまで落書きの群れグラフイテイアートに埋うめ尽つくされている荒れ果てた教室。放課後になり、京きよう輔すけたち一年Ａ組の教室を訪れてきた煉れん子こ――禍まが々まがしいガスマスクを被かぶる少女が、物々しい声で呟つぶやく。

「これはあくまで噂うわさなんだけれども……旧校舎のどこかにあると言われるその落書きを目にしたが最後、悲ひ惨さんで残ざん酷こくな死を遂とげちゃうらしい。実際に、去年『見てはいけないモノ』を見てしまった一年生が、学校内で惨ざん殺さつされる事件があったらしくてさ」

「……惨殺？　同級生にか？」

　カバンに筆記用具をしまいつつ京輔が訊きくと、煉子は「うん」とうなずいて、

「先生の目が届かない、トイレの個室で殺されちゃったらしいよ……加害者も被害者も女の子でね、なぐる蹴けるのハードな責せめを受けた後、シャープペンシルを目に突つき挿いれられてズッコンバッコン！　あっという間に逝いかされちゃったんだって」

　煉子の言い方はともかく。生徒が生徒に殺害されるなど、普通は滅めつ多たに起こり得ない大事件だし、起きてしまったら大問題だろう。――そう、普通なら。

　しかし生あい憎にく、京輔が今通わされているのは、普通とはかけ離れた学校だった。

《プルガトリウム更生学院》――ラテン語で『煉れん獄ごく』（死者が己の罪を浄じよう化かする場所）を意味する名がつけられたここは、未成年の殺人犯たちが集められている監かん獄ごくみたいな場所なのだ。生徒同士が殺しあっても、なんら不思議なことはない。

「そして、その被害者が殺されちゃう原因になった『見てはいけないモノ』こそ、例の落書きなんじゃないかと言われてるんだ。どこに書かれているのかは、誰だれも知らない。簡単には見つけられないところにあるとも、誰かがその落書きを見つけるたびに場所が変わるとも噂されてる……血で書かれたダイイングメッセージらしくて、死に逝ゆく者の怨うらみ辛つらみが記しるされてるんだってさ？　死ね死ね死ね死ね――死ねええええええェ！」

「ひいいいいいいいいいいぃ!?」

　声をひそめて語っていた煉子が突然声を張りあげ、ガバッと両腕を持ちあげた。煉子のそばでガクガクブルブル話を聞いていた舞まい那なが、飛びあがって引っくり返り、

「ふわ――ひぎぃ!?」

　近くの席であくびしていた鋭えい利りの鳩みぞ尾おち辺りにヒジ鉄をブチこむ。鋭利が濁にごった悲鳴を漏もらして悶もん絶ぜつし、机の上に突つっ伏ぷした。

「鋭利ちゃああああああぁん!?　だっ、だだだだ、大丈――」

「やめろッ！　追つい撃げきするんじゃねぇ！」

　大慌てで起きあがり、鋭利につめ寄りかけた舞那を羽は交がい絞じめにして止める。

　舞那はビクンッと硬直した後「……しゅん。ちゅ、ちゅみまちぇん」と謝った。唇くちびるをかみ、涙目になった鋭利が「べ、別に……」と震ふるえ声を出す。

「舞那は全然悪くないわよ。悪いのは――」

「ええっと、どれどれ……死の落書きはどこかなぁ～？」

　鋭利がジロリとにらみつける先、教室の隅すみに移動した煉子が、白しら々じらしく噂の落書きを探していた。鋭利が「……チッ」と舌打ちをする。

　不ふ機き嫌げんそうな鋭利の顔には、未いまだ治りきっていない擦すり傷や切り傷が刻きざまれていた。他にも、舞那にヒジをもらった肋ろつ骨こつは二週間前、ガスマスク――《安全装置リミツター》を外した煉子に砕くだき折おられている。一応仲直りはしているのだが、元々いがみあっていたため、二人の仲はすこぶる悪い。――ただ、

「……シュコー。ご、ごめん……話を盛りあげようとしただけなんだ。君を傷つける気はなかったんだよ？　本当にごめんね？　ごめんなさい……」

　ガスマスクで表情がわからないぶん、ややオーバーに肩を落として謝る煉子。

　鋭利が「ん――」と鼻白み、きまりが悪そうに目を逸そらした。溜ため息いきを吐つく。

「…………ハァ。はいはい、別にいいわよ。わざとじゃないなら――」

「鋭利いいいいいいぃ！」

　煉子が鋭利に抱きついた。頰ほおにガスマスクをこすりつけながら、

「もうっ、君って奴はあああぁ！　優しい鋭利が大好きだよ、鋭利いいいぃ！」

「痛ッ!?　バカ……痛いってば、痛い！　痛――死ねばいい！」

「うひゃあ!?」

　甘える煉子を突き飛ばし、鋭利がプイッとそっぽを向く。煉子が「……シュコー」と起きあがり、パーカーのフードを被り直した。

「ああ、また怒らせちゃった……」

　煉子と鋭利は大体いつもこんな感じで、一日に何度も衝しよう突とつしては和解し、和解してはまた衝突している。それでも一緒にいる辺り、仲がいいのか悪いのかよくわからない。

　自分の足元で正座し、身体からだ全体で『反省』と表現している煉子に罪悪感を刺激されたのか、鋭利が「そういえば――」と気配を和やわらげ、













「煉子の話で思い出したけど、体育館のトイレに出るとか噂されてる《眼まな子こさん》って……煉子が言ってた、被害者の娘じゃないの」

「……眼子さん？　なんだそりゃ」

　初耳だ。煉子と舞那は知っているらしく「あっ、言われてみればたぶんそうかも！」「はわわ。そ、そうかもしれまちぇん……」と各おの々おの納得していた。

　首を傾かしげる京輔に、鋭利が説明してくれる。

「体育館の女子トイレにまつわる怪談。一番奥の個室がやけに汚くて……血けつ痕こんみたいな染しみがあったり、壁があちこち凹へこんでたり、ドアに穴が開いてたりして、そこだけ酷ひどい荒れようなのよ。なんでも去年、そこで生徒が惨殺されたらしいんだけど――」

「……ああ」

『見てはいけないモノ』を見て、同級生に殺害された生徒か。鋭利が瞼まぶたを半分下ろし、声のトーンを落として続けた。

「……女子生徒が殺された放課後、午後四時四十四分に、人ひと気けがない殺害現場の個室に入っていると……どこからともなく『右目がいいか？　左目がいいか？』っていう声が聞こえてきてね、答えちゃったら答えた方の目玉を、答えなかったら両方の目玉を……《眼子さん》にえぐり出されて死んじゃうらしいわ。助かる術すべはただ一つ……眼子さんの声を聞いたり視線を感じたりしたら、八秒以内にトイレを出ること」

「……なるほど。ちなみに、なんで八秒なんだ？」

「知らない」

「あ、それはええっと……眼子さんを殺したっていう先輩の、殺害人数らしいでちゅ！　入学してくる前に七人、入学してきた後で一人……あうあう」

「お、多いな……」

　去年一年生だったということは、現在二年生――京輔たちの一学年上に、そんな凶悪すぎる大量殺人犯マスマーダーがいることになる。怪談よりも、そちらの方が恐ろしかった。

　正座をやめて、立ちあがった煉子が「う～ん」と腕を組む。

「環境が環境だけに、こういう血ち腥なまぐさい噂話は結構耳に入ってくるよねぇ……夜な夜な学校内をうろつく殺人鬼の亡霊とか、生徒が生きたまま塗ぬりこめられた壁とか……」

「理科室にある人体模型と白骨は本物とか、階段は抜けるようになってて生徒を絞こう首しゆ刑けいにするのに使われてるとか……？」

「人気のない音楽室から聞こえる人のものとは思えないデスヴォイスとか、残ざん虐ぎやく非道な異常快楽殺人者サイコキラーが閉じこめられてる開かずの地下室とか……あわわ」

「へぇ～。結構あるんだな？」

　学生寮は一人部屋（独房）で、極きよく力りよく他人と関わらないようにしている京輔は、この手の噂話に疎うとくてほとんど知らなかったが……。

「せっかくだから、噂話をピックアップして《七不思議》を作ってみないか？」

　京輔がなんとなくした提案に、煉子が「いいね！」と乗ってきた。

「正直、あんまりやることもないし……七不思議が決まったら、皆で一つ一つ確かめてみようよ。暇ひま潰つぶしには持ってこいじゃない？」

　プルガトリウム更生学院は、週五日制。授業が行われない土日は、各々自由に過すごすことが可能だ。平日にも二時間の放課後があり、休み時間は意外と多く感じる。

　しかし、学院内には娯楽がほとんどないためできることも限られ、京輔たちは早くも時間を持もてあましていた。鋭利が「……ふわぁ」とあくびする。

「……まぁ確かに、暇潰しにはいいかもね。どうせ、ほとんど噓うそだと思うけど」

「あはは。で、ですよねぇ……やっぱり、ほとんどデタラメですよねっ！　胴どうから頭を引っこ抜かれた生なま首くびが、脊せき髄ずいをなびかせて飛び回ったり、身体を真まっ二ぷたつにされた生徒の上半身が、自分の下半身を探して廊下をはいずり回ってるなんて――」

「ばああああああァ！」

　いつの間にやら移動していた煉子が、舞那を背後から脅おどかした。

　舞那が「ひいいいいいいいいいいぃ!?」と飛びあがって引っくり返り、

「うひゃああああああぁ――シュゴッ!?」

　今度は煉子を巻きこんで、床の上に転がる。舞那の下した敷じきになり、後頭部を強打した煉子が「うぅ……」とうめくのを、鋭利がゴミでも見るような目で見下ろした。

　脚あしを組くみ替かえ、しれっと呟く。

「最初の七不思議は、とりあえずコレね……『どうして煉子はこんなにバカなのか』」

「じゃあ、ふたつ目は『どうして鋭利はそんなに貧乳なのか』で決まりだね！」

「なら、三つ目は『どうして巨乳はこんなにうざいのか』だわ！」

　また始まった。どうしてコイツら二人はこんなにケンカするのか……。

　やがて。煉子と鋭利が和解するまで挙あげられた、四十二の不思議（という体ていの悪口）を全て却きやつ下かし、京輔たちが選んだ不思議は――。




●プルガトリウム更生学院《七不思議》

１．死のダイイングメッセージ

２．火か葬そう炉ろみたいな焼しよう却きやく炉ろ

３．トイレの眼子さん

４．日ひ替がわり残ざん飯ぱん定食の肉

５．塗り壁 ～生徒が塗りこめられた壁～

６．さまようさつじんき

７．どうして久く瑠る宮みやはあんなに幼女なのか




　以上、七つだ。各不思議の名前は主に煉子が命名し、ノートに箇か条じよう書がきにした。京輔たちはこれから休み時間を使って、一つ一つの噂話が真実なのかどうか突き止め、謎なぞを解明していくことにする。

　――だが。このときは思いもしなかった。七つの謎を調査していく中で、京輔たちは決して知ってはならないプルガトリウム更生学院の『秘密』を知ってしまい――身の毛もよだつ恐怖と背筋が凍こおる絶望を、味わわされることになろうとは……。





×　×　×






●気き障ざったらしい男子生徒Ｓの証言

『放課後、敷地をぶらぶらしていたときのことです。生なま温あたたかい風に乗って、僕ぼくが今まで嗅かいだことのない異臭がしてきたんですよ。焦こげ臭くさいのに生臭い、ねっとりとした悪臭が……気になったので臭いをたどっていくと、黒い煙けむりを吐き出しながら焼却炉が燃えていました。異様に大きい焼却炉でした。何を燃やしていたのかは知りません。ただ後日ふと思い出しまして、稼か働どうしてないときに扉を開けてみたんです。そしたら灰の中に、何か、白くて細長いものが見え……僕は、そっと扉を閉めました』




「これが噂の焼却炉か……確かにデカイな」

　翌日の放課後。京輔たち四人は、旧校舎と新校舎のちょうど真ん中辺りにある焼却炉を訪れていた。すすで汚れた、灰色の焼却炉である。大人が二、三人入れそうなくらい大きく、正面上部に跳はねあげ式の鉄てつ扉ぴがついていた。校舎と同じく落書きだらけの焼却炉を一周し、正面まで戻ってきた煉子が「シュコー……」と嘆たん息そくをこぼす。

「ここにも《死のダイイングメッセージ》はなし、かぁ……焼却炉の周りにも、怪あやしいところは特になかったねぇ。開けてみるかい？」

「お、おう……」

　見たら死ぬという落書きを探しつつ、京輔たちが最初に調べることにしたのは、この《火葬炉みたいな焼却炉》だった。ゴミを燃やすにしてはやたらと大きい焼却炉には、まことしやかにささやかれている噂話があるという。

　いわく『ゴミ以外のものも燃やしているから、あんなに大きいのだ』と。




「おや。こんなところで何をしているんだい？」




「…………ッ!?」

　重たい扉を持ちあげて、京輔が焼却炉内をのぞきこんでいたとき。背後から突然声をかけられ、京輔は跳びあがるほど驚いた。入り口の上部に後頭部を思いっきりぶつけ、悶絶。頭を押さえてうめく京輔のところに、先輩らしき男子生徒が近づいてくる。

「君たち一年生だよね？　ゴミ捨てにでも来たのかな？」

　優しげな顔だちをした好青年で、口調や態度も柔やわらかい。糸のように細まった目が、焼却炉の前に集まる京輔たち下級生を見つめた。普段ほとんど接する機会がない上級生を相手に、京輔は緊張しながら答える。

「あ……は、はい！　そうです、ゴミを捨てに――」

「こらこら。噓はやめたまえ」

　一瞬でバレてしまった。先輩の目がわずかに開く。

「一年生のゴミ捨て日は昨日じゃないか。どうして噓をつくんだい？」

「うっ!?　そ、それはですね……あの……」

　先輩の目がさらに開かれ、瞳ひとみに剣けん呑のんな光が宿った。

「……何か、後ろ暗いことでもあるのかい？　ゴミはどこにも見当たらないし、曜日を間違えたというわけでもなさそうだ。一体どうして、こんなところに――」

「ゴミならありますけど、ここに」

　鋭利がしれっと割りこんできて、京輔のことを指さす。指さされた京輔はもちろん、先輩まで「えっ」と困惑していた。

「……彼がゴミなの？」

「はい。今から燃やそうかなと思ってたところです」

「…………鋭利。お前さ、何言ってんの？」

「というのは半分冗談で――」

「半分は本気なのかよ」

　ジト目でツッコむ京輔を無視して、鋭利は続ける。

「……そういう噂を聞いたから、調べてみようとしただけですけど。この焼却炉では、ゴミ以外のもの――人間も燃やしているらしいって」

　鋭利の話を聞いた先輩が息を呑のみ、腕に力をこめた。その両手にはパンパンのゴミ袋が二つずつ提さげられている。いずれも黒いビニール袋で中身はわからない。

　優しげだった先輩の口元に酷こく薄はくな笑みが浮かんだ。

「……ふぅん？　おもしろい噂だね。それが本当だとすると、僕が今持っているゴミ袋には、解体された生徒の部品カラダが入っていても不思議じゃないわけだ？」

　言いつつ、先輩がゆっくり歩み寄ってくる。舞那が「ひいっ!?」と悲鳴を漏らして、煉子にしがみついた。一方、鋭利は平然として髪をかきあげ、

「まぁそうですね。中身、確認させてもらえます？」

「はは。構かまわないけど、もしも中身が人間で……僕がそれを人知れず処理しようとしていた場合、事実を知ってしまった君も一緒に燃やさなくっちゃいけなくなるなぁ」

　鋭利の前まで来た先輩が、笑顔を消して対たい峙じする。そして、

「はは。なんてね？　冗談さ」

　――破顔。イタズラっぽく微笑ほほえんだ。

「殺人犯を更生させる施設で、殺人なんかが許されるわけないだろう？　根も葉もない噂話だ」

「……異様な臭気を嗅いだっていう生徒が、たくさんいるんですけど？　灰の中から、白い骨みたいなものを見つけた生徒も――」

「色んなゴミを分別しないで燃やしているからね。臭いがひどいのは仕方がないよ……骨は食事の肉を処理した後の生ゴミか、小動物のものだろう。人骨ではないと思うよ」

　笑い、先輩が焼却炉にゴミ袋を押しこむ。マッチを取り出して擦こすり、

「……疑問は解決したかな？　これからゴミを燃やすけど、煙の臭いが衣服につくから離れておいた方がいい。本当にひどい臭いだからさ」





×　×　×






●縦にも横にも大きい女子生徒Ｇの証言

『二週間くらい前だったかしらね。その日わたしは失恋をして、人気のないお化粧室の個室で泣いていたのよ。そしたら、視線を感じたの……何か話しかけられたような気もしたんだけど、泣いているのを知られちゃった！　と思ったわたしは焦あせっちゃってね。大慌てでお化粧室を飛び出したのよ。わたしが《眼子さん》の噂話を知ったのは、その翌日だったわ。もしあのまま個室にいたら、わたし殺されちゃってたのかしら？　失恋直後の女の子を狙ねらうだなんて、血も涙もないのねぇ……眼子さん、恐ろしい娘こっ！』




　体育館の近くにあるトイレは男女とも利用される機会が少なく、閑かん散さんとしている。

　そのため、他の生徒たちにはあまり知られたくないことをするとき、重ちよう宝ほうされている場所でもあった。急にお腹なかを下したときとか、泣きたいときとか、便所飯とか……。

　――殺人とか。

「今から一年くらい前、ここで生徒が殺されたんだよな……」

「うん。相あい田だ眼子さん、享きよう年ねん十五歳。先生にも訊いてみたから間違いないよ」

　ゴミを燃やし始めた先輩と別れ、旧校舎に戻る途中。時間もちょうどよかったので、京輔たち四人は『眼子さんの幽霊が出る』と噂のトイレに立ち寄っていた。

　煉子が、手にしたメモ帳を広げる。

「眼子さんを殺した生徒は、田た中なか・ジェヴォーダン・春はる代よ先輩。二年の中でも荒くれ者と評判らしくて、入学前の殺害人数は七人。噂話の通りだね」

「あわわ。あと十五分くらいで眼子さんが出る午後四時四十四分でちゅけど……あの、だ……誰が個室に入るんでちゅか？」

「……京輔じゃない？」「京輔かなぁ……」

「いやいや。女子トイレだから」

　声をそろえる鋭利と煉子に、素早くツッコんだ。さすがに入りたくはない。

　ただあまり時間もないということで、眼子さんの噂話を実証する人物はジャンケンをして選ぶことになり、その結果――。




「煉子ちゃん、鋭利ちゃん、京輔くん……今までお世話になりまちた。さようなら」




　ジャンケンに負けてしまった舞那が、深ふか々ぶかとお辞じ儀ぎする。光の失うせた瞳で微笑む舞那の肩を、煉子が「無もう問まん題たいだよ、無問題っ！」と元気に叩いた。

「焼却炉と同じで、どうせ単なる噂だよ。幽霊なんかいるわけないだろ？　殺やれるもんなら殺ってみやがれっ！　くらいに思っていようよ」

「……万が一にも何かあったら、すぐにトイレを出ればいいしね。心配いらないわ」

「オレらは離れた場所にいとくけど、大きな声で叫んでくれれば、マッハで駆けつけるからさ。幽霊なんかに殺させねぇから安心しとけ。――な？」

「……あうあう。あ、ありがとうございまちゅ……」

　短いやり取りの後、京輔たち三人は、舞那を残してトイレを離れる。

　時刻は午後四時三十三分。何もなければ午後五時に、旧校舎の昇降口で落ちあうことになっていた。落書きでもチェックしながら、のんびり待つ予定なのだが……。

「「「……………………」」」

　午後四時四十一分。京輔たち三人は現在、先ほど離れたばかりの女子トイレ――三つ並んだ一番奥の個室のすぐそばで、息を殺していた。ボロボロの扉越しに舞那の怯おびえた気配が伝わってくる。思わず鋭利を見つめると、一人だけノリノリな煉子に物言いたげなジト目を注そそいでいた。京輔は小さく嘆息をこぼす。

　発ほつ端たんは五分前、トイレを離れた京輔と鋭利が、旧校舎に向かおうとしたときだった。

『おい。どこ行くんだよ？』

　煉子が回れ右をして、トイレの方に戻り出したのだ。気づいた京輔が呼び止めると、煉子は何やらそわそわとして、

『……へ？　ああ、うん……体育館の壁にもたくさん落書きがあったろ？　私はそこを探してこようかなぁと思って。手分けをして探した方が効率的じゃないかい？』

　その様子に引っかかるものを感じた京輔と鋭利は、旧校舎へは向かわず煉子を尾び行こう。すると煉子は案の定、舞那がいるトイレに入っていったのだ。舞那に気づかれないよう抜き足差し足、奥の個室に近づく煉子は、京輔たちがついてきていることに気づくと、ガスマスクの排はい気き口こうに人差し指を当て『しぃーっ！　しぃーっ！』と意思表示。

　声に出してとがめることもできず、かと言って、このまま放っておくわけにもいかず……こうやって、煉子が次に起こそうとしている行動を監視しているというわけだ。

　京輔としては、あまり女子トイレに長居したくはなかったが、止やむを得ない。いざとなったら近くの個室に隠かくれようと思いつつ、一分が経たち、二分が経ち……。

　午後四時四十四分。

　トイレの空気が緊張し、舞那が「ひうっ――」と息を呑む。

　その、瞬間だった。




「右目がいいか？」




「「「…………ッ!?」」」

　唐突に、どこからともなく声が聞こえた。震えていて今にも消え入りそうだが不思議な透明感があり、外側ではなく内側から響ひびいてくるような、若い少女の幻惑的な声。

　――まさか、本当に眼子さんが!?　と戦せん慄りつしかける京輔だったが、

「左目がいいか？」

　声は京輔のすぐそば、黒いガスマスクの下から聞こえてきていた。声を作るのが無駄に上手で、別人みたいな声質である。鋭利が『……やっぱり』という表情で呆あきれ、額ひたいを押さえた。だが、これが煉子のイタズラだと知らない舞那は、

「ひっ――」

　びっくりして壁に身体をぶつけたのだろう、個室の中からビターン！　と激しい物音がする。そのまま恐きよう慌こう状態に陥おちいる、かと思いきや。

「あ、あはは……この声、煉子ちゃんですか？　驚かさないでくだちゃいよ、もう……わたしはだまされないですからね？」

　意外と冷静だった。個室のドアの向こう、舞那が溜め息を漏らす。

「れ、煉子ちゃんには散さん々ざんからかわれてますから……こういう風に驚かしてくるのは、なんとなく予想していたんです。残念でしたね、煉子ちゃ――」

「右目がいいか？」

「あはは。しつこいですよ、煉子ちゃん。一緒にいるなら、鋭利ちゃんからもなんとか言ってあげてください！　京輔くん……は、いたら変態さんですね。とにかく――」

「左目がいいか？」

　……まだ続けるつもりかよ。トイレを出ていこうとする京輔の背後、煉子はあきらめ悪く眼子さんの演技を続けた。

「いい加減にしてください、煉子ちゃんっ！　わたし、そろそろ怒りま――」

　我が慢まんしきれず、舞那が声を荒らげかけたときだ。




「選べないのか？」




　ふいに、眼子さん（ＣＶ：氷ひ河かわ煉子）の声色が変わる。澄すみきっていた声がよどんで低くなり、弱々しさが消え失せた。舞那が「――ふぇ？」と怪け訝げんそうにする。

「れ、煉子ちゃん……ですよね？　あ、あはは……や、やめてくださいってば！　ほ、本当に怖いです！　そ、それだけ演技力があったら、今すぐにでも声優さんに――」

「選べないのかあああああああああァ!?」

「ひいいいいいいいいいいぃ!?」

　――ガンガンガンガンガンガンガンガンッ！　ヒステリックにわめくと同時、煉子が舞那の入っている個室のドアを、物もの凄すごい剣けん幕まくで叩たたき始めた。ドアに開いた穴から身体が見えない位置取りで、狂ったように個室を揺ゆらす。

　煉子のイタズラだと疑うたがっていた舞那も、この迫力にはたまらない。

「あ、あぁ……あああああああああぁ!?　は、はははは、八秒経ってまちたあああぁ！　殺される！　目玉を両方えぐり取られて、こりょちゃれちゃいまちゅうううぅ！」

「ちょっ!?　お、おい――」

「やりすぎよ、バカ！　死ねばいいッ！」

　京輔と鋭利が慌てて煉子を止め、呼びかけるも、舞那はすっかりパニック状態。

「落ち着いて、舞那！　全部、煉子の悪ふざけだから――」

「はわわわわ。どうちよどうちよどうちよどうちよ、あわわわわぁ……」

　周りの声が耳に届いていない様子で、次の瞬間。

「いにゃああああああああああああああああああっ!?」

　まるで爆発したかのように、個室のドアが吹っ飛んだ。京輔と鋭利はなんとか避よけることができたが、真正面にいた煉子は、外れたドアごとブッ飛ばされて、

「うぎゃ!?」

　背後の壁に激突。個室の中からまろび出てきた舞那が、

「――ぁ」

　煉子に気づいて、目を丸くする。直後、

「ずこおおおおおおおおおおおおぉ!?」

「ふぎゃあああぁ!?　ゆ、許してえええぇ！」

　煉子の存在に気を取られた舞那が勢いよくすっ転び、煉子のお腹にダイブ。いつぞやクラスメイトの大おお野の木ぎと宇う佐さ見みがされたように、追撃に次ぐ追撃を浴あびせられ、あわや二人目の犠牲者が出る大惨事へと発展しかけたのだった。





×　×　×






●屋内でもグラサンを外さない男子生徒Ｏの証言

『この学院の看板メニュー《日替わり残飯定食》ってクソマズいよな……野菜の芯しんとか皮とか肉の脂あぶら身みとか魚の内臓とかさ、残飯っつーか、もう完全に生ゴミじゃね？　けどこの前、信じられねェ奇跡が起きたンだ。残飯定食に入れられてた肉が、マジでめちゃくちゃ美う味まかったンだよ！　柔やわらかくってジューシーで、あっという間に舌の上でとろけて消えちまって……まるで幻みてェにな。牛でもねェ豚ぶたでもねェ鶏とりでもねェ、今まで一度も食べたことねェ肉だった。アレは一体なンの肉だったンだろう？』




「いやぁ～、舞那は今日も可か愛わいいねっ！　可愛い可愛い、すっごく可愛い！　どうしてそんなに可愛いんだい？　可愛すぎて抱きしめたくなっちゃうよ」

「触らないでください」

「……シュコー」

　煉子の悪ふざけで舞那が暴走し、トイレを半壊させた後、連帯責任で四人仲良く調教された翌日、昼休み。抱きつこうとする煉子を冷たくはねのけて、舞那がプイッと顔を背そむける。滅多に怒ることのない舞那も、昨日のイタズラはまだ許せてないらしい。落ちこむ煉子を無視して食堂に入り、生徒たちの列に並んでしまった。すれ違いざま、鋭利が「……自業自得だわ」と呟き、京輔は「どんまい」と煉子の肩を叩く。

　煉子はめげることなく舞那にからんだ。

「ねぇねぇ、舞那ぁ～。機嫌直して？　昨日のことは謝るからさぁ～。この通りだよ、この通り！」

　豊かな胸を二の腕で挟はさむようにして強調し、上半身をかがめる煉子のことを、舞那が「どの通りですか」と冷めた目でにらむ。

　寄せあげられた胸の谷間に食券が挿れられていた。













「今日は私が《日替わり残飯定食》おごってあげるからっ！　――ね？」

「はぁ。煉子ちゃん、いつも自前のパックゼリーじゃないですか……食券とかいらないですよね？　まぁおごってくれるんだったら、おごられますけど」

　ぼやき、舞那が食券を受け取る。

「お残しは許しまへんでっ！　ブタのように食え、このブタ野郎がァ！」

　罵ば倒とうを添そえて出された《日替わり残飯定食》を受け取り、席についた。煉子が舞那の左ひだり隣どなりに座った途と端たん、舞那が場所を移動する……といういたたまれないイベントを経て、京輔たちが昼食を摂とり始はじめたときである。

「…………ッ!?」

　突然、舞那がビクッと身体を跳ねさせ、動きを止めた。隣に座った京輔と正面の鋭利も箸はしを止め、目を見開いたまま固まっている舞那を見やる。

「……どうかした？」

「変なもんでも入ってたのか？　骨とか――」

「お肉です……」

　舞那が震える声で呟いた。

「とっても美お味いしいお肉でちゅ！」

「…………ッ!?　それって、まさか――」

《日替わり残飯定食の肉》。京輔たちが確かめようとしている七不思議の一つだ。舞那に冷たく拒絶され、しょんぼりしていた煉子も「なんだってぇ!?」と食いついてくる。

「味は!?　舞那は何肉だと思う？」

「う、うぅ～ん……ほどけるみたいに溶とけちゃったので、あんまりわかりませんけど。とにかく美味しいお肉でした！　味は……牛肉に近いかもしれません。でも、なんだか変わった風味があって、牛とも違う気がします。な、なんでしょう……あうあう」

　よっぽど美味しかったのだろう、肉の味を思い出している舞那の口元から、よだれがこぼれかけていた。鋭利も珍しく興きよう味み津しん々しんで、腰を浮かせて身を乗り出している。

「ねぇ舞那、お肉は一切れだけしか入ってなさそう？　探してみたら？」

「は、はいっ！　ええっと…………」

　舞那が《日替わり残飯定食》の肉野菜炒めを探り、それらしき肉を探した。

「――ぁ。コレです、一切れだけありまちたあああぁ！」

「マジか!?」

　舞那が箸で他の食材を寄せ、件くだんの肉を恐る恐る置く。厚みは一センチくらい、一口大に切られたその肉は、芯がほのかに赤らんでおり、焼き加減はミディアムレアだ。目を凝こらして見てみると、綺き麗れいなサシが入っているのがわかる。

「なんだ、この肉……場違い感が半はん端ぱねぇんだが」

「普通の肉じゃない……わよね？　噂は本当なのかしら。学院内で殺された生徒の肉が残飯定食に使われてるらしい、って……」

「牛とか豚よりいいもの食べているから、人のお肉はいい肉だって聞くもんねぇ。特に脂が上質そうだ……どうだい、舞那？　人肉っぽい味はしたかな？」

「そっ、そそそそ、そんにゃのわかるわけないじゃないでちゅかあああぁ！」

　尋たずねられ、舞那が慌てふためいた。真まっ青さおになって口を押さえる。

「あああぁ……た、たたたた、食べちゃいましたぁ……わたし、人のお肉を食べちゃいまちたよおおおぉ!?　はわわわわ」

「だ、大丈夫だよ！　ま、まだ人肉だと決まったわけじゃないんだし……あわわ」

　舞那に残飯定食をおごった煉子も、一緒になって慌てふためいた。

「ええっと、えっと……鋭利は、人肉食べたことある？」

「あるわけないでしょ」

「京輔は？」

「ねぇよ」

「シュコー……私もないんだよね」

　肩を落として呟くと、煉子は何を思ったか、勢いよく立ちあがり、

「この中に、人のお肉を食べたことがある人はいらっしゃいませんかあああぁ!?」

　などと呼びかけ始める。食堂で昼食を摂る生徒たちが、何事かと煉子を見た。飛行機でお医者さまを探している客室乗務員のように声を張り、

「お願いします！　人のお肉を食べたことがある人がいらっしゃったら大至急、こちらのテーブルまでお越こしくださいっ！　お願いしまあああぁす！」

「……………………お肉？」

　そのとき、近くのテーブルに座っていた一人が興味を示した。長い黒髪に血走った瞳の小柄な女の子である。女の子は進んでいない食事の手を止め、すべるように近づいてきた。煉子が着るパーカーの裾すそを握にぎって、

「…………人のお肉が、あるの？　ちょうだいっ！　ちょうだいちょうだいちょうだいちょうだいちょうだいちょうだいちょうだいちょうだい――かぷっ」

「ぁ痛あああああああああぁ!?」

　煉子の指にかみついた。血走った目をギラギラさせて、発達した八や重え歯ばを立てる女の子を「私じゃない、私じゃない！」と引きはがし、煉子が舞那の席を指さす。

「あの娘が食べてる肉野菜炒めに、それっぽいのが入ってるんだよ！　君にはそのお肉が人肉なのかどうかを、食べて確かめてほしいんだ」

「……じゅるり。うんっ、わかったよ！」

　だらだら垂たれるよだれをぬぐい、テーブルの下をくぐって、女の子が舞那の席に移動した。「はわぁ!?」と驚く舞那の足元から顔を出し、舞那のヒザにちょこんと座ると、皿の上に置かれた肉にく片へんをしげしげと眺ながめる。首を後ろに倒して舞那を見あげ、

「…………これ？」

「は、はい……」

「……食べても、いいの？」

「は、はい……」

「ありがとうっ！　いただきまあぁす！」

　八重歯を「にぱっ」と光らせた直後、女の子が勢いよく首を戻して、箸も使わず肉に食いついた。タレと具材で汚れた顔をあげて目を閉じ、もぐもぐ咀そ嚼しやくする。

「「「……………………」」」

　京輔たちは固かた唾ずを呑んで、女の子の言葉を待った。

　やがて。

「…………うん」

　肉を味わい終わった女の子が首しゆ肯こう。血走った目を開き、呟く。

「わかんない」

　――ずこおおおぉ!?　京輔たち四人は皆、盛せい大だいにズッコケた。

「わかんないってなんだよぉ!?　君、人肉を食べたことあるんだよねぇ!?」

「……うん。あるよ？　三人。全部で五十キロくらい？」

「だったら――」

「でも。人のお肉は、十人十色だからね」

「…………そうなの？」

「うん。牛とか豚とか鶏と違って、人はそれぞれ食べてるものが違うでしょ？　だから肉の味にも、違いが出やすいんだと思う……年齢とか性別でも変わるし。わたしは若い女の人や子供の、お尻しりの肉が大好きっ！　とっても、柔らかいから……じゅるり」

「はわぁ!?　さ、ささささ、触らにゃいでくだちゃい！」

　女の子が舞那のお尻に手を回してさすり、よだれをあふれさせる。

「……ただ。違うと言っても、人のお肉に共通している特徴はあってね？」

　タレと一緒によだれをふいて、女の子が解説を始めた。空あいている手の指を立て、

「一つ目……臭い」

「臭いの!?」

「……うん。独特の匂においがあるかな。たぶん、なんだろ……化学調味料とか食品添てん加か物ぶつとか、そういうのが入ってるものを、たくさん食べてるからだと思うよ？　雑食動物のお肉は、美味しくないのが多いみたいだし。それから、二つ目……くどい」

「臭くてくどいの!?　散々じゃないか……」

「くどいというか、脂が多い？　和牛みたいな感じ……サシが入ってて霜しも降ふりで、唇がベトベトになるよ。この脂に匂いがあって、あんまり日持ちしないんだ……古くなったお肉は香こう辛しん料りようをたっぷり利かせて腸ちよう詰づめなんかにすると美味しいよ！　まぁ人一人分のお肉は数日だけじゃ食べきれないし、もも肉とかばら肉は、ハムやベーコンにするのもおすすめ！　新鮮なのが一番だけどね？　ステーキとかローストとかソテーとか」

「な、なるほど……」

　女の子のおかげで、知りたくもない知識が増えていく……。実際に人を殺して食べた彼女の言葉は説得力が違いすぎ、ギラついている目が怖すぎた。

「……今わたしが食べたお肉には、どっちの特徴もあったよ。普通のお肉にはない独特の臭みと、お口の熱でとろける脂。以上の点から判断すると――人のお肉だと言いきることは、できない……でも、人のお肉であることは……十分、考えられるんじゃないかな？　美味しかったよ。ごちそうさまでしたっ！」





×　×　×






●暗くて不ぶ気き味みな男子生徒Ｕの証言

『ヒッ、ヒヒヒ……旧校舎裏の壁にある、不自然な隆りゆう起き……アレはどこからどう見ても人間……埋められてるよね、確実に……ヒヒッ。この前、二時間くらい耳をつけていたのに、何も聞こえなかったけど。とっくに死んでるだろうし、仕方ないか。ヒヒヒ……なんで埋められたんだろうねぇ……教師に逆らったから？　知ってはいけない秘密を、知ってしまったから？　あんまり深入りしすぎると、君たちも埋められちゃうかもしれないよ？　ヒヒッ……そうなったら、僕がナデナデしてあげるねぇ？　ヒヒヒヒヒ』




　カニバリズムの女子生徒から怖すぎる結論をいただいた翌日、昼休み。京輔たち四人は購こう買ばいでパンを買ってから空き教室に集合し、今後の作戦会議を行っていた。

　というのも、昨日の放課後――《日替わり残飯定食の肉》に続いて、七不思議の一つ《塗り壁 ～生徒が塗りこめられた壁～》の調査を開始しようとしたのだが……。

「……シュコー。やっぱり無理かなぁ？」

「無理だ。また同じことをしてみろ、今度こそブチ殺されるぞ？」

　げんなりする京輔の顔は、アザだらけの青たんだらけ。その隣、頰に巨大なガーゼを貼はりつけた鋭利が、不ふ機き嫌げんそうに吐き捨てる。

「……当たり前じゃない。だから、あたしは反対だったのよ……曲がりなりにも校舎の一部を壊すだなんて調教されるに決まってる。あんた、バカなの？　ドＭなの？」

　鋭利が恨うらみがましいジト目で、言い出しっぺの煉子をにらんだ。

　事の経緯は昨日の放課後、皆で《塗り壁》――旧校舎裏の壁にある奇妙な出っ張り、まるで人のような形をしていることから『生徒が塗りこめられているのではないか』と噂されている――の真しん偽ぎを確かめようとしたとき。どこから調達してきたのか、煉子がスコップ、ハンマー、ツルハシ、バールのようなものを手に現れ、

『さぁ皆、コレを使って壁を壊してみようよ！　埋められたっていう生徒の白骨死体を掘ほり出して、手っ取り早く真偽を確かめちゃおう！』

　などと言い出したのだ。京輔たちはもちろん反対したのだが、煉子が半なかば強引に掘り始めてしまったため後には引けず、バレないように急いで作業をスタートさせて、

　――一分後、久瑠宮に見つかってしまった。

　その結果、どうなったのかは……言うまでもない。舞那が「あうあう……」と後頭部のたんこぶをなでる。

「か、壁のことはもうあきらめましょうよぉ……確かめようがありまちぇん」

「う～ん、そうだねぇ……久瑠宮さんが飛んできたのが早すぎる辺り、怪しいなぁとは思うけど。私はＭじゃないし、あきらめるしかなさそうだ」

「……だな。暇を潰すだけならともかく、それで潰されたくはねぇ。筋すじ金がね入いりのマゾ、これが例えばモヒカンだったら、喜び勇いさんでやるんだろうが――」

「それだよ、京輔っ！　その手があった！」

「……あん？」

　眉まゆをひそめる京輔の正面、勢いよく立ちあがった煉子は、机の上に手をついて、

「彼にお願いしようじゃないかっ！　私たちの代わりに壁を壊してくれないか、って。あの人、毎日久瑠宮さんから調教されてるんだろ？」

「ああ――」

　なるほど、確かに名案だ。ただ、

「……あの問題児が、他人のお願いをわざわざ聞いてくれるとは思えないけど？」

　鋭利の言う通り。残念ながら、奴は話が通じるタイプではない。

　しかし、煉子は自信満々だった。

　豊かな胸をぷるんっと揺らして、断言してみせる。

「いいや、彼を従したがわせるのは簡単さっ！　こんな風に教えてやればいい――」

　放課後。

「……旧校舎の裏の壁に、一箇所だけ盛りあがってる箇所があるのは知っているかな。あの中には、何が埋められてると思う？　久瑠宮さんの秘密だよ。この前、私たちが壁を壊そうとしたら、マッハで飛んできたからね……何か、よっぽど見られたくないものが隠されてるんだよ！　それを掘り出されたら、久瑠宮さん恥ずかしいんだろうな～。すっごく怒ってたもんな～。一体、何が埋められてるんだろ……とっても気になるんだけれど、私は命が惜しいからな～。あきらめるしかないんだろうな～。残念だなぁ～。道具はこんなにそろってるのにっ！　ああ、残念残念……」




「ヒャッハアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァ！　久瑠宮ちゅわんの秘密はオレサマのものだアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァ！」




　塗り壁の話を聞いた瞬間、煉子の手から道具をふんだくり、駆け出すモヒカン。

　――ギャハハハハハハハハハハハハ！　と高笑いしながら校舎の裏へ消えていくその後ろ姿を見送って、煉子が「フシュー」と笑った。昇降口で呆あつ気けに取られる京輔たちを振り返り、得意気に胸を張る。

「ほらね？　ちゃんと、言うこと聞いてくれただろ」

「お、おう……」

　そう来たか。埋められているのは、人間ではなく久瑠宮の秘密。煉子の噓をコロッと信じて即行動するモヒカンに、京輔は呆れ混じりの憧どう憬けいを抱いた。

「どんだけ久瑠宮大好きなんだ、アイツは……行動すんのが早すぎるだろ。ちょっとは話を疑えっての」

「あうあう。あの人、久瑠宮先生がからむと本当すごいっていうか……久瑠宮先生以外のことを考えてないのかもしれません」

「……でしょうね。『久瑠宮にケンカ売る』以外のことをしてるの、見たことないし。そのうち、あいつが壁に塗りこめられるんじゃない？」

「だな。むしろ、まだ生きてるのが不思議なくらいだ……」

「う～ん、彼のことも七不思議に加えるべきだったかもしれないね？」

　尊敬を通り越して戦慄すら覚える京輔たちの耳に、校舎裏からガンガンガンガンッ、壁を壊している物音が聞こえ、ほどなく――。




「モヒカアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァン!?　貴様ァ、今度は何をしている!?　死にさらせ、このクソブタファッキンゴミクズ野郎がっ！」




　鬼の形ぎよう相そうで校舎から飛び出してきた久瑠宮が、校舎裏に雷を落とし、

「ギャッハアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァ!?」

　モヒカンの断だん末まつ魔まがとどろく。ぼぎんっ。ぼぎんっ。ぼぎんっ。ぐしゃっ！　昇降口の陰かげに隠れた京輔たちは、人の身体が壁の代わりに壊されていく音を聞きつつ、久瑠宮の調教が終わるのを待った。やがて、

「…………ふぅ」

　血だらけになって気絶しているモヒカンの頭髪をつかんで引きずり、返り血まみれの久瑠宮が戻ってくる。そのまま《懲ちよう罰ばつ室しつ》に連れて行き、たっぷり拷ごう問もん――。

「おい、ブタ野郎ども！」

　するかと思われたとき、久瑠宮が止まった。京輔たちが身をひそめている昇降口の陰にギロリと半はん眼がんを向けて、

「――貴様たちの差し金か？」

　低くにごった声で問いかけてくる。

　大きな瞳をギラつかせている久瑠宮の片手には、煉子の道具が提げられていた。

　調教に使ったのだろう、シャベルの先端にはべっとりと血が付着している。モヒカンを離した久瑠宮がシャベルを担ぎ、ゆっくりと近づいてきた。

「貴様たちも昨日、同じことをしようとしていたな？　そんなところで何をしている？　まさかモヒカンをそそのかし、校舎を破壊しようとしたのではあるまいなァ……」

「シュコッ!?　そっ、そそそそ、そんな――」

「そんなわけないじゃないっすか！」

　慌てふためく煉子の前に進み出て、京輔は必死にこの場を言い逃れようとする。

「久瑠宮先生の言うことすら聞かないモヒカンを、オレらなんかがどうにかできるわけありません！　あの問題児を従わせるなんて真ま似ね……」

「そうですそうです、無理ですよ！　わたしたちには荷が重ちゅぎまちゅ！」

「別に――」

　すかさず舞那が追つい従じゆうし、鋭利が口を開いた。

「……あいつが勝手に勘かん違ちがいをしただけですけど？　あたしたちが壁を壊そうとしたら先生が飛んできたっていう話を聞いて、興味を持ったみたいです。どうせ、自分も調教されたかったんでしょ。ほんと、どうしようもないブタ野郎ですよね」

　肩をすくめる鋭利のことをにらむ久瑠宮。そのまましばらく押し黙った後、

「……ふんっ。まぁいい、そういうことにしておいてやる」

　鼻を鳴らしてきびすを返し、久瑠宮がモヒカンの襟えり首くびをつかむ。ぐったりした巨体を引きずり、京輔たちの脇を通り過ぎると、

「だが、忘れるな？」

　振り返り、目を細めて吐き捨てた。

「次また妙な真似をしているところを見かけたら、タダでは済まさん……貴様らブタが何を企たくらんでるのか知らんが、これ以上わたしの手をわずらわせるなよ？　さもなくば、次こうなるのは貴様たちだぞ。肝きもに銘めいじておくがいいっ！」





×　×　×






●自分の腕と会話する男子生徒Ｓの証言

『月のない夜、闇やみにまぎれて煉獄をさまよう亡者の魂たましい――《闇夜の追跡者ナイト・ストーカー》と呼ばれる彼奴きやつに、我は一度だけ邂かい逅こうを果たしたことがある。それは今から一週間前、激しい雨が降る夜のことだ……ん？　ここ一週間ずっと晴れだった、だと？　ええい、五う月る蝿さい！　黙って聞けぇ！　我が《片翼の死天使アズリエル》と共に、束つかの間の安あん寧ねいに身を委ゆだねていた丑うし三みつ刻どき、気配がしたのだ。この世ならざる《魔の者》の気配が……それはまさしく我が魂の故こ郷きよう《零世界グラウンド・ゼロ》を思わす、忌いまわしくも懐なつかしい気配で……って、コラコラ。どこへ行く？　待て。待たんか、神かみ谷や京輔ェ！　我の話はまだ終わっておらぬ。貴公が訊いてきたんだろうが!?　いいか、よく聞け。そもそも《零世界グラウンド・ゼロ》というのは――』




「…………ん」

　深夜。学生寮の自室で眠っていた京輔は、ふと目を覚ます。小雨がしとしとと降る、五月にしては暑い夜だった。ゴワゴワした掛かけ布団ぶとんをどけ、すぐまた瞼を閉じる。

　久瑠宮の調教をまぬかれた後――モヒカンが壊した壁の中からは結局、何も発見されなかった――一年Ｂ組の生徒に聞きこみを行ったのだが、やたらと無駄話が多く、刑けい務む作業が始まるギリギリまで付きあわされてしまった。おかげで普段より疲つかれが溜まっているような気がする。一秒でも早く眠りについて、一分でも多く眠りたかったが、

「…………喉のど、渇かわいたな」

　呟き、再び瞼を開いた。しかし、洗面台まで行くのがだるい。十秒ほど逡しゆん巡じゆんしてから溜め息を吐き、京輔が身体を起こそうとした、そのときだ。

　――ぺたっ。

　足音が聞こえた。反射的に身体を硬くし、耳を澄ませる。

　息を殺して気配を探っていると、

　――ぺたっ。ベッドの頭側からもう一度、足音が聞こえた。京輔の背に怖おぞ気けが走る。思い出されたのは、煉子が《さまようさつじんき》と名づけた亡霊の怪談だ。

　月明かりのない真っ暗な夜、皆が寝静まった深夜に現れるという、殺人鬼の怨おん霊りよう――そいつは生前かなり凶悪な快楽殺人犯で、狙った獲え物ものを逃のがさず仕留めては内臓を食べていた……らしい。あまりに残ざん虐ぎやくすぎるため教師に抹まつ殺さつされたのだが、死んでからも夜な夜な学院内の敷地をさまよい、新たな獲物を探しているのだという。もし真夜中、何者かの足音が聞こえたら、気づかれないよう眠ったフリをし、通り過ぎるのを待つことだ……でなければ、鉄てつ格ごう子しをすり抜けて襲いかかられ、逃げ場のない状況で、身体の中身を食い尽くされてしまうのだから……。

　――ぺたっ。早はや鐘がねを打つ鼓こ動どうと雨の音にまぎれて足音が聞こえる。ゆっくりと、五秒くらいの間かん隔かくで鳴るその足音はベッドの頭側、通路の方から届いてきていた。

　しかも、だんだん近づいている。

　視界の隅に映っているのは、廊下に面する鉄格子。その向こうには部屋の中より濃い暗闇が広がっていた。目を見開いたまま硬直する京輔の喉が鳴る。

（ど、どうする……どうするよ、オレ？　このまま目を開けといて、七不思議の正体を暴あばいちまうか？　幽霊なんかいるわけねぇんだし、大丈夫だろ……いや、けどもし本当だったら殺されちまうんだよな？　あ、綾あや花かに会えなくなっちまうじゃねぇか……）

　などと悩んでいる間に、足音はすぐそこまで迫っていた。

　――ぺたっ。裸足はだしの足音が響く。学生寮には看かん守しゆもいるのだが、彼らはきちんと靴を履いていた。生徒は部屋に閉じこめられているし、教師も宿舎で休んでいるはずだ。

　一体、誰の足音なのだろう……。

　――ぺたっ。考えれば考えるほど不安が強まってきた。京輔の中で好奇心と恐怖心、相反する二つの感情がせめぎあい、次の瞬間。




　――ぺたっ。視界の隅、鉄格子の端から黒い影が現れた。




「…………ッ!?」

　こぼれかかった悲鳴を呑みこみ、呼吸を止める。ゆっくり視線を動かして、鉄格子の向こう側に立つ影を見た。闇が深くておぼろげにしかわからないが、輪りん郭かくはヒト。体格からして男性だろう。身長百九十センチ近くあり、かなり大きい。

　血の気が失うせる。おかしい。明らかに、おかしい。この時間、生徒は外に出られないはずだった。トイレは部屋に備えられているし、部屋は外から施せ錠じようされている。看守もあんなに大柄ではない。だとすると、教師……だろうか？　まだ見たことがない教師もたくさんいるため、可能性はなくもない。しかし、そのとき――。

「…………こ、だァ……？」

　影がうめいた。ぺたっと一歩を踏み出して、

「…………どこ……に……いる……ンだ、よォ…………？」

「ひっ――」

　今度こそ、京輔の口から短い悲鳴が漏れる。

「あっ」と思ったときには、もう遅かった。影の動きがピタリと止まる。闇の中、強い視線が注がれるのを感じた。京輔は微び動どうだにすることができない。背筋を戦慄が走り、心が絶望で満たされていく。直後、

　――ガシャンッ！

　影が鉄格子に取りついた。ガシャンッ、ガシャンッ、ガシャンッ、ガシャンッ！　と鉄格子を揺さぶる。京輔は、もはや満足に声をあげることすらできない。影が鉄格子を揺らし続けている間、身体を震わすこともできずに萎い縮しゆくし、呼吸はおろかまばたきするのも忘れて、恐怖していた。すると、ほどなく――。




「おい、何をしているッ!?」




　影が現れた方の通路から、看守の鋭い怒声が響いた。瞬間、影の動きが止まり、

「静かにせんかァ、神谷京輔ェ！」

　看守の男が大急ぎで駆けつけてくる。手にした懐かい中ちゆう電灯で、京輔がいる鉄格子の中を照らした。部屋の前にいた影の姿はすでになく、幻のように消えてしまっている。

　看守がイライラと言った。

「暴れるんじゃない！　今のは罰ばつ点てん五だぞ。十点溜まると《懲ちよう罰ばつ房ぼう》行きだから、覚悟しておく――」

　看守の声がふいに途と切ぎれる。息を呑み、震える声で訊いてきた。

「お、おい……なんだ、この血は……？」

　――血？　と思って視線を動かしてみると、

「うわあああぁ!?」

　その光景を目にした途端、京輔はベッドの上から転がり落ちる。通路に面した鉄格子の一部に、べっとり血がついていたのだ。今しがた、ちょうど影が両手でつかんでいたところに……。それだけではない。

「のわあああぁ!?」

　看守が仰ぎよう天てんして、尻もちをつく。何事かと近づいてみた京輔は、

「なっ、なななな、なんじゃこりゃああああああぁ!?」

　看守に続き、腰を抜かした。看守が歩いてきた通路――影が現れた通路の上に、血痕が残っていたのだ。まるで、血だらけの身体を引きずったように……。

「あ……あぁ……ああああぁ……」

　身体がブルブル震え出す。その怯えっぷりから京輔は関係ないと判断したのだろう、看守が大慌てで起きあがり、教師に連絡を取った。非常ボタンが押され、けたたましい警報が鳴り響く中、京輔は鉄格子の近くにへたりこんだまま弱々しく呟く。

「ほ、ほほほほ、本当だったんだ……《さまようさつじんき》の話は、マジだったんだ……や、やべぇ……か、看守が来てくれなかったら、オレ、たぶんあのまま……」





×　×　×






●学習能力がない男子生徒Ｓの証言

『あアアアァ～ン？　久瑠宮ちゅわんがちんまい理由だァ？　ギャハハ！　そんなン、決まってンだろ。久瑠宮ちゅわんがちんまいからだよ！　……あアアアァ～ン？　理由になってないだとォ？　なってるじゃねェか。久瑠宮ちゅわんがチビでガキでロリで、小学生で幼よう稚ち園えん児じでちんちくりんなのは……ヒャッハアアアァ！　やっぱり来たなァ、久瑠宮ちゅわあああぁん!?　さすがの地獄耳だぜ、ギャハハハハハハ！　相変わらず、一ミリたりとも成長しねェなァ～？　コイツは確かに七不思――あべし!?』




　翌朝。京輔たちが登校すると、昇降口の前でモヒカンが磔はりつけにされていた。

　パンツ一丁という裸はだかに近い格好で、両手首と足首に太い釘くぎをブッ刺さされ、木の十じゆう字じ架かに固定されている。頭の先から足の先まで打だ撲ぼくだらけの血だらけになったモヒカンは、ぐったりとして動かない。苦しそうに歪ゆがみながらも満足そうなその表情を見あげる京輔の右隣、煉子が「……フシュー」と苦笑した。

「彼、本当にすごいなぁ……一日何回、調教されたら気が済むんだろう？　私は昨日、彼のことも七不思議に加えるべきだと言ったけど、その必要はなかったねぇ。彼はもう七不思議に入ってたんだからっ！」

「……そうだな」

　げんなりする京輔の左隣、鋭利が「……ふわぁ」とあくびする。

「深夜にいきなり警報が鳴って、何事かと思ったら……こいつが脱だつ獄ごくしたんですって？　散々調教されたはずなのに、よく元気があまってたわね」

「はわわ。最後は治療すらしてもらえずに、部屋に棄すてられてたみたいです。京輔くんが気づかなかったら、本当に久瑠宮先生の寝こみを襲ってたかもしれまちぇんっ！」

「……そうだな」

　舞那の呟きを受け、京輔は深くうなだれた。昨晩、京輔が遭遇した謎の影――アレは死んだ生徒の亡霊ではなく、死にかけのモヒカンだったのである。

　ちなみに、モヒカンが脱獄したのは今回が初めてではないらしく、噂話の出どころも奴で間違いなさそうだ。怯えていたのが恥ずかしい。男子と女子では寮が違うし、京輔は一人部屋であるため他の生徒には知られていないが《さまようさつじんき》の正体が部屋を抜け出したモヒカンだと判明するまで、布団を被って震えていた自分を思うと、恥ずかしくて死にたくなった。奴を調教＆拷問するので忙しく、今朝行われた刑務作業に久瑠宮がいなかったのは、不幸中の幸いだったが……。

「フシュー。ともかくこれで、残る不思議はあと二つ――《どうして久瑠宮はあんなに幼女なのか》と《死のダイイングメッセージ》だけになったね？　後者は全然見つからないし、先に前者を調べてみよっか！」

「いいけど、どうやってだよ？」

「うん。今日の放課後、直接本人に訊けばいいんじゃないかな？」

「いやいや……せめて明日か明後日にしようぜ？　さすがに今日はマズイだろ。お前もこの命知らずみてぇに、磔にされたいのかよ」

　今日の久瑠宮がすこぶる不機嫌なのは、火を見るより明らかである。そんなところに『どうして久瑠宮先生はそんなに小さいんですか？』などと尋ねる行動は、火に爆弾を投げこむことと同じだ。最悪、その場でなぐり殺される。

　にもかかわらず、煉子は「チッチッチ」と人差し指を左右に振って、

「訊くなら今がチャンスだよ。久瑠宮さんは昨晩、彼に寝るのを邪魔された上、夜通し付きあい続けてかなり消しよう耗もうしているはずさ。久瑠宮さんの疲れがピークに達する放課後にでも突撃すれば、被害を最小限に抑えられるかもしれないっ！」

「……被害が出ること前提なのな」

「そりゃあ、そうでしょ……容姿のことは逆げき鱗りんだって、もう十分思い知らされてるじゃない。ていうか、なんでこんなの七不思議に入れたのよ」

「あうあう。そ、それは――」

「だって、気になるじゃないかああああああぁ！」

　言いよどんでいる舞那の代わりに、煉子がわめいた。「……ハァ」と面倒そうに髪をいじくる鋭利につめ寄り、声をひそめて、

「……あのヒト、アレで二十代半ばらしいよ。信じられるかい？　どう見たって、子供なのにぃ！　何か、理由があるはずなんだ。色んな憶おく測そくが飛とび交かってるけど、まだ誰も確かめられてない。どうして久瑠宮さんはあんなに幼女なのか……君も気になるだろ、鋭利？」

「ん――」

　問われ、鋭利が顔をしかめる。のぞき窓から目を逸らしながら、

「ま、まぁ……気にならないって言ったら噓になるけど」

「うんうんっ！　だよね、気になるよねぇ～。なら、私たちで真実を突き止めようじゃないか！　なぁに、心配いらないさ。ささやかれてる理由を紙に書き出して『この中に真実はありますか？』って訊くだけだもん。私たちが噂しているわけじゃないんだし、そんなにひどくは怒られないと思うなぁ……せいぜい『死にさらせ！』とか、怒鳴られちゃうだけじゃない？　フシュー」
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「死にさらせ！」

　放課後の《職員室》に、ロリータボイスの怒鳴り声がとどろく。真っ赤な顔で荒ぶる久瑠宮の右手には、鮮血に染まってひしゃげた鉄パイプが握られ、

「…………ピクピク」

　左手には全身血まみれになった煉子が、後ろ首をつかまれていた。何度も何度も殴打された煉子は意識を失っており、弱々しく痙けい攣れんしている。

「逃げるなよ？」

　扉に向かって後ずさっていた京輔たちは、三人そろってギクリと動きを止めた。鋭利が小さな声で「……最悪だわ」と吐き捨てる。舞那はガタガタ震えていた。

　久瑠宮が「ふんっ」と鼻を鳴らして、煉子の身体を無む造ぞう作さに放る。目を見開いている京輔の足元にドサリと落ちた煉子はのぞき窓を割られ、砕かれた頭ず蓋がい骨こつから赤黒い液体を垂たれ流ながしていた。床の上に広がっていく血溜まりを見て、京輔は死を覚悟する。

　自由になった左手で、久瑠宮は執務机の上に置かれた紙切れをつかむと、




「どうして久瑠宮はあんなに幼女なのか――」




　さながら死刑判決文のように、内容を読みあげ始めた。

「理由その一『カルシウム不足。毎日イライラしているのも同じ原因』……理由その二『鍛きたえすぎ。成長期に筋肉をつけすぎたせいで、身長が伸びなくなってしまった』……理由その三『年齢詐さ称しよう。大人ぶってるだけの女の子』……理由その四――」

　読み進めるにつれ、眉み間けんのシワが深まっていき、紙を持つ手がプルプル震える。抑えきれない怒ど気きがにじみ出し、声音がどんどん低くなっていく……。

「理由その十『人工的に作り出された存在。そのため、歳としを取っても成長しない』……なるほど、最後の理由は中々おもしろいではないか。もちろん間違ってはいるのだが、ここには《殺害機関マーダー・メイド》というそれに近しい奴がいるわけだからな」

　――それで？　と久瑠宮が京輔たちを見た。

「このクソみたいな噂をわたしに教えて、どうしたいのだ？　煉子が何か説明していた気もするが、読むのに夢中で耳に入らなかったよ。気がついたら撲ぼく殺さつしていた。なぁ、ブタ野郎ども……殺されたいのか？」

　紙がぐしゃっと握り潰され、久瑠宮の双そう眸ぼうに殺意が灯ともる。目の下にはうっすらクマが浮いていた。疲れているのは確かだろうが、それ以上にイラだっている。煉子の読みは完かん膚ぷなきまで外れ、京輔たちは絶体絶命の窮きゆう地ちに立たされていた。

「い、いや……殺されたくは、ないんですけど……」

「七不思議です」

「…………七不思議？」

　久瑠宮が眉をひそめる。鋭利は「はい」とうなずいて、

「プルガトリウム更生学院で、まことしやかに語られている七つの不思議です。煉子の奴が持ってきて、煉子の奴が『調べてみよう』と言い出しました。この前、校舎の壁を壊してたのも、今日こうやって訊きに来たのも、噂の真偽を確かめるためで……全部、煉子が計画しました。その紙切れに書かれた理由も、煉子が集めてきたものです」

「おいおい……」

　煉子のせいにしすぎだろ。とはいえ、実際ほとんど煉子の仕し業わざなのだが。鋭利の話を聞いた久瑠宮が「ふむ」とアゴに手を当てる。

　鉄パイプを捨て、執務机に戻ると、中断していた食事を再開し、

「――内容は？」

　と問いかけてきた。意外にも興味をそそられたらしい。ナイフとフォークで最高級の和牛ステーキを切り分けている久瑠宮に、京輔は答える。

「え、えーっと……一つ目の不思議は《死のダイイングメッセージ》です。その落書きを見た者は死ぬとか言われてて――」

　やがて。話を聞き終え、食事を終えた久瑠宮が「なるほどな」と首肯した。ナプキンで口元をぬぐい、一言。

「実にくだらん」

「「「……………………」」」

　沈黙している京輔たち三人を見て、

「見ただけで死ぬ落書きなど存在しないし、焼却炉で人など燃やさない。死んだ生徒の幽霊なんぞいるわけないし、生徒が塗りこめられた壁もない。残飯定食に混ざっている肉は――」

　そこで一いつ旦たん言葉を区切り、やたら大きいワイングラスに注がれた飲み物を一口。

「わたしが、たまにお残しするものだ。霜降り肉は美味いが、くどくてな……三日前もラムチョップを残した。次の日の昼食にでも使われたことだろう」

「ぁ――」

　舞那の口から声がこぼれた。一昨日のお昼、舞那の《日替わり残飯定食》に混ざっていた肉は、人肉ではなく最高級のラム肉だったのかもしれない。羊の脂には独特の臭みがあると聞く。二日遅れで真実を知った舞那が、安あん堵どの溜め息を漏らした。

「はひぃ……よ、よかったです。あの出来事がトラウマで、お肉が食べられなかったんですよね。もう完全に、人肉なんだと思ってました……」

「んなわけなかろう。死んだ人間は解バ体ラされて、業者に売りさばかれるのだからな」

「あはは。え、ええっと……冗談ですよね？」

　引きつり笑いを浮かべる舞那に、久瑠宮は沈黙。ワイングラスを弄もてあそびながら、

「――知ってるか、ブタ野郎ども？」

　問いかけてくる。サディスティックな笑みを浮かべて、

「この学院では毎年のように、新入生の間で噂話がささやかれては、新しい七不思議が生まれるのだが……一つだけ、毎年同じ噂話があるのだ。知りたいか？」

「別に」

「ククク。そうか、知りたいか！　その不思議はな――」

　鋭利の冷めた答えを無視して、久瑠宮が笑みを深めた。もったいぶって間を取ると、京輔たちを見回し、次の瞬間。

「七不思議を全て知ってしまった生徒は、知ってはならない八つ目の不思議を知り……殺される、というものだッ！」

　――ヒュンッ！

　久瑠宮の右手が目にも留とまらぬ疾はやさで動くと同時、白い光が視界を奔はしる。背後の扉に何かが当たる音。京輔の頰を生温かい汗が伝った。おっかなびっくり振り返る。

「ひっ――」

　扉に刺さったナイフを認め、舞那がぺたんっと尻もちをついた。光がかすめた左頰に触れると、真っ赤な色が手を汚す。京輔の背にぶわっと冷や汗が湧わいた。

　ステーキナイフを投とう擲てきしてきた久瑠宮へと視線を戻す。すると、

「教えてやろう」

「うわぁ!?」

　一体いつの間に移動したのか執務机を離れ、京輔たちのすぐ目の前まで肉薄していた久瑠宮が、八重歯をきらめかせて嗤わらった。驚きよう愕がくする京輔の喉元にフォークを突きつけ、

「殺人犯を『更生』させる施設にしてはおかしいところだらけな、プルガトリウム更生学院の正体を！」

「「「…………ッ!?」」」

　思いがけない言葉に、動揺する鋭利と京輔。久瑠宮の目が細められる。

「この学院は、殺人犯を更生させる場所じゃない……卒業してもシャバには出れんし、元の居場所に戻ることなど、不可能なんだよ」

　なぜなら――。




「貴様ら生徒は、全員『死刑囚』。三年間を終えると同時にめでたく刑が執行されて、この世から卒業してしまうのだからなアアアアアアァ！」




「「……………………は？」」

　鋭利と京輔、二人の目が点になった。生徒が全員『死刑囚』……だって？　久瑠宮は何を言っているんだ。鋭利と顔を見あわせた後、京輔は怖おず怖おずと訊く。

「い、いや……あの、久瑠宮先生。違いますよね？」

「違わない」

「……いやいや」

　違うだろ。京輔たちが知っている、学院の正体は――。

「…………そ、です……」

　そのとき。床の上にへたりこんだ舞那が、消え入りそうな声を漏らした。亜あ麻ま色いろの瞳をこれでもかと見開いている舞那は顔面蒼そう白はくになり、

「う、噓です……そんにゃの、絶対噓ですよ……噓、でちゅ……」

　などと、うわごとのように繰り返している。ショックで愕がく然ぜんとなる舞那を見下ろし、久瑠宮が「ククク」と喉を鳴らした。

「噓ではないよ。嫌いだからな？　五十嵐いがらし舞那――」

　しゃがみこみ、舞那の耳に口を近づける。ドスを利かせてささやいた。

「……たかが三年通っただけで、殺人犯がシャバに出られるとでも思ったか？　貴様は三人殺しているのだぞ。命をかけて罪をつぐなえ、この薄汚いブタ野郎めが」

「――――――――」

　舞那の震えと涙が止まり、双眸から光が消える。鋭利が「ちょっと！」と気け色しきばみ、京輔が「久瑠宮アアアァ！」と激げつ昂こうした直後。

「う……うわあああああああああああああああああああああぁ！」

　絶叫して起きあがり、舞那が職員室を飛び出していった。思いっきりブチ開けられた扉がけたたましい音を立て、衝撃でナイフが抜け落ちる。

「舞那ッ！」

　鋭利が急いで後を追いかけ、職員室を出た。

　取り残された京輔は「……おい」とジト目で久瑠宮をにらんで、

「…………何、噓ついてんですか？」

「ついていないが？」

「ついただろうがアアアァ!?」

　とぼける久瑠宮の胸ぐらをつかみ、尋ねる。

「この学院の正体は、殺人犯を殺し屋にするところだろ!?　生徒は全員『死刑囚』で、卒業すると同時に殺されるとか――」

「噓ではないと言っている。何度も言わせるな、このバカタレが」

「――え？」

　何をされたのかわからなかった。久瑠宮に腕を取られたと思った瞬間、視界が回り、気づけば床に転がっている。血を流して失神していた煉子が「シュゴッ!?」と下敷きになり、目覚めた。久瑠宮が「ふんっ！」と鼻を鳴らして、執務机に戻る。

「殺し屋として活動する者は、戸籍を抹まつ消しようされるのだ。つまり、表社会では死んだことになる。わたしが言う『この世』とは、すなわち表社会のことだよ。だから、わたしは噓などついていない。以上だ」

「……………………」

　屁へ理り屈くつじゃねぇか。三白眼を向け立ちあがった京輔は、壊されたのぞき窓を押さえて「目が！　目がアアアァ!?」とふざける煉子を助け起こしてやった。割と本気で死んでしまったのかと心配していたが、命に別状はないらしい。

「しかし、まぁ――」

　イスにもたれて煙草たばこをくゆらせ、久瑠宮が頰を歪める。

「わたしが口止めした通り、五十嵐舞那にはまだ教えていないようだな？　ククク……奴の反応次第では、貴様のことも調教してやろうと思っていたのだが……『合格』だ。貴様の口の堅かたさに免めんじ、今日のところは見逃してやる。とっとと失せろ」

「ああ――」

　なるほど、そういう意い図ともあったのか。「しっし」と手を振る久瑠宮に、京輔は呆れと安堵の溜め息を漏らした。煉子が「ねぇねぇ、京輔……」と耳打ちしてくる。

「結局、久瑠宮さんが幼女な理由は聞き出せたのかい？」

「――アァン!?」

「うひゃあああぁ!?　なっ、なななな、なんでもありませぇん！」

「しっ、しししし、失礼しましたあああぁ！」

　殺気だった目でにらみつけられ、京輔と煉子は転がるように部屋を出た。そうして、独りになった久瑠宮は――。

「どうして久瑠宮はあんなに幼女なのか……だと？」

　丸められた紙を広げて手に取ると、その内容を一から十まで読み直し、

「……ふんっ」

　ぐしゃっと握り潰した。ありったけの力をこめて壁に投げつけ、

「んなこと、わたしが訊きたいわアアアアアアァ！」

　――死にさらせエエエエエエェ！　と咆ほう哮こう。特大のワイングラスになみなみ注がれている牛乳を、豪ごう快かいに一気飲みした。
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「やれやれ。ひどい目に遭わされたものだよ」

「……うん、まぁ全部あんたのせいなんだけどね？」

　新校舎から旧校舎へ戻り、空き教室に向かう道すがら。ぼやく煉子にジト目を送り、鋭利が舞那の頭をなでる。腫はれぼったい目をこする舞那は、ひどく憔しよう悴すいしていた。

　泣きながら職員室を飛び出した後、鋭利になぐさめられ、京輔たちからはげまされた舞那は幾いく分ぶん落ち着いたものの、

「あうあう。久瑠宮先生が言ってた学院の正体、本当に冗談なんでしょうか……」

「ええ、冗談よ。あんなの、噓に決まってるじゃないの」

「だな。百パーセントあり得ねぇ」

「……どうして、そう言いきれるんでちゅ？」

『本当の正体』を知っているから、なのだが――口止めされている以上、それを舞那に伝えることはできない。答えあぐねる京輔に代わって、煉子が舞那の肩をたたく。

「フシュー。私が『殺人のために作られた存在』だっていうのは知ってるだろ、舞那？　久瑠宮さんもそれを知ってる。京輔が一人も殺してないことや、鋭利が殺せない暗殺者だってこともわかってる。なのに死刑はおかしいじゃないかっ！」

「…………。殺人犯を更生させる場所でもおかしいですよね？　そういえば、あんまり深く考えたことなかったですけど、この学院っておかしなところ多すぎませんか」

「多いねぇ。七不思議じゃ足りないくらいだよ！　百不思議くらい？　相変わらず時間はあるんだし、他にも色々調べてみよっか！　題して『ここがヘンだよプルガトリウム更生学院』！」

「お、お前なぁ……少しは懲こりろ」

「……ハァ。バカは死ななきゃ治らないのね？」

　頭を叩き割られたのにもかかわらず、身も心もピンピンしている煉子に、呆れる京輔と鋭利。それを見て、舞那が「あはは……」と苦笑した。

「世の中には、知らない方がいいこともあるのかもしれないですね。あの……不思議を確かめたり調べてみるのは、もう終わりにしませんか。それで危ない目に遭って、今回みたいに怪け我がしたり、死んだりしちゃったら、元も子もないですし……」

「……同感だ。平へい穏おん無事にやっていこうぜ」

　牢獄じみたこの学院を抜け出し、元の場所――妹が待つ自分の家に帰ることこそが、京輔の目標であり目的なのだ。『好奇心猫を殺す』という言葉のように、自分の方から危険に身をさらす行為は、今後一切やめにしよう……と。

　決意し、何気なく視線を落としたときだった。




　ＹＯＵ ＷＩＬＬ ＤＩＥ




「……………………え？」

　床近くの壁に小さく書かれた、血色の落書きが飛びこんでくる。

　――お前は死ぬYOU WILL DIE。英文の意味を理解した瞬間、呼吸が止まった。凄すさまじい悪寒が背筋をはいのぼってきて、思考を凍結させる。身体がブルブルと震え始めた。

「…………京輔？」

　鋭利が眉をひそめる。煉子と舞那も振り返って足を止め、怪訝そうに訊いてきた。

「どうしたんだい、早くおいでよ」

「七不思議のことは忘れて、トランプでも――」

「み、見つけちまった……」

「え？」

「見つけちまったんだよ、見たら死ぬっぽい落書きを！」

　叫び、京輔はキョトンとしている三人を見やる。鋭利が「……ハァ？」と声を出し、舞那が「ふえぇ!?」と驚き、煉子が「な、なななな、なんだってええええええぇ!?」とのけ反った。立ち止まっている京輔のところに、慌てて走り寄ってくる。

「本当にぃ!?　どこ!?　どこにあるんだいっ!?」

「そこだよ、ちょうどお前の脚があるとこッ！　血文字で『ＹＯＵ ＷＩＬＬ ＤＩＥ』って書かれて――」

「どれどれ」

　煉子が片足をどけ、落書きを探した。しかし、

「え、ええっと……ごめん、どこ？」

「だから、そこだよ！　小さいから見つけにくいけど、ほら、ここ――」

　首を傾げる煉子をどかして、イラだたしげにしゃがんだ京輔は、

「――あれ？」

　指を持ちあげかけたまま停止。目を見開いて、

「ない!?　お、おかしいな……今見たときは確かにあったはずなんだけど、あれ……？　ど、どこいった？」

　あちこち探すが、見つけられない。京輔が目を離す前、落書きのあった場所には何もなく、忽こつ然ぜんと消えてしまっていた。一体、どうして――。

「……あんたの見間違いじゃない？」

　白けたような声で言い、鋭利が「……ふわぁ」とあくびをする。京輔はムキになって答えた。

「違ちげぇよ、確かにあったんだ！　真っ赤な文字で『ＹＯＵ ＷＩＬＬ ＤＩＥ』って書きなぐられてる落書きが……」

「…………じゃあ、なんでないのよ」

「そ、それは――」

「たぶん、場所が変わったんじゃないかな」

「――場所？」

「うん。噂話にあっただろ？　簡単には見つけられないところにあるとも、誰かがその落書きを見つけるたびに場所が変わるとも噂されてる……って。後者の話が本当だったとしたら、落書きが消えてしまった理由にも説明がつく」

「ぁ――」

　煉子の言葉で今度こそ、京輔は凍りつく。鋭利が「……フンッ」と鼻を鳴らした。

「アホくさ……んなこと、あるわけないじゃない。非現実的だわ」

「はわわ。だ、だから怪談なんだと思いますけど……じ、実際に落書きは消えちゃっているわけでちゅし」

「消えたんじゃなくて、見間違いでしょ？　くだらない」

「……あわわ。そうだといいんでちゅけど」

　鋭利が再び歩き出し、舞那がおどおどついていく。見間違いだとは思えず、とはいえ煉子の話も信じられず、落書きが消えた場所を凝視して、ただ立ち尽くす京輔。煉子が「フシュー」と笑った。放心する京輔に抱きつき、




「これはアレだよね。近い将来、君が私と両想いになって、殺されるってことだよね？　えへへ。未来は明るいぞ！」




　はしゃぐ煉子のポケットから、乱暴に突っこまれたハンカチがはみ出す。その端っこには血のような、赤い汚れが付着していた。






















　――死にさらせ。

　と吐き捨てるのは、今年に入って何回目だろう。始業式から四ヶ月、一日十回以上は口に出しているからとっくに千を超こえているかもしれない。暑さと怒りで煮えくり返る頭の隅すみで、久く瑠る宮みやはふとそんなことを考えた。

　夏の陽ひ射ざしが窓ガラスを透とう過かして、縦じま模様の影を落とす床。真まっ赤かな血ち溜だまりに突つっ伏ぷしているのは、血よりも紅あかいモヒカン頭の男子生徒だ。叩き割られた側頭部から流血し、ピクピク痙けい攣れんしている教え子を、久瑠宮は無む造ぞう作さに蹴けりつけ、

「おい。起きろ、モヒカン」

「……………………」

　呼びかけるも、返答はない。久瑠宮は舌打ちをして、血にまみれた鉄パイプを担かつぐ。追撃したい気持ちをグッと抑えこみ、深呼吸した。生なま温ぬるくて鉄てつ錆さび臭くさい空気を胸いっぱいに吸いこみながら、理事長の言葉を思い出す。

『あのさぁ。最近、暴力振るいすぎじゃない？　モヒカンっちも一応生徒なんだから、優しくしてあげようよ。とりあえず、夏休み中は鉄パイプ自じ重ちようね。ちゃんと補習を受けさせて、追試に合格させること！　じゃなきゃ減給、久瑠宮っち減給～っ！』

「……無茶言うな」

　ぼやき、改めてモヒカンを見た。鉄てつ鎖さでグルグル巻きにされ、イスに身体からだを縛しばりつけられているモヒカンは両手両足に枷かせを嵌はめられ、身動きできない状態だ。おかげで初日と二日目は調教なしで終えられたのだが、三日目の午後、授業の理解度を確かめるべくボールギャグを外してみたのが間違いだった。

　口が自由になった瞬間『待ってました！』と言わんばかりに、

『あアアアァ～ン？　補習なンか、聞いちゃいねェＹＯ！　オレサマ実際、ちっちゃいオマエに釘くぎづけ！　久瑠宮ちゅわんに、したい口づけ！　妄想ばっかりしてる補習中！　もうＳそＯう、ロリな肢し体たいに夢中！　妙みようちくりんなちんちくりん、ＨＥＹ！　教えてくれよ保健体育！　わかンねェのはアンタの発育！　なンでそンなに小せェンだァ、ＷＨＹ？　大の大人がクマさんぱんつ！　ＨＡＨＡ！　笑っちまったぜアイムソーリィ、ミニマムガーリィ！　牛乳飲ンでも変わらねェ、オマエの身長何センチ？　めエエエェ～ン？』

『死にさらせえええええええええええええええェ！』

『プチョヘンザ!?』

　イラつく顔でムカつくラップを披ひ露ろうされ、久瑠宮は激げつ昂こう。この三日間ずっと我が慢まんし、溜ためこんできたストレス（モヒカンはただ『いる』だけで、久瑠宮の神経を逆なでしてくる）が爆発して、我に返ると――イスごと倒れたモヒカンが、頭ず蓋がい骨こつをカチ割られて失しつ神しんしていた。しばらく待っても、復活する気配はない。

「おい。いつまで寝てるつもりだ？　補習はまだ終わっておらんぞ!?」

「……………………」

　無反応。ピクリとも動かなくなってしまったモヒカンを見下ろし、久瑠宮はだんだん焦あせり始める。力加減を誤あやまった、だろうか……。

　超一流の《殺し屋》であり、業界トップクラスの膂りよ力りよくを誇る久瑠宮は普段かなり力を抑制セーブしている。教師として働いているときは『殺す』のではなく『半殺し』にするのが仕事だからだ。憎にく々にくしいモヒカン相手にもせいぜい三十パーセントほどの力しか出しておらず、力がこもりすぎないように気をつけていたのだが、やってしまった。

　強烈な脱力感に襲われ、こめかみから汗が流れる。

　――減給。そんなことをされたら、ほしかったものが買えなくなってしまうかもしれない。一粒で一センチ背が伸びるサプリメントも、違法改造のトレーニングマシンも、好きなブランドの秋服も、可愛らしいアクセサリーも、ブラックキャット・マーダーThe Black Cat Murderの新しん譜ぷも、アンティークの拷ごう問もんグッズも、ダイヤモンドで濾ろ過かした幻のお酒も……。

「……ふざ、けるな…………」

　忌いま々いましいモヒカンヘアーをにらんで、久瑠宮はうなった。

　――全部、コイツが悪いのだ。休きゆう暇かの予定が台なしになったのも、自分に対する学院の評価が下がり始めているのも、減給されかけているのも、モヒカンが救いようのない問題児だからだし、金遣いが荒くなったのも、アルコールが増えたのも、最近寝つきが悪いのも、モヒカンに溜めさせられたストレスのせいだ。コイツさえいなければ……。

「…………殺すか」

　今まで、何度も考えてきた想いを口に出す。生徒を殺せば減給＆処しよ罰ばつされるのは必ひつ至しだが、もはや我慢の限界だった。どうせ減給されるなら、追試の前に奴を始末して減給された方がマシだし、何よりもあと四日間モヒカンと二人で過ごすなど、想像するだに気が滅め入いる。――だから、

「さらばだ、モヒカン。安らかに眠れ？　ククク……」

　肩に担いだ鉄パイプを持ちあげ、頰ほおを歪ゆがめた。

　これでようやく解放される。四ヶ月間、自分を苦しめ続けてきた元凶を片づけ、元の平和な学院生活に戻ることができるはずだ――と、久瑠宮が腕に力をこめたとき。

「…………うぅ……ん……？」

　モヒカンが身じろぎをした。突っ伏していた顔を起こして目をしばたたき、

「――ウッ!?」

　ビクンッと身体を跳ねさせてうめく。それから混乱したように「……え？　え？」とせわしなく首をめぐらせ、

「な、なななな、ななななななな……なんじゃこりゃあああああああああァ!?」

　絶叫。イスに身体を固定されたまま、バッタンバッタン暴れ始めた。

「うぎゃああああああァ!?　痛いいいいいいぃ、頭が痛いいいいいいィ！　ひぎいいいいいいいいいィ！　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!?　何コレ何コレなんだコレ、うわっ、うわああああああああああああああああああァ！」

「やかましいっ！」

「ぶぺぇ!?」

　ぎゃあぎゃあ五う月る蝿さいバカを黙だまらせるため、ビンタ代わりの鉄パイプを見舞う。それほど強くなぐっていないにもかかわらず、モヒカンは大げさに吹ふっ飛とんだ後、

「ふんぎゃあああああああああァ、死ぬ！　殺されるッ！　こ、ここここ、殺され……やだ……やだあああァ！　死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない、助けて助けて助けて助けて、お願いしますお願いしますお願いしますお願い――」

　一いつ心しん不ふ乱らんにわめき始めた。ピアスだらけの顔を恐怖一色に染め「ふえええぇ……」と泣きべそをかくモヒカンに、久瑠宮は「……ふんっ」と鼻を鳴らした。

「なんだモヒカン、今まで散々わたしをコケにしておいて、いざ本気で殺やられかけたら無ぶ様ざまに泣いて命いのち乞ごいか？　ククク……」

「ぎゃんっ!?」

　横たわっている頭を踏みつけ、顔をのぞきこむ。モヒカンが「ヒッ!?」と息を呑のみ、固まった。歯の根がガチガチ鳴っている。別人みたいな怯おびえっぷりだ。

「……………………」

　その反応に、奇妙なイラだちを覚えた。単なる鬱うつ陶とうしさとは異ことなる、なんだろう……肩の力が抜けるような、胸にしこりが生まれるような。ひどく気持ちの悪い怒りに、

「貴様――」

　久瑠宮から笑顔が消える。ガタガタ震えるモヒカンを、冷たい双そう眸ぼうでにらみつけ、

「なんなんだァ、そのふざけた態度は……アァン!?　わたしの機嫌を悪くする、新しい方法か？　ナメ腐くさるのも大たい概がいにしろ、このブタ野郎がアアアァ！　さもなくば、殺す。へりくだっても殺すがな」

「ええええええぇ!?　じゃあ、ボクは一体どうすれば……？」

「――あァ？」

　なんだ、その一人称は……。怪け訝げんに思って眉をひそめると、モヒカンは久瑠宮の機嫌を損そこねたと勘かん違ちがいしたのか「ヒッ!?」と短い悲鳴を漏らして、

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい、殺さないでえええぇ！」

　などと、涙ながらに謝り始めた。その痴ち態たいを見下ろす久瑠宮の眉み間けんに、ますます深いシワが寄る。なんだか、モヒカンの様子がおかしい。演技にしては真しんに迫せまりすぎているし、奴にそこまで器用な真似ができるとも思えなかった。まさか――。

「おい」

　踏みつけていた足をどかして、鉄パイプを放る。必死に懇こん願がんし続けていたモヒカンが「……ふぇ？」と硬直し、恐る恐るといった感じで久瑠宮を見あげた。すっかり怯えたモヒカンの、濡ぬれそぼった黒い瞳を射い貫ぬきつつ、久瑠宮は命じる。

「貴様の名前を言ってみろ」

「……名前？」

「ああ、本名だ。言えたら、見逃してやる」

「言えなかったら？」

「殺す」

「えっ――」

　モヒカンは絶ぜつ句く。ごくりとつばを呑みこんでから目を伏せ、

「ボ、ボクの名前は…………」

　言いかけ、口をつぐんだ。しばらく黙りこんだ後、

「わ、わわわわ、わ――」

「……わ？」

「わかりませええええええええええええええええええええええええええええええぇん、うわあああああああああああああああああああああぁ！」

　号泣。割れた頭から鮮血を、両の瞳から涙を滂ぼう沱だとあふれさせながら、狂ったように慟どう哭こくし始めた。





×　×　×






「……本当に、何も覚えていないのか？」

「は、はい……すみません。自分のことも、先生のことも、この学校のことも……全然思い出せないんです、すみません」

　保健室を出、廊下を歩く。前を向いたまま問う久瑠宮に、後ろをついてくるモヒカンが弱々しく答えた。傲ごう岸がん不ふ遜そんなふてぶてしさは見る影もない。すっかり消しよう沈ちんした声で、心の底から申し訳なさそうに謝ってくる。

　記憶喪失。打ちどころが悪かったのか、久瑠宮が力をこめすぎたのか――諸もろ々もろの記憶を失くしたモヒカンは、牙を抜かれた狼おおかみのように大人しくなってしまった。

　事実、身体の拘束を解ほどかれ、久瑠宮が無防備な背中をさらしているというのに、襲いかかってくる気配はない。むしろ、

「あ、あの……久瑠宮先生？」

「――アァン？」

「ヒッ!?」

　振り返った久瑠宮の半眼と目があっただけで、ビクンッと身体を跳ねさせる。どこの五十嵐いがらし舞まい那なだ、貴様は……などと呆あきれつつ、久瑠宮は盛せい大だいな溜ため息いきを漏もらした。

「落ち着け。いつまで怯えている？　そんなにわたしが怖いのか」

「……………………」

　閉口。蛇へびににらまれた蛙かえるのように固まるモヒカンから視線を外して前を向き、無理もないかと久瑠宮は思う。目が覚めるなり鉄パイプでなぐりつけられ、身動きが取れない状態で暴力を振るわれ、あまつさえ『殺す』と本気のトーンで恫どう喝かつされたのだ。恐怖を抱いだかない方がおかしい。おかしいのだが……何せ、相手はモヒカンだ。奴が怯えている姿など今まで一度も見たことがないため、凄すさまじい違和感がある。そのせいか、久瑠宮は無む性しようにイライラしてしまい、

「――おい」

「ヒッ!?」

　低い声音で呼びかけられたモヒカンが、またも身体を縮ちぢこまらせた。怒ど鳴なりつけたい気持ちをグッとこらえて声をやわらげ、久瑠宮は尋ねる。

「なんだ？　さっきわたしを呼んだだろ。用があるなら早く言え」

「あ、はい……え、ええっと……た、大したことではないんですけど、あの……本当、大したことじゃないんですけど、なんて言うか、そのぉ……」

「早く言えッ！」

「ヒイイイイイイィ!?」

　こらえきれずに怒鳴りつけると、もんどり打って引っくり返ったモヒカンは、

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい！」

　勢いよく土下座。廊下に額ひたいをぶつけまくって謝りまくった。あまりの取り乱しっぷりに、今度は久瑠宮の方がビクつく。ガンガンガンガン、無我夢中でヘッドバンギングし続けるモヒカンを止め、落ち着かせた。

「ああ、すまない。怒鳴ってすまなかった……貴様は記憶喪失だものな。怒らないから言ってみろ。なんでも訊きいてみるがいい。ほら」

「く、久瑠宮先生……」

　努つとめて優しい口調で促うながすと、モヒカンが面おもてをあげる。涙をぬぐって意を決し、

「なんで久瑠宮先生みたいな子供が、教師をやってるんですか？」

「殺すぞ」

　両手で胸ぐらをつかんだ。血走った目を近づけられたモヒカンが「ヒッ――」と声をつまらせる。

「お、怒らないって言ったのにぃ……」

「黙れ！」

　みるみる涙ぐんでいく瞳をにらみ、久瑠宮はうなった。

「いいか、モヒカン……よおおおぉく覚えておけ？　わたしはこれでも立派な二十代、大人の女性なのだ！　子供とか幼女とか、そういう単語を口にしてみろ……次は、命を失うことになるからな」

　――死にさらせ！　と放り出されたモヒカンが、目を真ん丸にする。「……チッ」と小さく舌打ちをこぼし、久瑠宮が歩き出そうとしたとき。

「すみません！」

　モヒカンが叫んだ。「……アァン？」と振り返ってみれば、立ちあがったモヒカンが腰こしを折り、深く頭こうべを垂たれている。モヒカンは続けた。

「ボク、久瑠宮先生のこと全然知らなくて……すごく失礼なこと、言っちゃいました。すみません。もう二度と、子供だなんて言いません！　幼女とかロリとか幼稚園児とか小学生とかチビとかちんちくりんとか幼児体型とか、絶対言いませんからっ！」

「……………………」

　早速ＮＧワードを連呼され、鉄パイプに手が伸びかける。わざとなのかと思ったが、伏せていた顔を持ちあげ、こちらを見つめるモヒカンの表情は真剣そのものだ。

　記憶を失くした、空からっぽな――だが、それゆえ無む垢くなモヒカンの眼まな差ざしに、久瑠宮はなんとも言えないきまりの悪さを感じた。胸がムカムカとする。幼女とかロリとかいう禁きん句くもそうだが『ボク、久瑠宮先生のこと全然知らなくて』というモヒカンの発言に、ひどくイライラとした。理由は、よくわからない。ただ、

「……ふんっ。ならば、いい」

　それはほどなく諦てい念ねんへと変わる。顔を背けて吐息した。

「貴様は記憶を失くしているんだものな。多少の無礼や失言は大目に見ておいてやる。それに、貴様は――」

　言葉を止め、双眸を細める。視線の先には壊れた校舎の壁があり、作業員の手で修復作業が進められていた。あちこちヒビ割れ、砕くだけ、陥かん没ぼつし、穴が開いているその惨さん状じようは久瑠宮とモヒカンがもたらしたものだ。

　発ほつ端たんは、夏休み直前。当初、久瑠宮は《仮かり釈しやく放ほう》の保護観察官として学院を出る予定だったのだが、自分の補習を担当するのが久瑠宮じゃないと知ったモヒカンが、駄だ々だをこねて暴走。改造バイクを乗り回し、銃を乱射し、生徒を人質にして立てこもった末、補習の教師を無理やり変更させたのである。それで今度は久瑠宮が荒ぶり、先の被害とあわせて旧校舎が半壊。全部で十三名の負傷者が出る、前代未み聞もんの大惨事となった。

　苦々しいその顚てん末まつを思い出し、久瑠宮は顔を歪める。

「……記憶を失う前の貴様は、手のつけられない問題児だった。無礼や失言などというレベルではない。毎日毎日、昼夜問わずに突っかかっては挑発してきて、殺害や強●を試こころみるのだからな。もはや天てん災さいだ」

「えっ――」

　モヒカンが愕がく然ぜんとした。真まっ青さおになって声を震わせ、

「……ボ、ボクが……先生に、ですか……？」

「ああ。貴様だ、貴様。もう覚えていないだろうが、宿舎のベッドに忍びこんで隠れ、わたしが床とこに就つこうとするなりナイフで襲いかかってくるなど、日常茶飯事で……気が休まる暇ひまもなかった。まるで真夏の蚊かのように、潰つぶしても潰してもまた襲ってきてな。ノイローゼになりそうだったよ」

「…………許せない」

「あん？」

「許せないです、そんなゲス野郎……」

　しかめた顔を憤ふん怒どで赤く染めあげて、モヒカンが歯を食いしばる。

「殺しましょう、久瑠宮先生っ！」

「貴様だけどな？」

　呆れ混じりにツッコんだ。記憶を失くして善良になっても、バカな頭脳は変わらないらしい。少し遅れて「あっ、そうか！　ゲス野郎はボクだったんだ……」と納得し、

「じゃあ目を覚ましたとき拘こう束そくされてて、容赦なく暴力を振るわれたのも、元のボクがどうしようもない奴だから……？　怖い怖いと思ってたけど、久瑠宮先生は普通に常識のあるいい人で、常識のない悪人は、ボクの方……？」

　などと呟き始めるモヒカンに、久瑠宮は「ああ。そうだとも」と首肯する。

「極悪非道な殺人犯が集まるこの学院でも、貴様はとりわけ質たちの悪い生徒だからな……厳しくするのは当然だろう。貴様が自分で言ってた通り、殺されても文句は言えん」

「……ハハ、ですね……ハハハハ……」

　しょんぼりとして、うなだれるモヒカン。ピアスだらけの強こわ面もてには似つかわしくない沈ちん痛つうではかなげな苦笑が、分厚い唇の端に浮いていた。

「……………………」

　久瑠宮の胸にまた、原因不明のイラだちが湧わく。たまらず暴言を吐きかけたとき、

「だけど」

　モヒカンが口を開いた。瞳に強い意志の光を宿らせ、

「そのボクは、もう死にましたから！」

　と、言い放ってくる。中途半端に口を開けたまま「――は？」とほうける久瑠宮に、モヒカンは晴れ晴れとした表情で、

「身体からだはまったく同じでも、中身は別の人間ですからね。これまでたくさん迷惑かけてきたぶん、これからは少しでも久瑠宮先生の力になれるように、一生懸命頑張りたいと思います。今まで、すみませんでした……生まれ変わったボクのこと、どうぞよろしくお願いしますっ！」
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「７＋６は？」

「12です、久瑠宮先生っ！」

　翌日。一晩休んでもモヒカンの記憶は回復せず、迎えた一時間目の補習――久瑠宮が出した問題に、モヒカンが元気よく挙手して答える。背筋を伸ばして着席し、きちんとノートを取るその授業態度は極きわめて良好だった。授業にしっかり耳を傾かたむけるだけでなく自分の方から積極的に質問し、精力的に参加してくる。問題のある生徒ばかりが集まるこの学院には珍しい、真ま面じ目めで向上心のある優等生だ。

　ただ、残念なことに――。

「違う。７＋６は13だ、バカタレ……」

「え？　あ、あれ……おかしいな。ちょっと待ってください、ええっと……」

　指を使って計算し直すモヒカンに、久瑠宮は激しい頭痛を覚えた。

「……一ケタ同士の足し算すらマトモにできないのか、貴様？」

「や、やだなぁ！　単なる計算ミスですよ、ハハ……」

「なるほど。じゃあ、８＋４は？」

「13です、久瑠宮先生っ！」

「……違う。12だ、小学生からやり直せっ！」

　思わず声を荒らげると、モヒカンが「……す、すみませぇん」と落ちこむ。

　記憶と一緒に今まで習った勉強内容も忘れてしまったのか、元から超絶ウルトラバカだったのかは不明だが、どんなに授業態度がよくても、これではお話にならない。頭を抱える久瑠宮に、モヒカンが「あ、あのぅ……」と話しかけてくる。

「……ボクが追試に合格しないと、困るんですよね？」

「ああ。困るな、非常に困る……」

　モヒカンが記憶喪失になったことは理事長にも伝えてあったが、久瑠宮の減給条件は変わらず、むしろ『ありゃ。自重してって言ったのに、もう暴力振るっちゃったの？　しっかりしてよぉ、久瑠宮っちぃ～。おまけに記憶喪失なんて……本来だったら即減給なんだけど、それはあまりに可か哀わい想そうだしね？　当初の約束通り、モヒカンっちが追試に合格できたら目をつぶってあげるよ！』などと、発はつ破ぱをかけられてしまった。

　正直、紅あか羽ばね鋭えい利り（学年ドベ二のバカ女。一身上の都合で、補習を免めん除じよされている）を遙はるかに超えるこの逸いつ材ざいが、追試に合格できるとは思えない。しかし、

「合格しましょう、久瑠宮先生！」

　バカゆえに無む謀ぼうさがよくわかっていないのか、当のモヒカンはやる気満々。

「昨日、言ったじゃないですか――」

　鼻息荒く立ちあがり、握にぎり拳こぶしを作ってみせると、

「……あれ？　なんて言ったんでしたっけ？」

「知るかアホ」

「あっ!?　すみません、思い出しました！　ボク、言ったじゃないですか……これまでいっぱい迷惑かけてきたぶん、これからは一生懸命頑張りますって！　だから――」

　傾げた首を元に戻し、モヒカンが久瑠宮を見る。教卓に頰ほお杖づえをつき、補習を放ほう棄きしている久瑠宮に、暑苦しいテンションで、

「何がなんでも追試に受かってみせますっ！　久瑠宮先生のこと、悲しませたりしないですから！　ボクを信じて補習を続けてください、久瑠宮先生っ！」

「……６＋７は？」

「12です、久瑠宮先生っ！」

「そうか。もういい――」

「ああああああぁ!?　違った、13だったあああぁ！　ま、まままま、待ってください！　見捨てないでください、久瑠宮先生ええええええぇ～～～っ！」

　嘆たん息そくし、教室を出ていこうとする久瑠宮に、モヒカンがすがりついてくる。

　今日を含めて補習は四日。合格は絶望的だった。
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「久瑠宮先生、久瑠宮先生っ！」

「なんだアホ」

　午前の補習が終わり、昼休み。チャイムが鳴ると同時に退室し、超早足で廊下を歩む久瑠宮に、モヒカンが追いついてくる。足を止めずにむしろ速めて答えると、モヒカンは人ひと懐なつっこい笑顔を浮かべつつ並走し、

「一緒にお昼行きません？」

「嫌だ」

「えっ……『断る』じゃなくて『嫌』なんですか」

「ああ、やだ。嫌だ。死んでも嫌だ！」

「ええええええぇ……」

　モヒカンの笑顔が、急速にしぼんだ。久瑠宮は「ふんっ」と鼻を鳴らして、

「どうしてわたしが貴様と食事を摂とらねばならんのだ、死ね。栄養と一緒にストレスも摂れと言うのか、死ね。貴様の醜みにくい顔を見てると食欲が失せる、死ね。むしろ吐き気に襲われる、死ね。生理的に無理だ、死ね。可か及きゆう的てき速すみやかに死ね。食あたりで死ね！」

「ひ、ひどい……ちょっとお昼に誘っただけで、そこまで死ね死ね言わなくっても……ボクのこと嫌いなんです？」

「ああ、嫌いだ。だから、死ね」

「うう。また、死ねって言ったぁ……」

　冷たく突っぱねられたモヒカンが涙目になる。激しくウザい。

「大体なんでわたしとお昼に行きたいんだ、貴様は……」

　一時間目の『数学』に続いて、二時間目の『英語』と三時間目の『社会』でも知能の低さを遺い憾かんなく発はつ揮きしたモヒカンは、暴力こそ振るわれなかったものの叱しかられまくり、何度も泣きそうになっていた。そんな相手をわざわざお昼に誘うなど、苦痛以外の何ものでもないはず。やはり記憶を失なくしても、ドＭなところは変わらないのだろうか。

　――と。




「あっ!?　く、久瑠宮ちぇんちぇい……あうあう」




　一階に降り、昇降口へと向かう途中で一人の女子生徒とはちあわせる。久瑠宮が担任を務めているクラスの五十嵐舞那だった。無視して通り過ぎようかと思ったのだが、

「…………む？」

　舞那と一緒にいる面々を見て、歩みを止める。人肉食らいの安あん藤どう千ち尋ひろに情緒不安定な鈴すず木き道みち郎ろう、頭に小麦袋を被る巨女（名前はド忘れしてしまった）――全員、隣クラスの生徒だ。臆おく病びようで小心者の舞那が、慣れ親しんだ奴ら以外と群むれているのが少々意外で、興味を惹ひかれた。嗤わらい混じりに話しかける。

「おやおや。五十嵐舞那じゃないか、ククク……神かみ谷やたちがいなくてさぞ寂しがってるかと思いきや、中々楽しそうだなァ。ええ？　こっちは連日モヒカン野郎の補習で苦い思いをしているというのに――」

「ふえええぇん……待ってください、久瑠宮先生えええぇ……」

　少し遅れてモヒカンが追いついてきた。久瑠宮に「――アァン!?」とにらみつけられ「ヒッ!?」と身をすくめたモヒカンは、

「……………………ぁ」

　舞那と目があった途と端たん、停止。舞那は「あはは……」とぎこちなく微笑ほほえみ、

「こ、こんにちは……え、ええっと……ほ、補習は順調でちゅか？　く、久瑠宮ちぇんちぇえとお勉強できてよかったでちゅねっ！　あ、あはは……だ、だけどあの、あまり迷惑かけちゃダメですよ？　わ、わたしたちにとばっちりが来ちゃうかもしれ――」

「ヒイイイイイイイイイイイイィ!?」

　次の瞬間、悲鳴をあげたモヒカンが、テンパりながら久瑠宮の背中に隠れる。突とつ拍ぴよう子しもないその行動に、叫ばれた側の舞那も「ひいいいいいいいいいいいいぃ!?」と仰ぎよう天てん。腰を抜かして尻しりもちをつき、慌てて巨女の後ろに回った。

「なっ、なななな、なんでちゅか!?　はわわわわ」

「……がくがくぶるぶる」

　巨女の背中から顔をのぞかせ、動揺する舞那。一方、モヒカンは久瑠宮の背中に顔を押しつけ上着の裾すそを握りしめながら、身体を打ち震わせている。小麦袋に開いたのぞき穴の向こうで、巨女が目を丸くした。

「――あら？　ど、どうしたのかしら……すごく怯えているみたいだけれど」

「ククク。さしづめ我の身体からにじみ出る、魔王の瘴気オーラに当てられたのだろう。無理もない。力を封じられているとはいえ、我が左腕に宿りし《片翼の死天使アズリエル》は神界でも《滅びの吐息ブレス・ザ・フオール》と畏おそれられている破滅の申し子。相手の格も推おし量はかれぬ愚おろか者かと思いきや、貴様も多少は成長しているようだな？　フハハハハハハハ！」

「……ミチローくんは、ちっとも成長しないよね？　がぶっ」

「ぐわああああああああああああ!?」

　高笑いする道郎の右腕に、千尋がかぶりつく。腕をブンブン振り乱し、なんとか千尋を引きはがそうと頑張る道郎を尻目に、舞那が「あ、あのぅ……」と久瑠宮を見た。

「モ、モヒカンさん……なんか、おかしくありません？」

「ん。ああ――」

　久瑠宮は数秒ほど思案した後、

「……なに、大したことじゃない。マンツーマンで朝から晩まで調教し続けていたら、心が壊れてしまったみたいでな。まぁしばらくすれば治るだろ。気にするな。このブタ野郎はわたしに任せて、貴様たちはさっさと行くがいい」

　誤魔化し「しっし」と追い払う。舞那が「ふえぇ!?」と縮ちぢみあがった。

「こ、心が壊れ……あわわ。よっぽどすごかったんでちょうね……さ、さすがに可哀想でちゅ。ええっと、その……お、お大事にぃ……」

「お疲れさまです、久瑠宮先生。じゃあ、わたしたちはこれで……って、コラ千尋っ！　またミチローくんを食べようとして！　もぉ～、ちっとも成長しないんだからっ！」

「……はむはむ」

「……ピクピク」

　巨女が千尋を離して抱えあげ、舞那が道郎を引きずっていく。四人の姿が遠ざかっていき、保健室に消えたところでようやく、久瑠宮は盛大な溜め息を吐き、

「――おい」

　未いまだ背中にくっついたまま動かないモヒカンに、低い声をかけた。

「何をしている？　鬱陶しいから早く離れろ」

「……………………」

　返答はない。久瑠宮のこめかみに青筋が浮かぶ。耐えられずに激昂し、

「離れろオオオオオオォ！」

「ぎゃんっ!?」

　乱暴に引きはがされたモヒカンが倒れ、リノリウムに転がった。仰向けになり、目を白黒させている巨漢を見下ろし、久瑠宮は呆れる。

「まったく。何をそんなに怯えてるんだ、貴様は……小娘相手に情けない。いくら奴が荒こう唐とう無む稽けいな《殺さつ人じん奇き》でも――」

「こ、怖かった……」

「あん？」

「怖かったですよおおおおおおおおおぉ、久瑠宮先生ええええええええええええぇ！　うわあああああああああああああああぁん！」

「…………ッ!?」

　大泣きしたモヒカンが身を起こし、久瑠宮に抱きついてきた。

　突然すぎて反応できず「なっ――」と狼ろう狽ばいする久瑠宮の胸元に、顔をゴシゴシこすりつけながら、

「人を殺した殺人犯が、四人もいてえええぇ！　こっちを見てて！　話しかけてきて！　こ、殺されるかと思いました……久瑠宮先生がいてくれなかったらあっという間に取り囲まれて、袋叩きの滅めつ多た刺ざしにされてたかもしれませんっ！　うう……この学院には、そういう人たちしかいないんですよね？　右も左も異常者だらけの、異常なところなんですよね!?　む、無理ですよ……独りになるなんて、無理ですっ！」

「……………………」

　泣き言をこぼすモヒカンに、久瑠宮は理解する。記憶を失なくしたモヒカンは、自分が犯した殺人の記憶も同様に失っていた。つまり、心は一般人なのだ。

「なるほど。だから、わたしを食事に誘ったのだな？　独りじゃ心細いから、わたしについててもらいたかったと」

「は、はい……」

「今の貴様にはまだ、わたし以外に頼れる奴がいないと……？」

「……はい。久瑠宮先生、すごく厳しいですけど。なんだかんだでボクを放り出さずに授業を続けてくれましたから！　ボクにとっては久瑠宮先生だけが唯一、頼りにできて安心できる存在なんですっ！　だから、あの――」

「断る」

「ぎゃんっ!?」

　上目遣いにお願いしてくるモヒカンを、引き離して突き飛ばす。壁に頭部をぶつけたモヒカンが、涙目になって久瑠宮を見あげた。

「はうぅ……ひ、ひどいです。まだ口に出してもないのにぃ！」

「黙れ」

　言い捨て、回れ右をする。

「殺人犯の奴らが怖いだと？　甘ったれるな、腰抜けが。他人をアテにする前に自分の力でなんとかしてみろ、アホンダラ！　わたしは確かに教師だが、休み時間まで生徒に付きあってやる義理はない。あつかましいんだよ」

「……久瑠宮先生のせいでこうなったのに？」

「やかましいっ！」

　肩越しに振り返り、ふてくされるモヒカンをにらんだ。

「元はと言えば、貴様が悪いんだろうがっ！　散々わたしの手をわずらわせよって……貴様が記憶を失ったのも自業自得なんだよ、バカタレェ！　これ以上、わたしに迷惑をかけたくないと言うなら大人しく従したがえ、ブタ野郎！　わかったな!?」

「…………。わかりました」

「ふんっ」

　うなだれているモヒカンを置き去りにして歩き始める。

　その際、か細い声で「ごめんなさい」と謝る声が聞こえたような気もしたが、無視。妙にイラだつ心を抑えつつ、新校舎の《職員室》へと向かった。
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　――逆さか神がみ闘とう真ま、十五歳。殺害人数は四人。

　無免許で改造バギーを乗り回して辺へん境きようの集落を襲い、軽けい機き関かん銃じゆうとコンバットナイフで片っ端から村人を殺傷。略りやく奪だつの限りを尽くし「ヒャッハアアアァ！」しているところを村の屈くつ強きような男たちによって取り押さえられ、タコなぐりにされた後、御ご用ようとなった。

　凶器の入手経路は不明。本人いわく『お昼の通販番組で買ったンだよォ！　お買い得だったからなァ、ギャハハハハ！』とのことだが百パーセント噓であり、事実を吐かせようとしても『カツ丼？　ンなモンいらねェンだよォ！　幼女を持ってきやがれェ！』などと意味不明な言動を繰り返すため、埒らちがあかない。止むを得ず拷問を試みてみたものの、喜ぶばかりで効果なし。半ば押しつけるような形で、プルガトリウム更生学院に入学させられた……らしい。

「これはひどい」

　呟き、チキンを口に運ぶ。新校舎のＢ棟四階、教師一人一人に与えられている職員室でお昼ご飯のランチプレートを食べながら、久瑠宮はノートパソコンに入れられているモヒカンのデータを閲えつ覧らんしていた。

　新学期が始まる前にも目を通したのだが、改めて読み返してみると、本当にひどい。生まれる時代を完全に間違えている。世紀末ではない今の社会で、よく十五歳まで普通に暮らしてこられたものだ……と逆に感心させられてしまった。

　しかも、素す性じようは一切不明。常じよう軌きを逸した回復力からして並の人間ではないし、あるいは《殺害機関マーダー・メイド》のようになんらかの目的を持って造り出された存在なのかもしれない。バカげた想像だとは思うが、零れい子こが帰ってきたら念のため、奴の身体を調べてもらうか……などと思いつつ、データを読み進めていく。すると、

「好きな食べ物はカレー、焼き肉、ハンバーグ、オムライス、パフェ……嫌いな食べ物はニンジン、ゴーヤ、ピーマン、グリンピース……だと？　子供か」

　ふと目に留まった情報にツッコミを入れ、クスッと笑った。直後、ハッと我に返った久瑠宮は、

「……って、興味ないわああああああァ！」

　わめき、画面に拳を叩きこむ。ディスプレイが割れ、机の上とランチプレートに破は片へんが飛び散った。今度こそ、久瑠宮は正気を取り戻し「あああぁ……」と絶望。

「さ、作業途中の大事なデータが……まだほとんど食べてない昼食があああぁ……し、死にさらせっ！」

　頭を抱え、机上に両ヒジをつく。最悪だ。ただでさえ減給の危機にさらされているというのに、余計な出費まで……ツイてないにも程がある。踏んだり蹴ったりだった。

　――それもこれも全て、

「モヒカァン……」

　奴のせいだ。『記憶喪失』という予想外のハプニングのせいで薄らぎかけていた殺意が再燃し、歯を食いしばる。虚こ空くうをにらみ、吐き捨てた。

「……やはり、殺せばよかったな」

　凶悪だろうが善良だろうがモヒカンはモヒカン、久瑠宮の天敵である。奴が目を覚ましても構わず、頭蓋骨を粉砕してやればよかった――と。そこまで考えて、ふと疑問に思った。どうして自分はあんな、その気になればいつでも殺せるド三流に本気で憤いきどおり、頭を悩ませているのか、と。超一流の殺し屋である久瑠宮にとって、モヒカンなど片手であしらえる雑ざ魚こだ。実際この四ヶ月間、久瑠宮はかすり傷一つ負わされていない。

　にもかかわらずなぜ、こんなにもムキになっているのか……。

「……チッ」

　舌打ちをして立ちあがる。頭を振って気分を切り替え、机の周りを片づけた。破片とお昼ご飯の残りをまとめてゴミ箱に捨て、職員室を出る。

「くだらん……実にくだらんっ！」

　冷静に考えてみれば、データはバックアップを取ってあるし、食事は代わりをもらいに行けばいい。いくら雑魚でもしつこければウザいが、記憶を失くしたモヒカンは無力ではなく無害。まったく何も問題なかった。

　強しいて言うなら奴の見た目や甲かん高だかい声が生理的に受けつけず、目め障ざわりで耳みみ障ざわりなことだが、耐えられないほどではないし、まぁなんとかなるだろう。残り三日と半分程度の補習であれば、マンツーマンでもやり通せる……はずだ。

　追試合格はほぼ不可能で減給は避さけられないだろうがこの際、贅ぜい沢たくは言うまい。どうしようもない問題児だったモヒカンが（態度のみ）優等生になっただけでも、減給以上の価値はある。奴から受けるストレスが減れば、無駄な出費も減るのだから……と。

　そんな風に自分を納得させながら、久瑠宮は後半の補習に臨のぞんだ。
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　四ヶ月前の新学期、久瑠宮がモヒカンに対して抱いた第一印象は『バカ』である。

　入学そうそう久瑠宮をあざけり、忠告を無視して襲いかかってきたので容よう赦しやなくボコボコにした。そのときはまだ毎年必ず一人か二人いる、身の程知らずのマヌケくらいにしか思っていなかったのだが……。

　久瑠宮のその考えは同日の午後、早くも改められることになる。一時間目で調教し、保健室送りにしたモヒカンが四時間目に復活してきて、授業を妨害。久瑠宮を挑発し、またもケンカを売ってきたのだ。その愚ぐ行こうによりモヒカンは、ただのバカから筋金入りのバカになり、入学初日で久瑠宮の拷問フルコースを体験する――という偉い業ぎよう（？）を成なし遂とげた。やれやれ、呆れた命知らずがいるものだ……と逆に驚嘆させられたのだが翌日、顔をあわせるなり『今日もちっちゃくって可愛いでちゅね～。ギャハハ！』などとケンカを吹っかけられたとき、久瑠宮は思った。

　――ああ。こいつはホンモノだな、と。

　以来、少ないときで一日二回、多いときには五回以上も突っかかられるうち、久瑠宮の中でモヒカンは単なる問題児から厄やつ介かい者ものになり、頭痛の種になり、ストレスの元凶になった。あるいは同時に、毎日欠かさず襲いかかってくるモヒカンを潰すのが久瑠宮の日課となり、日常と化していた。だから、だろうか――。




「久瑠宮先生、久瑠宮先生っ！」




　自分を呼ぶ甲高い声で、久瑠宮の意識は現実へと戻される。見れば、きちんとイスに腰かけ、問題と格闘していたモヒカンが手を休め、こちらに視線を向けてきていた。

　教卓に片ヒジをつき、あくびをかみ殺しつつ久瑠宮は答える。

「なんだブタ」

「え、ええっと……ボクは人間ですけど」

「知っとるわ」

　ツッコみ、頰から手を離す。嘆息混じりに問いかけた。

「――で？　なんだクソブタ。できたのか？」

「あ、いえ……あの、訊きたいことがあるんです」

「質問か。どれ、見せてみろ」

　立ちあがり、モヒカンに近づく。補習五日目の今日、一時間目の授業は『国語』で、モヒカンには久瑠宮が作成したプリントを解かせているところだった。記憶を失くしてから初めてとなる昨日の補習は惨さん憺たんたる有り様だったが、

「――む？　なんだ、意外にできてるではないか」

　少し難度を下げたとはいえ、解答欄はすでに八割ほど埋うめられており、中々どうして悪くない。久瑠宮が素直に驚いていると、モヒカンは「えへへ」と鼻の下をこすって、

「昨日、徹てつ夜やで勉強したんですっ！　久瑠宮先生に喜んでほしくて……」

　などと照れ笑いを浮かべる。久瑠宮は反射的に、

「……気持ち悪いな」

　と呟いていた。モヒカンが「ええっ!?」とショックを受ける。

「一生懸命頑張ったのに、き……気持ち悪い、って……」

「ああ、すまん。本音が漏れてしまった」

　ピアスだらけの凶悪な面に、無む垢くな恥じらいというミスマッチ感が凄まじく、生理的嫌悪をもよおしたのだ。「ほ、本音って……」と泣きそうになるモヒカン（この表情も激しくキモい）から目を逸らし、

「貴様が気持ち悪いのはさておき、よく頑張ってるではないか。感心したぞ。このままいけば、もしかしたらもしかするかもしれないな」

「えへへ……ありがとうございます」

　久瑠宮がほめると、途端にモヒカンの表情が華やいだ。忙せわしない奴である。

　喜ぶモヒカンを半眼でねめつけ、久瑠宮は問う。

「――で、どこだ。どこがわからないのだ？」

「あ……その、ええっと……はわわ」

「ん？　どうした、何を恥ずかしがっている。貴様の低能さはよくわかっているから、気にせず質問するがいい。ここか？　それともここがわからないのか？」

　上半身をかがめてプリントをのぞきこみ、モヒカンを急せかした。なぜか耳まで真っ赤になったモヒカンは、しばらく口をパクパクさせてから、

「ち、近……あわわ。あ、あの……久瑠宮先生？」

「なんだタコ」




「お付きあいしてる人とかいないんですか？」




「……………………」

　沈黙。久瑠宮が答えずにいると、モヒカンが弁べん解かいした。

「あ、いや、深い意味とかないですよ!?　ないんですけど、なんとなく、その……気になって。久瑠宮先生ってほら、いつもシャキッとしていてカッコイイじゃないですか！　そんな久瑠宮先生も、好きな人には甘えてみたりするのかなぁって――」

「死にさらせ」

「へぶぅ!?」

　頰に拳を叩きこまれたモヒカンが、イスの上から転がり落ちる。床に倒れたモヒカンを見下ろし、久瑠宮はボキボキ指を鳴らした。

「何を訊いてるんだァ、貴様は……アァン!?　今度補習に関係のない、ふざけた質問をしてみろ。骨を折る」

「うう……ず、ずびばぜぇ～ん」

　頰を押さえて起きあがり、モヒカンが涙声で謝る。痛みに歪んだその顔は、しかし、すぐさま嬉うれしそうにほころんでいた。

「でもアレですね？　そんな風に怒るっていうことはつまり、いないっていうことなんですよねっ！　ふぅ～、良かった良かっ――」

「死ね」

「ぎゃんっ!?」

　側頭部にドロップキックをお見舞いし、再び倒れたモヒカンの片腕を取る。そのまま寝技に持っていき、骨をへし折りにかかった。

「うぎゃあああぁ!?　ごめんなさいごめんなさい、調子に乗りました、すみませんっ！　許してください許してください、許して――ぎゃああああああぁ!?」

「やかましいっ！　謝ればなんでも許してもらえると思うなよ、クソブタが！　何度もわたしをイラだたせよって……アタマで覚えられないんだったら、カラダに刻みこんでくれるわ！　これからは、わたしをイラだたせるたび骨一本だ。ちなみに――」

　ジタバタ暴れるモヒカンを押さえつけ、咆ほえる。

「恋人がいないのではない。作らないのだっ！　わたしに釣つりあうオトコなど、この世に存在しないのだからなあああァ！　わかったか!?　わかったのなら、二度とそういう愚問を寄よ越こすんじゃない、サノバビッチがアアアアアアァ！」

　――ぼきんっ。

　骨が砕ける乾いた音と、耳をつんざくモヒカンの絶叫。一時間目の終わりを知らせるチャイムが人ひと気けのない教室に響いた。
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「久瑠宮先生、久瑠宮先生っ！」

　昼休み。性しよう懲こりもなく話しかけてくるモヒカンに、教室から出ようとしていた久瑠宮は立ち止まり、腹の底から溜め息をこぼした。にらむ気力も失せて、

「なんだボケ」

　と振り返る。へし折られた左腕を三角巾で吊つるモヒカンが、人懐っこい笑顔を浮かべながら走り寄ってきていた。そして、

「一緒にお昼行きません？」

　などと誘ってくる。――だが、

「断る」

「…………ですよね」

　返事を聞いたモヒカンが苦笑し、がっくり肩を落とした。久瑠宮はもう一度、心の底から嘆息を漏らすと、辟へき易えきしつつ問いかける。

「昨日も断っただろうに。学習能力がないのか？　それとも、やはりＭなのか」

　容赦なく骨を折られても、久瑠宮に対するモヒカンの態度は変わらず、何かにつけてからんできていた。恫喝すると怯えるのだが、少し経ったら何事もなかったかのようにまた交流してくるし、積極的に距離を縮めようとしてくる。そのしつこさは記憶を失う前のモヒカンを彷ほう彿ふつとさせた。まったく、面倒臭い……。

「アハハ。Ｍではないと思いますけど」

「じゃあ、Ｓなのか」

「まさかっ！」

「どっちだ……」

　どっちでもいいが。時間を浪費したくないので会話を切りあげ、歩みを再開。職員室へと向かう久瑠宮を、モヒカンが追いかけてくる。

「久瑠宮先生、久瑠宮先生っ！」

　無視。裏拳をブチこんでやろうかとも思ったが、それはそれで反応がうざったいので放置しておくことにした。

「あの、やっぱり嫌ですか？　ボクなんかとお昼に行くのは……ボクは、その……い、一緒に行きたいんですけどっ！　もっとたくさん、お話ししたいですっ！」

　ポケットからイヤホンを取り出して嵌め、音楽プレーヤーに接続。爆音のデスメタルを流す。荒々しい咆哮グロウルが、甲高い騒音をかき消して――。

「もうっ、久瑠宮せんせいってばぁ！」

「…………ッ!?」

　イヤホンを抜かれた。直後、ピアスだらけの顔面が目の前に割りこんできて、久瑠宮はのけぞるように歩みを止める。

「き、貴様あああぁ……そんなに死にた――」

「お昼に行きたいんですよっ！」

　怒鳴りかけた久瑠宮をさえぎり、モヒカンが叫んだ。「――あ？」と固まる久瑠宮の目を真っすぐ見つめ、

「周りが全員殺人犯の中で、独りじゃ心細いっていうのもあるんですけど。一番の理由は、ボクが久瑠宮先生とお昼に行きたいからなんですっ！　一緒にご飯を食べたいからなんですよっ！」

　などと訴えてくる。

　久瑠宮は――。

「…………どうしてだ？」

「え？」

「どうして貴様は、そこまでわたしと食事を摂りたい？」

「えっ。それは、あの……も、もっとたくさんお話ししてみたいから……」

「どうして？」

「ん――」

　問われたモヒカンは閉口。うつむき、モジモジ身体をくねらせながら「そ、それは、その……なんていうか、あの……ええっと、そのぅ……あうあう」などと顔を赤らめ、どもり始めた。とてもなぐりたい。

「――おい」

　しばらく待っても答えられないモヒカンに、しびれを切らして呼びかける。上うわ目め遣づかいに「……ふぇ？」と見られてグーパンしたくなったがこらえ、

「そんなにわたしとお昼に行きたいんだったら、一つ条件をやる」

「…………条件？」

「ああ」

　うなずき、モヒカンをにらんだ。

　キョトンとしている鼻先に指を突きつけて、

「追試に合格しろ！　そしたら、一緒に食事を摂ってやる。もちろん十教科全部だぞ。一つも落とすんじゃない！　わかったな？　わかったのなら、追試に合格するまで二度とわたしをお昼に誘うな。そして、貴様が追試を一教科でも落としたら、一生わたしと食事を摂ろうなどと思うな！　以上だ。ふんっ……せいぜい頑がん張ばるがいい」
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「合格しました、十教科全部っ！」

「なん……だと？」

　夏休みも残り二日となった、土曜日の午後。午前に行われた追試の結果が出てすぐ、モヒカンが職員室を訪れてきた。公正を期きするためにも採点は理事長が行い、久瑠宮は『どうせ不合格だろう』と高をくくっていたのだが……。

「……バカな。一ケタ同士の足し算すらマトモにできなかった阿あ呆ほうが、全教科合格……一体どんな魔法を使ったんだァ、モヒカン!?」

「えへへ……秘密です」

　モヒカンが誇らしげに胸を張り、小鼻をうごめかせて答える。執務机に両手をついて立ちあがった久瑠宮は「ぐぬぬ」とうめくことしかできなかった。

　机の上に散らばった十枚の答案用紙は、ギリギリだったが確かに全て合格しており、ズルをした形けい跡せきもない。射い殺ころすような眼光を浴びせても、

「フフン。ボクの勝ちですね、久瑠宮先生！」

　などとドヤ顔をして、

「ギャハハハハ！」

　と哄こう笑しようをあげる。まるで記憶が戻ったような、癪しやくに障る笑い声。

「～～～～～～っ！」

　ボコりたい。顔が変形するまでなぐりまくって、哄笑を断末魔に変えてやりたい――胸の内で荒れ狂う衝動と必死に闘いながら、久瑠宮はブルブル拳を震わせた。

　だが、約束は約束だ。言い出しっぺは自分なのだし、反ほ故ごにはできない。口いっぱいの苦にが虫むしを咀そ嚼しやくするような思いで、久瑠宮はこの結果を受け入れる。

「……いいだろう。今回ばかりは認めてやるよ、モヒカン……貴様の、勝ちだ……」

「ヒャッハアアアアアアアアアァ！」

　歯を食いしばって吐き捨てた瞬間、モヒカンが快かい哉さいを叫んだ。やはり記憶が戻ってるんじゃないか――と三さん白ぱく眼がんを向ける久瑠宮に、

「久瑠宮先生、久瑠宮先生っ！」

　モヒカンが身を乗り出してくる。無む邪じや気きな瞳をキラキラさせて、

「約束、守ってくれるんですよね!?」

「……ああ」

「一緒に、ご飯を食べてくれるんですよね!?」

「……ああ」

「ヒャッホオオオオオオオオオォ！　じゃあ早速ですけど、今日の夕食――」

「断る」

「わぁ～い、やったぁ！　ありがとうございまぁ～す」

「断ると言ったのだ、断ると！　アタマだけじゃなく耳までイカレてるのか!?」

「えっ――」

　両手（折れた左腕はもう完治している。尋じん常じようではない）を身体の横に突き出しながら部屋を走り回っていたモヒカンが硬直。信じられないような目で久瑠宮を見た。

「ど、どうして……」

「……ふんっ」

　イスにどかっと腰を下ろし、煙草たばこに火をつける。「……ふぅ」とのんびり紫し煙えんを吐き出す久瑠宮に、モヒカンがつめ寄ってきた。

「久瑠宮先生!?　ひ、ひどいですっ！　あんまりですっ！　鬼き畜ちくですっ！　久瑠宮先生の言葉を信じて、ボクがどれだけ頑張ったと思っ――」

「やかましい」

　額に煙草を押しつけられたモヒカンが「熱ッ!?」と後退。「く、久瑠宮先生ぇ……」と涙を浮かべるモヒカンに、久瑠宮は火の消えた煙草を投げつけ、

「一緒に食事を摂るとは言ったが、貴様のタイミングでとは言ってない。気が向いたら誘ってやるよ。気が向いたら、な？」

「……ボクはいつまで待たされるんですか」

「さぁ？　明日かもしれんし明後日かもしれん、あるいは十年後かもしれんな」

「……………………」

　モヒカンの涙目がジト目に変わる。恨うらめしそうに低くぼやいた。

「なんですか、その子供みたいなへりくつ」

「次『子供』と言ったら、殺すぞ？」

「――――――――」

　モヒカンが黙った。口を『へ』の字にひん曲げ、しばし久瑠宮を見つめると、

「……わかりました。もういいです、久瑠宮先生……失礼します」

　きびすを返し、

「ぁ――」

　と驚く久瑠宮に構わず、職員室を出ていく。

「……………………」

　取り残された久瑠宮はしばらく固まった後、

「さ、さすがに大人気なかったかもしれない……な？」

　呟き、イスから腰を浮かせた。モヒカンを追いかけようかとも思ったが、なぜわたしがそこまでしてやらなければならんのだ!?　と腹が立ったので、また座る。とはいえ、悪いのは明らかに久瑠宮だ。やはり、謝罪を――いやいや待て待て、だからどうした？　クソブタに人権はない。何を同情してるんだ、わたしは……などと、立ったり座ったりを繰り返した末、

「ええい、クソ……死にさらせっ！」

　行き場のないイラだちを腕にこめ、思いきり鉄パイプを振るった。執務机が真っ二つに折れ、答案用紙が宙を舞う。しかし気持ちは収まらず、荒れ狂う激情を持てあました久瑠宮は――。





×　×　×






「――おい。ブタ野郎」

　翌日、夏休み最後の日曜日。久瑠宮がモヒカンの寮部屋を訪れると、パイプベッドに寝転んでいたモヒカンが、億おつ劫くうそうに身体を起こした。

「久瑠宮先生……なんですか、朝っぱらから」

「朝じゃない。もう昼だ、バカタレ」

「へ？　あ、本当だ……」

　十二時三十二分。時刻を確認したモヒカンが、目をこすってしばたたく。それから、ふいにムスッと唇をとがらせ、

「すみません。ここ数日、ほとんど寝てなかったので！　追試に合格するために、寝る間を惜おしんで勉強に明け暮れていたのでっ！」

「なるほど。よかったじゃないか、無事に合格できて」

「ソウデスネ」

　棒読み口調で答えると、モヒカンは久瑠宮から顔を背けた。昨日のことをまだ怒っているらしい。面倒臭いし鬱陶しかったが、引き返すのもなんなので、久瑠宮は「おい」ともう一度声をかけて、

「行くぞ、モヒカン」

「……どこにですか。補習は終わりましたよね？」

　怪訝そうに訊いてくるモヒカンに背を向け、肩越しに答える。

「昼食だ。わたしと行きたいんだろ」

「えっ――」

　モヒカンが絶句した。しどろもどろになって慌てる。

「ええええええぇ!?　ちゅ、ちゅちゅちゅちゅ、昼食うううぅ!?　あっ、あれ……でも久瑠宮先生、気が向いたらって……」

「気が向いたんだよ。文句あるのか？　アァン!?」

　威圧し、ギロリとモヒカンをにらんだ。「……あ、ありません」と半なかば放心しているモヒカンに、久瑠宮は片手に持った風ふ呂ろ敷しき包づつみを掲かかげ、

「弁当だ。屋上で食べるぞ！」





×　×　×






「……あの、久瑠宮先生」

　普段は立入禁止となっている、旧校舎の屋上。地べたに敷かれたレジャーシートの上に正座し、モヒカンが久瑠宮をうかがってくる。

　向かいに座った久瑠宮は、互いの間に置いた風呂敷包みをほどきつつ「なんだゴミ」と三白眼を返した。モヒカンは落ち着きなく視線をさまよわせ、

「ええっと、そのぅ……ど、どういう風か邪ぜの引き直しなんですか？」

「それを言うなら『風の吹き回し』だ、たわけ。夏風邪など引いておらんわ。夏休みの宿題も、気に入らないバカとの気が進まない昼食も、嫌なことはさっさと終わらせるに限る。ただ、それだけだ。吹き回しもクソもあるか、クソブタ」

「ひ、ひどい……」

　傷つくモヒカンを放置し、風呂敷をほどく。現れたのは四段の重箱――久瑠宮が食材を集め、こしらえてきた弁当だ。モヒカンが何か言うより早く、

「――勘かん違ちがいするな？　わたしが弁当を用意したのは、貴様と食事を摂るにあたって、残飯などというブタのエサを食べたくなかったからだ。作りたくて作ったのではない。作らざるを得なかったのだっ！　わかったか!?　わかったのなら、そのニヤニヤ笑いを引っこめろ！　さもなくば、殺す」

「えへへ。わかりましたぁ～。えへへへへ……」

　ブチ殺したい。

「……ふんっ、まぁいい。そんな風に浮かれていられるのも今のうちだぞ、モヒカン。この重箱の中身を見ても、貴様はヘラヘラしていられるかな？」

「…………へ？」

「とくと見ろ。これが、わたしの――」

　重箱のフタに手をかけ、頰を歪める。そして、




「手作り弁当だアアアアアアァ！」




　重箱を開いた。瞬間、モヒカンが目を見開いて驚く。

「コ、コレって……」

「ああ。ピーマンの炒いため物だよ。わたしはピーマン大好きでなァ～。余計な素材は一切使わずピーマンだけにしてみた。それから――」

　ニンジンのきんぴら、ゴーヤチャンプルー、グリンピースご飯のおにぎり……各段の重箱いっぱいに詰めこまれている料理はいずれも、モヒカンが嫌いな野菜をふんだんに使用している逸品だった。緑みどりとオレンジ、彩いろどりも食材も偏かたよりまくった弁当に、モヒカンはひどくショックを受けているらしい、

「――――――――」

　目を見開いたまま静止し、広げられた重箱を凝視している。久瑠宮は胸がすくような思いで、ニヤニヤとその反応を眺ながめた。

「ククク……どうだモヒカン、美お味いしそうだろ？　遠慮しないで食うがいい。わたしは小食だからなァ～。この弁当は半分以上、貴様にくれてやろう」

　などと言いつつ久瑠宮は、すでに昼食（最高級の焼肉弁当）を済ませてきている。

　お腹は十分満たされているので、半分どころか九割以上のおかずをモヒカンに食べてもらうつもりだ。もちろん、

「残すなよ？　わたしが食べきれなかった分の料理は、貴様が全部平らげろ。万が一にでもお残しするようなことがあったら、そのときは――」

　笑いを消して瞳を光らせ、モヒカンをにらんだ。ドスを利かせて言い放つ。

「たらふく鉄パイプを食らわせてやる。胃の中身を吐き戻させて、無理やり詰めこんでやるからな!?　それが嫌なら……」

「……はい。残さず食べます。全部、食べます」

　消え入りそうな声を震わせ、モヒカンが答えた。声と同じく震える手で箸を取り、

「……………………」

　ごくり、とつばを呑みこむ。額にびっしり浮かんでいる汗、引き結ばれている唇が、モヒカンの胸中を表していた。ほどなく目を閉じ、覚悟を決めたモヒカンは、

「い、いただきますっ！」

　合がつ掌しよう。細切りにされたピーマン――青椒肉絲チンジヤオロースーの肉が入っていないバージョン――が、これでもかと敷き詰められている四段目の重箱に箸を伸ばすと、

「～～～～～～っ!?」

　口に入れた瞬間、悶絶。うつむき、肩をプルプルさせながら、

「お、美味しい…………」

「あん？」

「美味しいですよおおおおおおおおおぉ、久瑠宮先生ええええええええええええぇ！　うわあああああああああああああああぁん！」

　慟哭。空いている手で重箱を持ちあげ、むさぼるようにかきこみ始めた。唖あ然ぜんとする久瑠宮の眼前、モヒカンはあっという間にピーマンを平らげてしまい、

「お、おい――」

　困惑する久瑠宮に構わず、三段目の重箱を引っつかむや否や、

「うううぅ。美味じい……美味じいでずぅ……」

　目から涙をボロボロこぼして、ニンジンのきんぴらに取りかかり出す。よっぽど無理をしているのか、時々「んぐっ!?」とむせたりしつつも、その勢いは止まらない。

「モ、モヒカン――」

　みるみる中身が減っていき、五分とかからず三段目の重箱を完食。片時も箸を休めることなく、二段目のゴーヤチャンプルーに取りかかろうとしたとき。

「モヒカアアアアアアアアアァン！」

「…………ッ!?」

　怒鳴られ、モヒカンの箸が止まった。「え、ええっと……なんですか？」と鼻白んでいるモヒカンに、久瑠宮は吐息。空になった重箱を指さし、

「あのな。誰が一人で全部食べろと言った？　どれだけがっついてるんだ、貴様は……わたしの分がないではないか」

「――ぁ」

　言われて初めて気づいたのだろう、モヒカンが目を丸くした。直後、

「あああああああああぁ!?　ご、ごごごご、ごめんなさあああああああああぁい！」

　重箱と箸を置き、勢いよく土下座する。レジャーシートにおでこをブチ当て、怒ど濤とうの「ごめんなさい」連呼をし始めるモヒカンに、久瑠宮は「ふんっ」と鼻を鳴らして、

「……別にいい。貴様が平らげたのは、どちらも手抜き料理だ。んなもの、全部くれてやる」

「て、手抜き……？」

「ああ」と首肯し、箸を用意した。ゴーヤチャンプルーを取り皿に分けながら、

「当たり前だろ。ピーマンだのニンジンだの、野菜を炒めただけのものがマトモな料理であるものか。わたしが真面目にこしらえたのは、二段目のみだ」

　そう告げ、マトモな料理ゴーヤチヤンプルーを口へと運ぶ。――うん、美う味まい。炒めた豚肉、タマネギ、ニンジン、豆腐（少し硬めの食感にするため一度凍らせ、戻したものだ）の旨うま味みにふわふわの卵、ゴーヤの苦味がアクセントとなって、絶妙なハーモニーを生み出している。

　全品手抜きにしてやろうかとも考えたのだが、自分が『料理下手』だと思われるのが癪しやくなので、一品だけ本気を出したのだった。それに対してモヒカンは、

「え、ええっと……だけど、あの……ボクが食べた料理も、美味しかったですよ？」

「噓をつけ」

「本当ですってば！」

　しれっとあしらう久瑠宮に真剣な眼差しで、

「じゃなきゃ、あんなに夢中でがっつきませんもんっ！　素材はシンプルでしたけど、二品とも味つけが最高で――」

「……ほぅ？　嫌いな食材なのに？」

　息巻くモヒカンをさえぎり、久瑠宮は嗤った。いたぶるような口調で続ける。

「それとも記憶を失くしたことで、食の好みまで変わったか？　だとしたら非常に残念なのだが――」

「嫌いです」

　強い口調でモヒカンが言った。「あん？」と眉をひそめる久瑠宮に、

「ピーマンもニンジンもゴーヤもグリンピースも、正直苦手な食べ物ですよ？」

　けど――と、モヒカンが久瑠宮を見つめる。

　そして。




「ボクの大好きな久瑠宮先生が、作ってくれた料理なんです！　美味しくないわけないじゃないですかっ！」




「…………………………………………」

　何言ってんだこいつ、と思った。今どき、そんなセリフでときめく女がいるものか。大真面目に何をほざいているのだ、このバカは……。

　久瑠宮が呆れ返る一方、モヒカンは勝手にヒートアップして、

「す、好きですっ！　大好きです、久瑠宮先生っ！」

　などと、告白し始める。

「久瑠宮先生をお昼に誘ったのも、久瑠宮先生ともっとお話ししたかったのも、寝る間を惜しんで勉強に明け暮れたのも全部、久瑠宮先生のことが大好きだからでっ――」

「死にさらせ」

　切り捨て、ジロリとモヒカンをにらんだ。冷めた気持ちで冷めた料理を口に運ぶと、わざとゆっくり咀嚼してから呑みこみ、

「わたしの何を好いたというのだ？　知りあってまだ一週間と経っていない貴様が……わたしのどこを、好きになれるというのだ？　嗤わせる。そんないかにも軽々しい愛の言葉で、わたしの心を揺り動かせると思うなよ」

「違いますっ！」

　――と。これまでまったく反抗してこなかったモヒカンが、初めて久瑠宮をにらむ。久瑠宮の眼光にひるむことなく真正面から受け止め、

「一週間じゃありません。ボクは――」

　はっきりと。

「ボクは目を覚ましたその瞬間から、久瑠宮先生のことが好きでしたっ！　最初はわけがわからなくって、ビクビクしてましたけど……心が落ち着いてからは、すぐ大好きになりましたっ！　それってたぶん、ボクの気持ちじゃなくて――記憶を失う前のボクが抱いてた想いなんだと思いますっ！」

「…………どういう意味だ？」

　告げられたモヒカンの言葉に、顔をしかめる。

　モヒカンは――。




「たとえ記憶を失くしても、久瑠宮先生への愛情だけは失わなかったってことですよ！　記憶喪失になる前のボクはそれだけ、久瑠宮先生のことが好きで……強く想っていたんですっ！」




　その言葉を聞かされた瞬間。

「…………ッ!?」

　久瑠宮の呼吸が止まった。あるいは鼓動も止まっていたかもしれない。それくらいの衝撃だった。しかし、何よりも衝撃だったのは、

「えっ……は？　ふ、ふんっ……だから？　そ、それが一体なんだというのだ？　奴がわたしに執しゆう着ちやくしていたことは、わざわざ言われるまでもなくわかっておるわっ！　な、何を今さら……しっ、死にさらせ！　死にさらせったら、死にさらせっ！」

　久瑠宮自身が、これほどまでに動揺していることだった。衝撃を受けたことに衝撃を受け、平静を装よそおうことができない。頰がカアッと熱くなり、怒りとはまた違った種類の感情で、脳みそが沸ふつ騰とうしている。そんな中、

「久瑠宮先生――」

　モヒカンが身を乗り出してきた。ピアスだらけの顔が近づく。鼻はなっ柱ぱしらに拳をブチこみたいのに、どういうわけか身体がちっとも動いてくれない。昨日の電話で、零子が漏らした言葉――『君たちって案外、相性よかったりしてね？　いい恋人カツプルになれるんじゃないの』という軽口が、ふと脳のう裏りをかすめた。

「ふ……」

　ふざけるなっ！　と叫んだつもりだったのに、出たのは微かすかな吐息だけ。

　そうこうしている間に、モヒカンは――。

「ボクは――ボクも、久瑠宮先生のことが好きです。問題児だった頃の自分に負けないくらい好きだし、愛していますっ！　ボクじゃ全然、釣りあわないかもしれません……見た目もアタマも運動神経も強さも、久瑠宮先生には及ばないかもしれません！」

　――だけど、と。モヒカンの目が久瑠宮を見据える。揺るぎのない想いを灯ともし、

「気持ちだけは絶対、負けませんから！　ボクの想いが届くまで、何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も告白アタツクします。拒絶されても止やめないし、死んでも止めませんからっ！」

「くっ…………!?」

　なんて奴だ、と久瑠宮はひるんだ。悪質にも程がある。殺されるまで――否、殺されてもまとわりついてくるストーカーなど、害悪以外の何ものでもない。

　記憶を失う前も鬱陶しかったが、純粋な『恋心』に突き動かされているぶん、こちらの方がよっぽど迷惑だった。モヒカンのしつこさ、そしてしぶとさは、この四ヶ月間で嫌というほど実感させられている。拒否したところであきらめないだろうし、撃退したところでまた攻めてくるのは明白だ。どうすればいい？　どうすれば――。

「……………………」

　狼狽する久瑠宮の前で、モヒカンが瞼を閉じた。何をするつもりかと思ったら、

「久瑠宮先生えええ～ぇ……」

　――顔が、ゆっくりと近づいてくる。『３』の形に突き出され、ちゅぱちゅぱ不気味な音を鳴らす唇が、久瑠宮の唇を目がけて……。

「ひっ――」

　その光景は、相対すれば同業者ですら震えあがる殺し屋《蹂躙聖女ベロウズ・マリア》を、久方ぶりに戦慄させた。殺しあいの最中でさえ、ここまで恐怖を覚えたことはないかもしれない。命の危険すら超える危機。死の絶望さえ凌りよう駕がする、凄まじい嫌悪。そして、

「う……うう……あああ、ぁ…………」

　正体不明の熱情が、久瑠宮の理性をぐちゃぐちゃにしてとろけさせ、次の瞬間。

「う……うあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああァ！」

　鉄パイプが振り抜かれ、モヒカンの顔面を破壊した。

　恐らく防衛本能だったのだろう。気がつくと、身体が勝手に動いており、

「くぁwせdrftgyくるみやlp!?」

　手加減抜きの打撃をモロに食らったモヒカンが、回転しながら弾はじけるように吹っ飛ばされて、入り口の鉄扉に激突。血ち反へ吐どと血ち飛沫しぶきをまき散らして墜おち、

「――――――――」

　ビクンビクンッと痙攣してから、その動きを止めた。




　こうしてモヒカンは死に、久瑠宮は心穏やかに暮らしましたとさ。

　めでた死、めでた死…………。





×　×　×






　――と、なるはずだったのに。




「ヒャッハアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァ！」




　夏休みが明け、月曜日の朝早く。教員宿舎のベッドで安眠していた久瑠宮は、ドアが吹き飛ぶ破壊音と同時にとどろいた、甲高い咆ほう哮こうによって目覚めた。

「…………ッ!?」

　跳ね起き、咄とつ嗟さに手刀を振るう。床を蹴り、久瑠宮に飛びかかってきていたモヒカンが「ぶぎゃっ!?」と頰に手刀をもらって、撃沈。真横にブッ飛び、視界から消えた。

　水玉模様のパジャマにポンポン帽子を被った久瑠宮は、完全に寝起きで、

「……モヒ、カン……？」

　頰を押さえて立ちあがるその侵入者を、ポカーンと凝視していた。包帯グルグル巻きの痛々しい面には、下げ卑びた笑いが浮かんでいる。唇を舐なめ、モヒカンは嗤った。

「ギャハハハハハハハハハ！　おはよう、愛しの久瑠宮ちゅわ～ん！　今日も変わらずちんちくりんで可愛いでちゅね～。ヒャハハハハ！　だけど、どうしたどうしたァ～？　今朝はあんまり力がこもってないぜェ～？　弱すぎて、幼稚園児どころか赤ちゅわ～んになぐられたかと思っちまったぜ、ばぶぅ～。おっぱいほしいでちゅかァ～？」

「――アァン？」

　シャツをはだけて胸を見せ、こちらを煽あおりまくってくるモヒカンに、久瑠宮の意識は一瞬で覚醒。眉をひそめて問いかける。

「モヒカン、貴様……まさか、記憶が――」

「久瑠宮ちゅわあああああああああああああああああああああぁん！」

　だが。モヒカンは構わずベッドに突進してきた。両手の指をワサワサうごめかせつつ伸ばし、久瑠宮の身体を捕らえようとする。その強襲をひらりとかわして、

「モヒカアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァン！」

　かわしざま、モヒカンの首に右腕をからめた。背後に回ってベッドの上に引き倒し、頸けい動どう脈みやくを絞しめあげながら、

「そうか、記憶が戻ったか……ふんっ。意識不明の重体だったのにもかかわらず、また復活してくるとはな。本当に、忌いま々いましい奴だよ、貴様は……」

「ぐ……ぐるみや、ぢゅわん……ッ！」

　ジタバタもがくモヒカンを絞めつけ、久瑠宮はうなる。大方、頭に強い衝撃を受けたショックで記憶が回復し、元の人格（超のつく問題児）に戻ったのだろうが――。

『久瑠宮先生、久瑠宮先生っ！』

「……………………」

　人懐っこい奴の声。恐らくはもう聞くことのない口調と、見ることのない表情がふと思い出されて、久瑠宮は一いち抹まつの寂しさを覚えた。モヒカンは――たぶん、覚えていないだろう。この数日間、真面目に補習を受けていたことも、熱心に勉強していたことも、殺人犯の生徒に怯えていたことも、見事追試に合格したことも、久瑠宮の手作り弁当を食べたことも。久瑠宮に、告白してきたことも……。

　などとぼんやり考えていたら、腕の力がゆるんでしまった。瞬間、

「隙すきＡＲＹＹＹＹＹＹＹＹＹアリイイイイイイイイィ！」

「ぐっ――」

　モヒカンが拘束を逃れ、




「ぶっちゅううううううぅ～～～っ！」




　振り返った刹せつ那な、久瑠宮の唇に思いっきりキスをしてくる。

　思考が止まった。息ができない。久瑠宮の小さな唇をすっぽり包みこむ、モヒカンの分厚い唇が隙間もないほど密着し、むちゅうううぅと強く押しつけられる。予想以上に柔らかい。ほんのり湿しめった生温かいその唇は、まるで軟体動物――巨大な蛭ひるにでも吸いつかれているようなおぞましい嫌悪が、久瑠宮の背に悪寒を走らせ、

「～～～～～～っ!?」

　突き飛ばそうとするも、空振り。一瞬早く身体を離したモヒカンは、そのまま入り口付近まで後退すると、

「モ、モモモモ……モモモモ、モヒカアアアァン!?　き、きききき、貴様……な、なななななななな、何をして……なんてことをしてくれやがるんだアアアアアアアアアァ、貴様はアアアアアアアアアァ!?」

「ギャハハハハハハハハハハハハハハハ！」

　哄笑。ゴシゴシ唇をこすり、怒り狂っている久瑠宮に、渾こん身しんのドヤ顔を向けて、

「久瑠宮ちゅわんの唇はオレサマのものだァーッ！　恥ずかしがってる久瑠宮ちゅわんも可愛いぜェ？　今度はうまくいったなァ～、ヒャハハハハハハ！」

　回れ右、猛ダッシュで逃げ出していった。

「おい!?　待て、ブチ殺してや――」

　鉄パイプを持ち、すぐさま後を追いかけようとした久瑠宮は、ふいに気がつく。

　――今度は？　今度とはなんだ？　真っ先に浮かんできたのは昨日、屋上での出来事だったが、それをしたのは『問題児』のモヒカンではない。かといって、モヒカンに唇を奪われかけたのは、アレが初めてだったはずだ……。

　まさか。

「お、覚えている……のか？」

　久瑠宮にキスしようとしたことを。

　気持ちを、伝えてきたことを――奴は、忘れていないのか？

「……………………」

　直後、足を止めたまま固まる久瑠宮の胸に、形容しがたいモノがにじんだ。それは今まで覚えたことのない、くすぐったくも温かな感情で。













「ふっ――」

　引き結ばれていた唇が、笑みの形に吊りあがる。次の瞬間、

「ふざけるなよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉ、ブタ野郎があああああああああああああああああああああああああああァ!?」

　ブチキレ、鉄パイプを投げ捨てた。ベッドの下に隠してある金砕棒――《鬼殺し》を引きずり出しながら、




「だァれが貴様なんぞにときめくかアアアァ、死にさらせっ！　わたしの唇を奪ったのだから当然、命を奪われる覚悟もできているんだろうなアアアアアアァ、モヒカアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァン!?」




　叫び、教員宿舎を飛び出す。

　ほどなく静かな夏の朝空に、久瑠宮の怒号とモヒカンの絶叫、けたたましい破砕音が響いた。その惨さん重じゆう奏そうが、今朝もプルガトリウム更生学院の目覚ましとなる。






















　――皆さま、どうも初めまして！　わたくしは紗しや魔ま夜や沙さ姫き。外国生まれの日本育ち、フランス系アメリカ人の母と純日本人の父を持ちます、十五歳ですわ。

　殺害人数は二十一人。包ほう丁ちようで刺さしたり、アイスピックで突ついたり、手て斧おので割ったり、ゴルフクラブで打ったり、万能ハサミで切り落としたり、金属バットを突つき挿いれたり、リボンで吊るしたり、青せい酸さんカリを盛もったり、煉れん瓦がでなぐったり、ライフルで撃ったり、電動ドリルで穴を開けたり、ガソリンをかけたり、バスタブに沈しずめたり、硫りゆう酸さんを呑のませたり、エレキギターを叩きつけたり、チェーンソーで刻んだり、スプーンで抉えぐったり、アーチェリーで射いったり、日本刀で斬きったり、ブッシュナイフで開いたり、素手で絞しめたりして殺しましたの。凶器が全て違っているのは、色々試ためしたかったからです。

　刺殺、斬殺、撲殺、扼やく殺さつ、毒殺、銃殺、焼殺……と、殺す手を替え品を替え、性別、年齢、身分、職業、国籍、人種、宗教……と、殺す相手を変えながら色んな場所や時間やシチュエーションで、色んな殺しを愉たのしませていただきましたわ。うふふふふ。

　ええ。わたくし、人を殺すのが大大大好きなんですのっ！

　行為自体はもちろんのこと、わたくしの手で殺され逝ゆく方々の姿や反応を眺めるのがたまらなく好きで、この上ない幸福感エクスタシーを感じるのです。想像してご覧なさいな……それまで不ぶ躾しつけで横おう柄へいだった男が萎い縮しゆくし、無ぶ様ざまにへりくだる様子を。あるいはそれまで冷静で冷れい徹てつだった少女が動揺し、狂ったように泣きわめいている様よう相そうを。もしくは滅めつ多たに見られませんけれど、死ぬまで態度が変わらなかったり、むしろ落ち着くかたもおられますわねぇ～。その辺りは実際に、殺してみるまでわかりませんの。

　しかし、それこそ殺しの醍だい醐ご味みなのですわ。

　最期の最後、死への恐怖と苦痛と絶望によってむき出された心は、紛まがうことなきそのかたの本質。普段は決して拝はい見けんすることのないそれを、じっくりたっぷり愉しみながら始末して、独り占めする。その愉ゆ悦えつと優ゆう越えつは、何にも代えがたいものです。

　できることなら、もっとたくさん――《三百六十人殺し》のルーカスさまや残ざん虐ぎやく非ひ道どうな《赤い切り裂き魔》チカチーロさま、少女を殺して肉を食べ、両親にその感想を送りつけた《ブルックリンの吸血鬼》フィッシュさまなど名だたる先輩がたのように、色々殺やりたかったのですけれど……たかだか二十一人殺しただけでお縄を頂ちよう戴だいするなんて、情けないです。残念極きわまりないですわ。はぁ…………。

　――ただ、僥ぎよう倖こうもありました。

　それはこうして《プルガトリウム更生学院》に入学させていただき、殺人鬼の皆さまがたと出で逢あえたことです。

　自分と同じ趣しゆ味み嗜し好こうの友人を、わたくし、ずっと探していましたの。結局見つからなかったのですが、まさか一度にこんな大勢の――それも同年代の方々と知りあえ、交流できる機会が訪れるだなんてっ！　嗚あ呼あ、夢みたいですわ……。

　どうぞ、よろしくお願いいたします。心ゆくまで語りあい、学びあい、殺しあい――刺激あふれる日々を過ごしてまいりましょうね？　うふふふふふふ。




　――と。

　入学初日の一時間目。興奮気味にまくしたて自己紹介を終えた紗魔夜は、

「…………あら？」

　一年Ａ組の教室内に漂ただよっている、妙みような空気に首を傾かしげた。予想していた拍手も喝かつ采さいも同調も賛さん同どうもなく、

「「「――――――――」」」

　異様な沈黙。教壇に立つ紗魔夜を凝ぎよう視しし、凝ぎよう固こしているクラスメイトの顔に浮かんでいるのは畏い怖ふ、驚きよう愕がく、嫌悪、狼ろう狽ばい。紗魔夜はしばらく静止してから、

「…………あらら？」

　と反対側に首を傾ける。頰ほおに人差し指を押し当て、

「どうなさいましたの？」

　尋ねるも、返ってきたのはやはり沈黙。紗魔夜はますます当とう惑わくし、

「あの、すみません。わたくし、何か変なこと――」

「ヒッ!?」

　最前列の男子生徒――殺害人数は一人。同級生を刺し殺したと言っていた――に話しかけると、露ろ骨こつに怯おびえられてしまった。紗魔夜の眉間にシワが寄る。

「…………は？　なんなんですの、その反応は。貴方あなた、淑女レデイに対して失礼なのではありません？　わたくしは――」

「――おい」

　ガタガタ震える男子生徒に、紗魔夜が物申そうとしたときだ。

　紗魔夜のかたわらに立ち、砲金色ガンメタルの腕時計を見ていた教師が、声をかけてくる。身長百四十センチ、子供みたいな外見をした、おかっぱ頭の可愛らしい女性。その右手には血まみれの鉄パイプが握にぎられていた。紗魔夜に向けられている半眼は鋭するどい。

「三分経過だ。戻れ、クソブタ」

「クソブタ……」

　繰り返し、横目で教師のことを見返す。

「誰が、クソブタですの？」

「貴様だクソブタ。死にさらせ」

「……………………」

　紗魔夜の目が細められた。歩み寄り、頭一つぶんくらい下から紗魔夜をにらみあげている教師を見下ろす。クリクリした双そう眸ぼうに殺意が灯ともり、右手に力が加えられた瞬間、

「すみません」

　謝り、紗魔夜は深く頭こうべを垂たれた。目線を床に固定したまま、

「すぐ戻ります。ご迷惑をおかけして誠まことに申し訳ございませんでした、先生」

　謝罪の言葉を重ねると、上目遣いに相手をうかがう。教師――紗魔夜たち一年Ａ組の担任である久く瑠る宮みや聖ひじりは「……ほぅ？」と片眉をあげ、

「分はわきまえているか。ふんっ、いいだろう……許してやるよ、紗魔夜沙姫。利口なブタは嫌いじゃないぞ。先ほどミンチにしてやったバカにも、見習わせたいものだ」

　久瑠宮が言う『ミンチにしてやったバカ』とは、出席番号一番の生徒だ。教室に来た久瑠宮が、生徒の前に自己紹介を終え『――以上だ。質問は？』と訊きいた際、

『はいはいはぁ～い！　どうして、そんなにちっちゃいんですかぁ～？　ＷＨＹ？』

　などと尋たずねて逆げき鱗りんに触れ、鉄パイプで滅多打ち。極ごく彩さい色しきの髪を赤一色に染め、担たん架かで運ばれていった。ゆえに紗魔夜は、

『――このチビ。目玉を抉られたいんですかしら？』

　と思っても実行に移さず、素直に従したがったのである。弱者をいたぶるならばともかく、強者にいたぶられる趣しゆ味みはない。立場的にも、どちらが上かは明白なのだし。

「…………。ありがとうございます」

　お礼を述のべて席へと戻る。

　その途中。

「……………………」

　一人の女子生徒と目があった。皆が呆あつ気けに取られている中『極ごく悪あく』などと書かれた頰を歪めて嗤う彼女は、紗魔夜の前に自己紹介をしたクラスメイトだ。名前は確か、五ご槍そう闇あん慈じといったか――殺害人数は四人。いずれも原型を留とどめないほど、徹底的に蹂じゆう躙りんしたらしい彼女は『殺人こそ至上の快楽』だと語り、紗魔夜を感動させてくれた。

　なぜか、クラスの半分以上にはドン引きされてしまったが、彼女なら――そう思い、紗魔夜がにっこり微笑ほほえみかけると、

『中々やるな』

　とでも言うように、アゴを反そらして応えてくれる。

　紗魔夜の胸に温かいものがにじんだ。自己紹介で消しよう沈ちんしていた気持ちが、あっという間に浮きあがり、上機嫌で席につく。休み時間が待ち遠しくて仕方なかった。

「……うふふ」

　机に両ヒジをつき、自然とにやける頰を押さえて、五槍の後ろ姿を眺める。

　互いが犯した殺人の詳細や譲ゆずれないこだわり、試してみたい殺害方法や尊敬している殺人鬼など、話したいこと・訊きたいことをアレコレ考えながら、残る生徒の個性豊かな自己紹介に聞き入った。クラスメイトは全員、殺人鬼――紗魔夜にとってその環境は煉獄でも地獄でもなく……。

「おいそこ貴様、紗魔夜沙姫！　ニヤニヤするな、気色が悪いっ！」

　久瑠宮の手から投げ放たれた鉄パイプが、ガツンッと顔面にヒットし、派手に鼻血が噴出しても、紗魔夜の笑顔が崩くずれることはなかった。





×　×　×






「五槍さん」

「ひゃひいいいぃ!?」

　一時間目が終了し、休み時間に入るや否いなや。紗魔夜が眼前のポニーテールをつかんで引っ張ると、五槍は裏返った悲鳴をあげてのけ反り、

「な、なななな、なんだッ!?　やるのかッ!?　やるのか、貴様ァ!?」

　後ろの席に座る紗魔夜を、血走った目でにらみつけてくる。紗魔夜は「……あっ」と声を漏もらして手を離し、その手で「うふふふ」と口元を隠した。左右の鼻にティッシュで栓せんがされているのはご愛あい嬌きようである。

「ごめんあそばせ。わたくしったら興奮して、つい……手が勝手に動いていましたの。一秒でも早く貴女あなたとお話ししたかったものですから」

「――あたしと？」

「はい」

　眉をひそめて紗魔夜をにらみ続ける五槍を見つめ返して、首肯した。胸に手を当て、ゆっくり言葉をつむぎ出す。

「先の授業では十五人もの殺人犯のお話を、愉しく拝はい聴ちようさせていただいたのですが……わたくし、貴女の殺人話に、最も興味を惹ひかれましたのっ！」

「ええっ!?」

　剣けん呑のんだった五槍の目が丸くなる。紗魔夜は頰を赤らめながら目を逸らし、

「貴女はおっしゃいましたわね、五槍さん……コホン」

　せき払い。イスを蹴りつけ立ちあがり、

「フハハ！　あたしは五槍闇慈。最強にして最凶にして最狂の暴走族《混沌の軍勢ケイオス・リージヨンズ》を率ひきいる元レディース総長にして、四人の男を惨ざん殺さつせしめた極ごく悪あく非ひ道どうの大量殺人犯マスマーダーだ。手段は撲殺と轢れき殺さつ。木刀で滅多打ちにした後、バイクではねまくって殺した！　理由は単純――愉しいから、だよ。フフフ……あたしにとっては、殺人こそが至上の快楽ッ！　渇かわいた心を癒いやしてくれる、たった一つのうるおいなのだ。たかだか四人ごときでは到底満たされん……次にあたしの餌え食じきとなるのは、どいつだろうな？　フハハハハハハハ！　とはいえ、あたしも鬼じゃない。貴様たちからケンカを売ってこなければ、殺さずいておいてやる。同じクラスになったよしみだ、仲良く殺やろうではないか！」

「……………………」

「――って」

　口調や表情を真似し、五槍の自己紹介を再現してみせた。五槍はあんぐり口を開け、元に戻った紗魔夜のことを凝視している。クラスメイトもギョッとしていた。

　紗魔夜は構わず、バァン！　と机に手を叩きつけ、

「わたくし、感動いたしましたのっ！」

　ずいっと顔を近づける。血に染まった鼻栓が、ポォン！　と抜けて飛び出した。

「のわあああぁ!?」と身を引く五槍の肩をつかんで、

「だって、貴女はわたくしと――三度の食事より殺しが好きなわたくしと、非常によく似た殺人観の持ち主なんですものっ！　しかも、座席は前後……うふふふ。これはもう運命ですわ。運命ですの！　ハァハァ。お願いです、五槍さん。わたくしと――」

「うわあああぁ!?　待て待て待て待て、待ってくれッ！」

　息を荒らげて迫ったら、両手で突き飛ばされてしまった。「あっ……」と驚いている紗魔夜に、今度は五槍が「ふぅー、ふぅーッ！」と呼吸を乱れさせ、

「あ、あたしは言ったよな!?　貴様たちからケンカを売ってこなければ、殺さずにいておいてやるって！　そ、それなのに……」

「……はい？　ケンカなど、するつもりはございませんわよ。わたくしはただ、貴女と殺――」

「ひゃあああぁ!?　言うなぁ！　皆まで言うなぁ！」

　五槍が紗魔夜の口を押さえる。うなだれ、何やらブツブツ呟き始めた。

「マ、マズイ……ママママ、マズイぞぉ……あたしに迫る奴の瞳は据すわってた……か、完全に殺る気だ……殺される……こ、殺しあいを要求される。ど、どうしよう……ど、どどどど、どうすれば……」

　五槍の小さな声は、生徒たちの喧けん騒そうにかき消されて聞こえない。キョトンとしている紗魔夜を放置し教室内を見回した五槍は、そこでようやく手を離し、

「フハハ！　い、いいだろう、紗魔夜沙姫……」

　不ふ敵てきな笑みを浮かべてみせる。そして、

「貴様の要求、受けてやる」

「本当ですのっ!?　ではでは、早さつ速そく――」

「待て待て待てえええぇーい！」

　五槍が手の平を突き出し、つめ寄ろうとする紗魔夜を留とどめた。アゴをしゃくって、

「ここではなんだ。場所を移そう。クラスで最も人を殺している貴様は、注目度も高い……余よ計けいな邪魔が入らないように、人ひと気けの少ないところへ移動しないか」

「ん――」

　確かに先刻からずっと、クラスメイトの視線を感じる。話してみたい生徒はたくさんいるが、まずは五槍とじっくり『殺し』について語りあいたい。だから、

「そうですわね、移動しましょう。五槍さん……貴女、気が利くんですのねぇ～。ますます気に入りましたわよ？　うふふ。お胸も中々大きいですし……」

「ひゃふぅ!?　な、なななな、何をするのだ、貴様ぁ!?　は、離せッ！　乳を揉もみしだくんじゃな……くふぅ!?　レズなのかッ!?　貴様はレズなのか、紗魔夜あああぁ!?」

「いいえ。バイです」

「身の危険は変わらない！」

「ぐふふふふ」

　などと楽しくやり取りしながら、教室を出た。

　――数分後。




「げぶぅ!?」




　紗魔夜の拳こぶしを受けた五槍が崩れ落ち、お腹なかを押さえて縮ちぢこまる。旧校舎の裏、地面の上で喘あえぐ五槍に、紗魔夜は冷たい声を浴びせた。

「……今、なんと？」

「うう……ず、ずびばぜ――ふぎゃあああぁ!?」

　顔を蹴りあげ、黙らせる。鼻を押さえて引っくり返った五槍は半泣き状態、すっかり怯えきっていた。そのお腹を踏みつけて、

「謝れとは言っていません。なんと言ったか、訊いたのですわ」

「……………………」

　五槍は無言。次の瞬間、

「うがあああああああああぁ！」

　突とつ如じよ叫んで跳ね起きる。五槍のお腹に足を乗せていた紗魔夜は、たまらずバランスを崩し「きゃあっ、ですの!?」と仰向けに倒れた。すぐさま上体を起こし、

「こ、この……力だけはあるみたいですわね!?　生意気ですわ！　二度と抵抗できないよう精神こころも肉体からだも、ぐちゃぐちゃに――」

「ごべんなざあああああぁい！」

　殺気だつ紗魔夜の足元に、五槍が思いっきり土下座してくる。一回跳びあがってから地面にヘッドバッドを食らわせるような、全身全霊の土下座だ。

　手近な石を拾いあげて握りこみ、五槍の頭に打ち下ろすべく振りかぶっていた紗魔夜は「……はい？」と硬直。その目の前で、五槍は地面に額をこすりつけ、

「ほ、本当にずびばぜんっ！　あ、あたしは……あたしはあああぁ……貴様みたいに、好きで殺したわけじゃないんだ。事故なんだ。ケンカしてたら夢中になって、やりすぎちゃっただけなんだよおおおぉ！　けど……だけど、さぁ……」

　丸めた身体からだをプルプル震わせ、鼻声で続けた。

「こ、怖いじゃないかあああぁ！　人を殺した奴しかいない環境で、目をつけられたらおしまいだっ！　だから、あたしはナメられないように強気な自己紹介をして……殺人犯ばかりが集まるこの学院で、少しでも自分を『特別』に見せようとしただけなんだ。虚きよ勢せいを張ってただけなんだよおおおぉ！　あ、あたしは快楽殺人犯じゃない……貴様が期待してるみたいな、アタマのおかしい異常者じゃないんだああああああぁ！」

「アタマのおかしい異常者……」

「頼むッ！」

　涙まみれの顔をあげ、五槍が紗魔夜の脚にすがりついてくる。

「このことは、クラスの奴らに言わないでくれッ！　な、なんでもするから……どんなことでも従うからあああぁ！　た、頼むよ……お願いだよぉ……あたしを見逃してくれ……許してください、紗魔夜さまッ！　許――」

　刹せつ那な。懇こん願がんする五槍の頭部に、

「ぎゃん!?」

　紗魔夜の右手が振り下ろされた。拳大ほどある石の先、鋭く尖とがった角が五槍の頭蓋骨を打つ。濁にごった悲鳴と鈍にぶい打撃音。地面に赤い斑はん点てん模様が散った。直後、

「ヒッ!?　や、やめ――ぐげえええぇ!?」

「……………………」

　がつんっ。がつんっ。がつんっ。がつんっ！　何度も何度も何度も何度も、五槍の頭に紗魔夜の右手が打ちつけられる。のっぺりした無表情、しばらく淡々と右手を振るい続けた紗魔夜は、

「うふふふふ。五槍さぁ～ん？」

「……うう」

　破顔。

　反対の手でポニーテールを引っつかみ、無理やり面おもてをあげさせた。頭皮を伝って流れ落ちる血で真っ赤に染まった五槍の、恐怖に歪んだ顔をのぞきこみつつ、

「わたくし、生まれて初めてですわ。頭で考えるより先に、手が動いてしまうのは……ふふ。こんな気持ちは初めてですの。ただただ不快で、鬱うつ陶とうしくて……さっさと殺して差しあげたいです。微塵も愉しくありません……イライラしますわ。イライラしますの……見ているだけで、腹が立ちますっ！」













「しゃ、紗魔夜さま――」

「お黙りなさいっ！」

　油性ペンで『極悪』などと書かれたほっぺに、思いっきり右手を振るう。五槍の血がべっとりついた石を掲げて、紗魔夜はわめいた。

「なんなんですの、その無様な痴態は!?　それでも殺人鬼ですの!?　わたくしが、どれだけ貴女とお話しできるのを楽しみにして……どれだけ、心躍っていたかわかります？　わかりませんよねええええええぇ！」

　――がつんっ！　と、石を叩きこむ。「ぶぎゃあ!?」という五槍の悲鳴、その反応が無性に腹立たしくて、紗魔夜は指に一層力をこめた。ヒステリックに罵ば倒とうしながら、

「許しません……許しませんわっ！　落胆しました、幻滅しました、失望しました……もういいです、五槍さん。死んでくださいっ！　死んで、猛もう省せいなさいませ。わたくしの気持ちを踏みにじったことを……わたくしの気分をドン底にしてくださったことをっ！　死んでください、死んでください、死んでください、死んでください――」

「……………………」

　頭部を執しつ拗ようになぐり続けていると、二十回を超えたところで五槍の悲鳴が止み、動きが止まった。呼吸は止まっていないから、気を失っただけだろうが……。

「……………………」

　手を止め、袖そでで額に浮かんだ汗を拭ふく。顔中血だらけになり、弱々しく痙攣している五槍を見下ろし、吐息した。休み時間の終わりを告げるチャイムが鳴り響く中、紗魔夜はしばし無言で立ち尽くす。やがて、

「さようなら。最低最悪の殺しでしたわ」

　鮮血したたる石を手放し、五槍の首に両手を伸ばした。喉に手をかけ、絞め殺そうとしたときだ。




「紗魔夜沙姫」




　五槍の身体に覆いかぶさる紗魔夜の背後から、低いロリータボイスがかけられて。

「…………ッ!?　久瑠宮先生――」

　振り向きかけた側頭部に、鉄パイプが叩きこまれる。想像以上の威力と衝撃。紗魔夜はたまらず倒れこみ、絶叫していた。

「ぎゃああああああぁ、痛いいいいいいぃ!?　痛いんですのおおおおおおぉ！」

「ふんっ……利口なブタだと思っていたんだが、どうやら勘かん違ちがいのようだ……よもや、ここまで愚おろかなクソブタとはなァ!?　いいか、クソブタ……よおおおぉく覚えておけ？　この学院で勝手なことをする、躾の悪いクソブタは――」

　容よう赦しやのない暴力を受け、もだえ苦しむ紗魔夜を見下ろしながら、久瑠宮が鉄パイプを振りあげる。サディスティックな笑みを浮かべて、

「わたしが鞭むちをくれてやる。とびきり痛くて、キツ～い鞭をなァ……ククク。ひとまず貴様は半殺しだ、紗魔夜沙姫。そこで死んでる五槍闇慈と同じ目に遭わせてやるよ――死にさらせっ！」





×　×　×






「ひ、ひどい目に遭いましたわ……」

　昼休み。保健室のベッドから起きあがった紗魔夜は、げんなりとして呟いた。

　あの後、久瑠宮から十分以上も鉄パイプを振るわれ続けた紗魔夜の身体は、痣あざだらけの傷だらけ。玉のお肌が台なしである。どう考えてもやりすぎだ。

「なんなんですの、あの教師……人道的におかしいでしょう？　暴力反対ですわっ！」

「貴様が言うかっ！」

　――バシィ！　後頭部を張り倒された。

「……………………[image: ][image: ]？」

　殺意をこめてジト目を送ると、紗魔夜が寝ているベッドのそばで仁に王おう立だちした五槍が「ひええええええぇ!?」と怯え、

「な、なななな、なんだッ!?　やるのか!?　今度あたしに手を出してみろ、紗魔夜――言いつけちゃうぞ!?　久瑠宮先生に言いつけちゃうぞ！」

　などと紗魔夜を脅迫してくる。

「……………………」

　この女にプライドはないのか。目を覚ました直後こそ、自分を殺そうとした紗魔夜に怯え、タオルケットを被ってガタガタ震えていた五槍だが『学院内で殺されかけても、久瑠宮先生が助けてくれる』と知った途端に、威い勢せいを取り戻し、

『フハハ！　安心しろ、紗魔夜。あたしは心が広い。休み時間に殺されかかったことは綺麗さっぱり忘れてやろうではないか！』

　などとのたまい、積極的にからんでき始めたのだ。いわく――。

『ああ、ちなみにあのときあたしが吐いた言葉は全て噓うそだ、噓！　貴様のチカラを試すため、敢あえて怒らせたのさ、フフ……見事な演技だっただろ？』

　とのことだが、その言葉こそ百パーセント噓であり、脚がプルプル震えているため、説得力はゼロだった。それでも、

「……ん？　紗魔夜、どこに行くのだ？」

　立ちあがって保健室を出る紗魔夜の後ろを、五槍がひょこひょこついてくる。紗魔夜を恐れているくせに、

「ああ、食堂か。そういえば、もうお昼だものな。腹が減っては殺しはできぬ……貴様は何が好きなのだ？　人肉か？」

　などと気さくに話しかけてきた。しかも、やたらと声が大きい。紗魔夜が無視しても構わずぺちゃくちゃぺちゃくちゃ、どうでもいい雑談を続ける。そのうち、

「しかしアレだな、ケンカで芽め生ばえる友情があるように、殺しあいから生まれる友情もアリだな。殺ころ友ともだ殺友、フハハハハ！　仲良く殺ろうではないか」

「……はぁ？　気安く触らないでください。潰つぶしますわよ」

「ウッ!?　ハ、ハハハハハ！　なんだ、まだ怒ってるのか。あたしが貴様を殺しかけたのは謝るが、貴様もあたしを殺しかけたのだから、お互いさまだろう？」

「…………はい？」

　紗魔夜の肩に馴なれ馴なれしく腕を回した五槍が、食堂内に響き渡るくらいの大だい音おん声じようで、根も葉もないデタラメを叫んだ。

「「……………………」」

　食事しながら談笑していた生徒たちが沈黙し、一斉に入り口を見る。五槍を突き飛ばそうとしていた紗魔夜が鼻白み、固まっていると――。

「お、おい……戻ってきたぞ？　や、やっぱり殺しあってたのか……こ、怖こえぇ……」

「うわぁ。包帯だらけじゃん……どんだけ激しく殺りあってたんだよ？」

「教師が止めに入らなきゃ、死者が出てたとかいう話だぜ？　凶暴すぎるだろ……あの二人とは関わりあいになりたくないなぁ」

「特に金髪。噂によると、学院最多の二十一人殺してるとか……ヤバくない？　それにいきなりケンカを売って殺しあう、黒髪の方も相当ヤバイけど！」

「――殺しあい？」

　聞こえてきたヒソヒソ話に顔をしかめた。現実には、紗魔夜が五槍を一方的に殺そうとしただけなのだけれど。その辺りの詳細は、説明されていないらしい。

　片や、誤解を招まねく言い方をした五槍は、

「フフ……」

　満足気に笑っている。やはりわざとか……と、紗魔夜は呆れた。

　五槍は虚きよ栄えい心しんが強い。その上、ひどく臆おく病びようだ。大方、紗魔夜と一緒にいることで自分の『特別感』を演出し、恐れている殺人犯を遠ざけたいのだろうが――。

「ぐぇ!?」

　五槍のお腹にヒジをブチこみ、歩き出す。その場に座りこんだ五槍を置いて、食堂のメニューを眺めた。

「《日替わり残ざん飯ぱん定食》に《日替わり残飯カレー》《日替わり残飯うどん》に《日替わり残飯オムライス》……残飯だらけではございませんか。選択肢がありませんわね」

「ないなら作ればいいだけだ、そこらの奴を殺して人肉を――ぷぎゃ!?」

　追いついてきた五槍の顔に裏拳を食らわせ、紗魔夜は《日替わり残飯定食》を注文。トレイを持って列に並んでいると、

「フハハ！　き、機嫌を直せ、紗魔夜……知っているか？　弱い者ほど相手を許すことができない。許すということは強さの証なのだ！」

「……………………」

　素早く立ち直った五槍がしつこくからんでくる。紗魔夜がジロリとにらみつけても、周りの視線を気にしているのか「おいおい。怒るなよ、ハハ！」などとバシバシ背中を叩いて強気に対応してきた。

「…………。五槍さん」

「ああ。なんだ、あたしを許す気に――」

「黙れ」

「ずびばぜん」

　耳元に口を寄せささやくと、五槍が涙声で謝る。紗魔夜は「……ふんっ、ですわ」と髪を払って《日替わり残飯定食》を受け取り、テーブルに向かった。唇をぎゅっと引き結んだ五槍が《日替わり残飯ハンバーグ》を手に、紗魔夜の後ろをついてくる。

「……………………」

「…………。なぜ、隣となりに座るんですの？」

「……………………」

「無視するんじゃありませんっ！」

「ちぺぇ!?」

　ぶたれた頰を押さえて涙をこらえ、五槍が恨めしそうな目を向けてきた。

「き、貴様が『黙れ』と言ったんじゃないか……」

「なるほど。そうでしたわね」

　――ごめんあそばせっ！　と反対側の頰を引っぱたく。

　五槍が「貴様あああぁ！」と声を荒らげた。

「手を出しすぎだあああぁ、いい加減にしろっ！　あたしは貴様のサンドバッグじゃないんだぞ!?　これ以上暴力を振るうなら、あたしにも考えがある――」

「あらあら、うふふふ……なんですの？」

　立ちあがって凄すごむ五槍に対抗して腰をあげ、至近距離からにらみあう。五槍がニヤリと不敵に笑った。紗魔夜の耳元に口を近づけ、

「先生に言いつけてやるッ！」

「…………さて」

　紗魔夜は目を閉じ深呼吸すると、おもむろにストレッチを開始。首、肩、手首……とほぐし終えてから、箸はしをつかみ取り――。




「ＨＥＬＬＯ！　テメェら二人が、噂の荒あらくれガールだな？　ＨＡＨＡ！　会いたかったぜ、ファッカーズ！　私も混ぜてくれないか？」




　五槍に突きたてようとしたときだ。ハイテンションに声をかけられ、紗魔夜は背後を振り返る。そこにいたのは、紗魔夜や五槍と同じく満まん身しん創そう痍いの女子生徒だった。

　極彩色の髪が特徴的な彼女は、一時間目がスタートする前、久瑠宮から真っ先に叩きのめされていたクラスメイトだ。女子生徒はガーゼの貼られた頰を歪めて、

「自己紹介がまだだよな？　私は有あり栖す川がわ栗くり栖す。五人殺した連続殺人犯シリアルキラーだ！　私の名前は知らなくとも、この異名は知ってるはずだぜ」

　――《悪夢の殺人劇場ナイトメア・シアター》と。

　有栖川の口から告げられた単語に、生徒たちがざわめく。紗魔夜も目を見開いて、

「《悪夢の殺人劇場ナイトメア・シアター》……」

　呟き、女子生徒と対たい峙じした。自分と同年代らしき有栖川を、まじまじと見つめる。

《悪夢の殺人劇場ナイトメア・シアター》――それは一昨年の秋頃から去年の春にかけておよそ半年、都内を舞台に暴れ回った殺人犯が、自ら名乗った俗ぞく称しようだ。あるいは『題した』とでも表現する方が正しいのかもしれない。

　日本の警察・メディア・一般人を登場人物キヤストに仕立て、あらかじめ用意していた脚本に沿って事件を進行させていく、劇場型の殺人鬼。挑発的な手紙を警察に送りつけたり、メディアの報道が過熱するよう挑戦的に煽あおったり、わざと一般人の目につくような場所に遺体を飾ったり……。何かと派手な犯行が、センセーショナルな殺人事件だった。

　当時は紗魔夜も大層興奮し、是ぜ非ひ会いたいと思っていたのだが――。

「…………ふむ」

　アゴに手を当て、頭の先から足の先までじっくりと有栖川を眺める。やがて、

「なるほど、なるほど。貴女が、例の……うふふ」

　紗魔夜の顔がほころんだ。有栖川の不敵な笑みが深まる。直後、




「すみません。生理的に無理ですの」




「――パードゥン？」

　有栖川のドヤ顔が引きつった。紗魔夜は「……ふぅ」とアゴから頰に手を添えて、

「わたくし、粗そ野やで下品な御方がとっても苦手なのです……特に女性は。殺人鬼としてどれだけ魅力的でも、人間として受けつけませんから。なんですの、その乱れた衣服と言葉遣いは……お胸がないのに胸元開きすぎですし、下手な英語を使いすぎです。貴女は生きつ粋すいのジャパニーズですよね？　それこそ『パードゥン？』ですわ……ルックス的にも好みじゃありません。減点、減点、減点っ！　ですの」

　――胸、口、顔っ！　と指さし、肩をすくめる。

　有栖川はこめかみを震わせていた。

「テ、テメェ…………」

「――と、いうわけなので。ごめんあそばせ、有栖川さん？　わたくし、貴女に興味がございませんの。低俗な貴女は低俗な御方と、低俗につるんで低俗に盛りあがっていてくださいな。ソーリィソーリィ、アイムソーリィですわ。うふふふふ」

「ＦＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＣＫ！」

　次の瞬間、有栖川が激げつ昂こう。笑う紗魔夜になぐりかかる。しかし、

「がッ!?」

　なぐられたのは、紗魔夜ではなく有栖川の方だった。よろけ、近くのテーブルに手をつく有栖川。その髪の毛を、

「……あら？　痛がる声は普通なのですね」

　わしづかみにして、引き寄せる。驚く瞳を至近距離からのぞきこみ、

「そこは『オゥ』とか『アウチ』でしょうに……」

　――やり直しですわ、と。有栖川の頭を渾こん身しんの力で、顔からテーブルに叩きつけた。「ぎゃあっ!?」という悲鳴がこぼれる。紗魔夜は「……はぁ」と溜め息を吐き、

「ですから、違いますの。キャラ作りは徹てつ底ていなさいませ！　ほら――」

　――ワンモア、ワンモア、ワンモア、ワンモア。

　ガンッ、ガンッ、ガンッ、ガンッ！　引き起こしては叩きつけ、

「うふふふふ。有栖川さぁ～ん？」

「[image: ][image: ]……」

　ぐったりする有栖川の耳元で微わ笑らった。鼻から血を垂れ流している顔に、先ほどまでの余裕と自信はない。あるのはただ、恐怖と戦慄。その醜しゆう態たいを見て、紗魔夜は嗤う。

「貴女、沸ふつ点てん低すぎですわ。浅すぎますの……底が知れます。試しに挑発してみれば、あっさり襲いかかってくるなんて。そこらのチンピラですか、貴女は……人を煽るのは得意でも、煽られるのは不得意なんです？　申し訳ございませんねぇ～。わたくしも、普段はあまり暴力的ではないんですけど……今は少々イライラしておりまして。自分で自分をうまく制御できないんですよねぇ～？　うふふふふふふ」

　左手で髪をつかんだまま、右手の箸を持ちあげた。逆手に握った先端部分を、有栖川の左目にあわせる。有栖川が「ヒイイッ!?」と息を呑み、五槍が「おい、紗魔夜……」と制してくるも、無視。そのまま、

「死――」




「やめるんだ」




　眼球に箸を突き挿れようとする紗魔夜の手首を、横あいから割りこんできた手がつかんで止めた。「……あぁん？」とにらみつける紗魔夜に、闖ちん入にゆう者しや――穏やかな雰囲気をした好青年は白い歯を光らせて微笑み、

「無駄な殺しはするものじゃない。落ち着きたまえよ、紗魔夜沙姫さん」

　柔らかな口調でなだめようとしてくる。殺人犯らしからぬ物腰をした男子生徒だ。

「……………………」

　紗魔夜は眉間にシワを寄せ、つかまれた手を振りほどこうと力をこめるが、ビクともしなかった。頭にのぼりきっていた血が下りていき、理性が取り戻されていく。

　有栖川から手を離し、逃げ去っていく彼女を横目に、紗魔夜は訊いた。

「……誰ですの？　わたくし、名乗った覚えはないのですけど」

「名乗らなくとも知ってるさ。君は、有名人だから……」

　男子生徒が肩をすくめる。紗魔夜の問いに答えることなく笑みを消し、

「二十一人殺しているんだってね？　それはなぜだい？　どうして、君はそんなに多くの人々を殺した？　何が、君をそこまで突き動かすのかな？　教えてくれよ？」

　などと、いきなり質問攻めにしてきた。態度に若じやつ干かんイラッときたものの、男子生徒のたたずまいには好感が持てたので、

「人を殺すのが好きだから――ですわ」

　と。ひとまず素直に従ってやる。

　男子生徒が興味を惹かれたように「……好きだから？」と目を細めた。

　紗魔夜は少しだけ上機嫌になり、声を弾はずませて続ける。

「ええ。わたくし、人を殺すのが大好きですのっ！　好きこそものの上手なれ。理由はただそれだけですわね、うふふ……貴方は？　まだ名前も存じあげてませんが、貴方はどうして、何人、どういう風に殺されたんですの？　是ぜ非ひとも聞かせていただき――」

　刹那。紗魔夜の手首から、男子生徒の手が離れ、

「ぐふっ、ですの!?」

　紗魔夜のお腹に叩きこまれた。手加減なしの拳をもらい、紗魔夜の身体が『く』の字に折れる。間かん髪はつ入いれずに、次はアゴ裏。反対の手、えぐるようなアッパーカットに脳が揺さぶられ、気がつくと紗魔夜は――。

「なるほどね、うん。わかったよ」

　仰向けに転がっていた。男子生徒が馬乗りになり、笑顔のまま見下ろしてくる。

「君が『悪』だということが」

「…………は？　な、何を――ぶっ!?」

　顔を思いっきりなぐられた。男子生徒の右手が、紗魔夜の喉をつかんで絞める。

「名乗るのが遅れて、申し訳ない……僕はＢ組の綺き里り雨う貴たか哉やという者だ。正義のために人を殺すのさ。君みたいな悪人を、六人断罪してきてる。どういう風につぐなわせたのかは……君自身の身をもって、僕が今から教えてあげよう、紗魔夜沙姫」

「ぐっ――」

　綺里雨の顔から微笑みが消え、指にさらなる力がこめられた。抵抗しようと、右手の箸を握り直すが、綺里雨の左手に阻はばまれてしまう。いくら体さばきに自信があっても、一度こうして組くみ伏ふせられてしまえば、男子に膂りよ力りよくで勝てるはずもない。

　――油断した。完全に、油断していた……。

　酸素不足で視界が霞かすむ。意識が薄らいでいく――抵抗、できない。

　殺される。

　紗魔夜があきらめかけた、そのとき。

「紗魔夜ああああああぁ！」

　綺里雨の背後、高々と両腕を振りあげた五槍が、

　――ばこんっ！　綺里雨の後頭部に、プラスチックのトレイを叩きつけた。

「……………………」

　綺里雨がゆっくり振り返る。五槍は「ぁ――」と硬直した後、

「このやろ、このやろ、このやろ、このやろっ！」

　綺里雨の頭をバッコンバッコン叩き始めた。綺里雨が「ははは！」と破顔する。

「存外痛いな。やめたまえ」

「このやろ、このやろ、このやろ、このやろ――」

「やめろと言ってるだろうがあああぁ!?」

　綺里雨が怒鳴った。左の裏拳をブチこみ、トレイをへし折る。

「うわぁ!?」と気け圧おされる五槍に、綺里雨が手を伸ばそうとした。その横っ面に、

「ぐあああぁ!?」

　紗魔夜が箸を突きたてる。本当は目を狙ったのだが避けられてしまい、箸は綺里雨のこめかみを穿うがった。首を絞めつけていた手がゆるむ。それを払って跳ね起きるや否や、




「――貴方たち。何をしているんです？」




　大口を開け、紗魔夜が綺里雨の喉に喰くらいつこうとしたときだった。静かだが、妙に迫力のある女性の声が届いた。見れば、

「一年Ａ組・紗魔夜さん、一年Ｂ組・綺里雨さん、それから……ええっとすみません、個人名は把は握あくしていないのですけれど、一年Ａ組の誰だれかさん？」

　白いスーツを身にまとう、黒髪ロングの女性がゆったり歩み寄ってくる。表情といい声色といい、ふんわりしていて実に優しそうな女性だ。それで気がゆるんだのだろう、五槍が「フハハ！」と哄笑し、

「誰かではない、五槍闇慈だ。よく覚え――」

　――バキュンッ！

　撃たれた。額を、ピストルで撃たれた。

「う――」

　五槍が倒れる。額を押さえ、

「うぎゃああああああああああああああああああああああああああああああぁ!?」

　床の上を転げ回った。女性が嘆息を漏らす。

「五槍さん？　教師にはきちんと敬語を使ってください。わかりましたか？」

「ぎゃあああああああああああああああぁ!?」

「……返事をしなさい」

「死ぬっ、死んじゃうううううううううううううぅ!?」

「返事をッ、しなさいッ、五槍ッ、さんッ！」

　――バキュンッ、バキュンッ、バキュンッ、バキュンッ！　顔、肩、腕、脚――と、立て続けに撃たれた五槍はさらに狂乱。

「落ち着きなさいッ！」

　近づいてきた女性に銃のグリップで後頭部をなぐりつけられ、ようやく静かになる。白目をむいて気絶している五槍の額には、赤い痕あとがついていた。

　弾倉――実弾ではなくゴム弾だろう――を換かえ、女性が再び溜め息を吐く。

「まだ入学してきたばかりで、躾がなっていませんね……まぁいいでしょう。まずは、事情を説明していただきましょうか？」

「美み槌づち先生！」

　綺里雨が起立し、姿勢を正した。女性――一年Ｂ組の担任教師を務める美槌美み裕ひろは、微笑をたたえ綺里雨を見返す。

「はい。どうぞ？」

「悪を成せい敗ばいしておりました！」

「……というと？」

　背筋をピーンと伸ばした綺里雨は「はい！」と応え、離れた場所から事の成り行きを見守っている有栖川を示した。

「あそこの派手な髪色の女子生徒に、この極悪人が暴行しておりましたので……不ふ肖しよう、わたくし綺里雨貴哉が断罪し、正義の裁きを下していたのです」

「なるほど。間違いないですか？」

「……ふんっ。くたばりやがれですの」

　美槌の確認には答えず、綺里雨に対して吐き捨てる。「貴様がくたばれ、悪人が！」と猛たける綺里雨を抑えて、美槌が紗魔夜に銃口を向けた。

「引っこみなさい。罰ばつを与えるのは、私たち教師の仕事です……紗魔夜沙姫さん。言い逃れはありますか」

「……別に。さっさとやればよろしいでしょう」

「ふふ。いさぎよいですね。では――」

「ははは！　残念だったな、紗魔夜沙姫！　正義は必ず勝つんだよ！　自分がしてきた悪行をたっぷり後悔するがいい、ははははははは！　正義の制裁ジヤステイスッ！」

　――バキュンッ！

「ぐあああああああああぁ!?」

　至近距離からこめかみを撃たれ、綺里雨がよろける。二発、三発、四発、五発と銃撃を加え、美槌が満面の笑顔を浮かべた。額には、青筋が浮いている。

「綺里雨貴哉さん。貴方も調教対象なのですけれど？　人殺しに正義も悪もありません……やかましいので、先に躾けておきますか。正義の銃弾ジヤステイスッ！」

　――バキュンッ！





×　×　×






「やれやれ、まったく……この学院の先生がたは、どうしてこうそろいもそろって横暴なんですの？　まさか、初日で二回も大怪我させられるだなんて……おかしいですわ、こんなの絶対おかしいですのっ！」

　放課後。全身包帯グルグル巻きになった紗魔夜は松葉杖と悪態をつきながら、廊下を進んでいた。尚なお、一緒に調教された五槍は、目を覚ましてすぐ、

『む？　よく見れば、貴様……頰に「極悪」と書いているじゃないかああああああぁ！　正義を前にしていい度胸だな、ジャスティ――――ス！』

　綺里雨に見つかって半殺しにされ、綺里雨は、

『貴方こそ。痛めつけられてすぐ粗そ相そうとはいい度胸をしていますねぇ、綺里雨さん……カスが。くたばれ』

　美槌に見つかり八分殺しにされた。二人ともまだ保健室に寝かされている。

　紗魔夜は独り保健室を出て、教室へ向かっていた。その途中、

「危ねぇな!?　気をつけ――ヒッ!?　なっ、なななな、なんでもありませんッ！」

　曲がり角でぶつかりそうになった男子生徒が、紗魔夜と気づいた途と端たんに血相を変え、

「げっ!?　Ａ組の《殺人姫》じゃん……ひ、引き返す？」

「う、うん……別の道から行こう、さっちゃん」

　紗魔夜の姿を認めた女子生徒たちが、回れ右してそそくさと立ち去っていく。

　そして。

「「「――――――――」」」

　紗魔夜が現れた瞬間、教室内がシーンと静まり返った。前方の入り口から顔をのぞかせたまま、紗魔夜はゆっくり視線をはわせる。

　紗魔夜と視線があいそうになったクラスメイトは逸らすか泳がせるのが大半で、あわせてくれる者はほとんどいなかった。明らかに怯えられている。

　五槍に続いて有栖川まで殺しかけ、二度も教師に殺されかかったのだし当然だという気もするが……。

　――この腑ふ抜ぬけと腰抜けたちが、自分と同じ殺人鬼？　正直、期待外れもいいところだった。あわや殺されかけたとはいえ、綺里雨の方がまだマシである。

　あれくらいの度胸があって、且かつ紗魔夜と馬があって、心ゆくまでお互い殺人の話ができる友人と出逢うのは、やはり中々難しいのだろうか……と。

　悲ひ嘆たんに暮れる紗魔夜の背後から、




「…………どいてください」




　声がかけられた。素そっ気けなくてひどく冷たい、金属めいた少女の声。「……はい？」と後ろを振り返る紗魔夜に、

「邪魔です。どいてください……通れないので」

　声をかけてきた女子生徒――三つ編みヘアーに銀ぎん縁ぶち眼鏡めがね、地味な格好に似あわぬ端整な目鼻だちをしたクラスメイトが、入り口で立ち往生している。

　紗魔夜はしばし、彫ちよう像ぞうのごとく静止している女子生徒を観察した後、

「後ろの方から入ればよろしいでしょう？」

　目を細め、低い声音でうなるように答えた。すると、

「…………そうですね」

　眉一つ動かさずに首肯し、教室後方へと向かう。手応えのないその反応に、紗魔夜は「……あら？」と目を丸くした。咄とつ嗟さに「お待ちなさい」と呼び止め、

「貴女、わたくしが恐ろしくはないんですの？」

　尋ねる。女子生徒は振り向いて、

「…………そうですね」

　肩越しに、流し目を寄よ越こしてきた。紗魔夜の眉がはねあがる。

「本当ですの？」

「…………そうですね」

「少しも？」

「…………そうですね」

「そうですか。では、あなどっておりますの？」

「………………」

　女子生徒は沈黙。答えあぐねたのではなく単に『そうですね』ではないから黙だまった、という感じだ。そこはかとなく億おつ劫くうそうな気配さえ漂っている。

「…………。あらあら、いい度ど胸きようですわね」

　薄く笑み、歩き始めた。紗魔夜が近づいていっても女子生徒は逃げ出す素そ振ぶりを見せない。どころか身体ごと向き直り、

「……………………」

「……………………」

　正面きって対たい峙じしてくる。紗魔夜のギラギラ輝く瞳から一度も視線を外さずに、反応らしい反応すら見せることなく。乾かわいた無機質な目を紗魔夜に注ぎ続けていた。

「貴女は、確か……黒くろ城き冥めいさん、ですかしら？」

「…………そうですね」

　自己紹介の記憶を引っ張り出してきて問うと、女子生徒――黒城は代わり映えのない態度でうなずく。紗魔夜は「……黒城さん」と確かめるように呟いてから、

「殺害人数は一人。その方法は――」

「色々食べさせました」

　黒城が紗魔夜の言葉をさえぎり、平へい坦たんな声で続けた。

「相手からくり貫ぬいた目や、切り取った肉や、引きずり出した内臓や、はがした皮などを無理やり食べさせていたら、いつの間にやら死んでいました」

「――ああ」

　思い出す。殺した数こそ一人だが、その方法が一ひと際きわむごたらしく凄惨で、自己紹介を聞いたときから気になっていたのだ。殺した相手の肉を自分が食べることはあれ、殺す相手の肉を相手自身に食べさせるなどという行動は、いくら紗魔夜でもしていない。

　共食いならぬ『自食い』とは……本当に、血も涙もないことをする。紗魔夜は改めてこの無愛想な少女に、興味と好感を抱いた。

「うふふ。鬼き畜ちくの所しよ業ぎようですわね。中々おもしろいですの。けれどなにゆえ、そのような行為を？　よほど憎らしかったとか」

「…………いいえ」

　てっきり『そうですね』と返してくるかと思いきや、黒城は否定。目を伏せ、昏くらい影を落として、




「私には感情がありません」




　と言った。

「喜びも、悲しみも、怒りも、憎しみも、愛しみも、恐れも……何一つ、感じたことがありませんから。試してみたんです」

　黒城が紗魔夜のことを見つめる。感情のない――冷さめた目で。

「私が殺した相手は、幼おさな馴な染じみの男の子でした。お互い、生まれたばかりの頃から一緒に過ごしてきた男の子です。彼は私に好意を寄せていたようですが、私は何も感じていませんでした……そんなあるとき、ふと思ったのです」

　――人を殺してみたらどうか、と。

「何か、感じることができるかもしれない……そう考えた私は試しに早速、幼馴染みを殺してみることにしました。私が思いつく限り、最も残ざん酷こくな殺り方で……」

「……………………」

「とはいえ結局、彼が息絶たえるまで十三時間と二十九分四十一秒、私は特に何も感じられなかったわけですが――」

「何も？　では、こうしても平気ですわね」

　黒城の話を黙って聞いていた紗魔夜は次の瞬間、右手の松葉杖を振るい、黒城の顔面をなぐり飛ばした。黒城がよろけ、鉄格子の嵌はまった窓に身体をぶつける。息を殺して二人のやり取りを見守っていたクラスメイトから、悲鳴があがった。一方、

「……………………」

　黒城は痛みに顔をしかめただけ。眼鏡が外れ一層冷たさを増した目で、紗魔夜のことをにらむともなく見つめ返してくる。紗魔夜は微笑った。

「黒城さん――」

　名を呼び、顔を近づける。

「人を殺してもダメだったのなら、次は貴女が殺されてみてはどうです？」

　――手伝わせていただきますわよ。

　吐息がかかるくらいの距離でささやく紗魔夜に、

「…………そうですね」

　黒城は無表情にそう応え、

「それも、いいかもしれません……是ぜ非ひよろしくお願いします」

　無感情に微笑った。





×　×　×






「はぁ…………」

　落書きまみれの机にべったり頰をつけ、紗魔夜は陰いん鬱うつな溜め息を漏らした。

　すると、五槍がノートと教科書を片づけ「溜め息を吐くと幸せが逃げるぞ、紗魔夜」などと言いつつ後ろを振り向いてきた。紗魔夜は五槍のポニーテールをつかんで、

「……幸せ？　そんなもの、とっくに逃げてますわよ……はぁ。鬱ですの」

　手持ち無ぶ沙さ汰たにグイグイ引っ張りながら、再び吐息する。「こら、離せ」と抗議してくる五槍を放置し、どこもかしこも落書きだらけの教室内をぼんやり眺める。

　プルガトリウム更生学院に入学してから五日目、平日最後の授業を終えた紗魔夜は、すっかり疲ひ弊へいしていた。異常な場所での異常な毎日に、精神を削けずられたのではない。

　むしろ逆である。はっきり言って、

「退屈ですわ。退屈ですの……」

　――この五日間。紗魔夜はまだ見ぬ『同志』と出逢うため、色んな生徒に片っ端から声をかけて回った。獲物の顔の皮を剝はぎ、コレクションしていたという猟奇殺人犯や、恋人たちを嫉しつ妬との炎で焼き殺したという爆弾魔。想い人への歪んだ愛をこじらせ殺人に至いたったメンヘラ殺人鬼や、心の内にサイコパスを宿した多重人格者……など、殺人内容を聞いただけでワクワクするような者こそたくさんいたものの、

『あ……あぁ……』

　喘ぜん鳴めいのような声を漏らし続けるだけの《顔剝ぎ》とは会話が成り立たず、

『あっ、ああああ、あのあの、僕、あの……あのあの、えっと……』

　真っ赤になって慌てる爆弾魔の男子生徒とは、会話がままならなかった。

　メンヘラ女子とは最初、それなりにうまくやっていたのだが、

『まぁ！　この殿方が貴女の恋人ですの!?　なんだかパッとしないですわね……』

　写真を見せてもらった際、率そつ直ちよくな感想を告げたら襲いかかられた。

　多重人格者に至っては、恐らく妄言。軽く脅おどしたら、すぐ元の人格に戻ったのだ。

　初日に話した黒城とはいい友人になれそうだったが、

『…………そうですね』

　という相あい槌づちが受け答えの大半であり、感情がないぶんこだわりもないため、イマイチ会話が盛りあがらない。一日足らずで飽あきてしまった。

「あーあーあーあー、つまらないですわっ！　刺激が足りませんのっ！　――殺人鬼？　臆病者とコミュ障しようだらけじゃございませんかっ！」

　聞こえよがしな大声で紗魔夜は己の不満を叫んだ。放課後、仲間同士で雑談していたクラスメイトの視線が集まり、五槍が「おい、紗魔夜……」と焦る。机の上にほっぺをくっつけたまま、紗魔夜は「ふんっ」と鼻を鳴らして、

「……ビビらなくても結構でしてよ、五槍さん？　この方々にわたくしと殺りあう勇気はございませんもの。せいぜい陰かげでぐちぐち悪口を言い、傷つけられた矜きよう持じと自じ尊そん心しんを舐なめあい、慣なれあうだけですわ！　あーあーあーあー、くだらないっ！　雑ざ魚こばかりでうんざりしますの。雑魚雑魚雑魚雑魚、一人（わたくしを）飛ばして全部雑魚！」




「――おい。あんま調子に乗ってんじゃねぇぞ、紗魔夜沙姫？」




　言いたい放題わめく紗魔夜に、突っかかってくる者がいた。「……あら？」と身体を起こす紗魔夜をにらみつけ、目を爛らん々らんと光らせるのは、

「…………。クリ●●スさん？」

「栗栖だよッ！　二文字余計だ、クソビッチ」

　出席番号一番《悪夢の殺人劇場ナイトメア・シアター》の有栖川栗栖だ。入学初日の昼休み、食堂での暴行以来、ちっともからんで来なくなったため、半ば存在を忘れかけていたのだが……。

「黙って聞いてりゃ、雑魚だの臆病者だの……一番多く殺してるからって、一番偉いと勘違いしてやがるんじゃねぇぞ、ア●ルカ●トがッ！」

　鼻息荒く罵倒してくる有栖川に三白眼を向け、紗魔夜は「……はぁ？」と呆れる。

「勘違いしていらっしゃるのは、貴女でしょうに……わたくしはクソビッチではなないですし、ア●ルカ●トでもございませんの。処女ですわ、処女。自分が一番エロいなどとも思っていませんの」

「エロいじゃなくて偉いだが。耳腐ってんのか、腐れヴァージン!?」

「…………はぁ」

　嘆息。再び机に突っ伏すと、紗魔夜は殺る気のない声で、

「そういう風に煽って挑発されれば、わたくしが手を出すとでも？　出しませんわよ、バカらしい……調教されたくないですからね」

　二日目以降、紗魔夜は暴力を控え、殺人犯から襲われても極力反撃しないようにしていた。紗魔夜が愛しているのは殺人である。暴力ではない。初日こそ荒ぶっていたが、基本的には温厚だという自負もあり、ここ数日は一度も調教されていなかった。

　そんな紗魔夜を有栖川は嗤う。

「ハッ！　それこそ臆病者じゃねぇか。教師が怖いのかよ？　ＨＡＨＡＨＡ！」

「……………………」

　机に頰をつけた紗魔夜は沈黙。笑い続ける有栖川を見、次の瞬間。

　――ダァン！　と机をなぐって立ちあがり、

「ヒッ!?」「ひょえええぇ!?」

　ビクッと身体を震わせる有栖川、イスから転げ落ちる五槍の前で目を閉じ、深呼吸。とびっきりの笑顔で、

「お花摘つみに行ってきますの！」

　と言った。近くの机に寄りかかり、目を見開いて硬直していた有栖川が「……は？」とほうける。紗魔夜は嗤った。

「ですから、お化粧室に……うふふ。何を怯えていますの、有栖川さん？　わたくしに襲われるとでも思いましたか？　臆病ですわねぇ～。そもそも貴女、わたくしと接している間、瞳どう孔こうが開きっぱなしでしたわよ？　口ではいくら強い言葉を吐いても、怯えていらっしゃるのが丸わかりでしたわ。カラダは正直ですわねぇ～、うふふふふ」

「クッ――」

「ごきげんよう」

　歯を食いしばってにらみつけてくる有栖川に手を振り、席を離れる。床の上にへたりこんだ五槍は、追いかけてこない。やれやれ、まったく本当に――。

「……つまらないかた、ばっかりですわ」
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「ここで会ったが百年目、今日こそ貴様を成敗して殺る、紗魔夜沙姫ッ！」

「…………げぇ、ですの」

　数分後。女子トイレを出たところで、面倒臭い相手とはちあわせてしまい、紗魔夜は思わず顔をしかめた。今まさに男子トイレに入っていくところだった綺里雨が、紗魔夜の姿を捉とらえた瞬間、逆再生のように後ろ歩きで飛び出してきて、行手に立ちふさがったのである。綺里雨はすぐさまファイティングポーズを取り、

「正義の鉄拳ジヤステイスッ！」

　右ストレートを繰り出そうとした刹せつ那な、

　――バキュンッ！　飛来してきた銃弾に後頭部を撃たれ、

「ウチの阿あ呆ほうがごめんなさいね。たっぷり調教しておきますから――このカスがッ！　百発なぐってわからねェンなら次は千発ブチこむぞ、オラァ!?」

「ぐあああぁ!?」

　駆けつけてきた美槌に、銃のグリップを叩きこまれて悶もん絶ぜつ。髪をつかんで廊下を引きずられ《懲罰室》へと連れていかれた。すでに五回は目まの当たりにしている光景だ。

　折せつ檻かんされるとわかっているのに同じ愚行を重ねる綺里雨はアタマが弱いのか、よほど正義に熱いのか……。どの道、救いようがない。

「…………はぁ。殺人鬼としては中々、興味を惹かれるかたなのですけれど……わかりあえる気がしませんわ。ジャスティスジャスティスやかましいですし――」

「そういう貴様もですのですのとうるさいがな、紗魔夜？」

「――あぁん、ですの？」

「フハハハハ！　冗談だ冗談、そんなに怖い目を向けるんじゃない」

　五槍が大きな胸を張り、大きな声をあげながら大股で近づいてくる。相変わらず無駄に大きな態度の女だ。紗魔夜は「はぁ」と髪をかきあげて、

「遅かったではございませんか、五槍さん。金魚のふんの貴女には、珍しい……腰でも抜かしてらっしゃいましたの？」

「……ん。あ、ああ……そんなところだ、フハハ！　貴様がいきなり立ちあがるから、びっくりしてな。あたしとしたことが、生まれて初めて腰を抜かしてしまったぞ？」

「……………………」

　――おや？　と一瞬、紗魔夜は思った。何かにつけて尊大で、自分を大きく見せようとする五槍が、自分の恥をすんなり認めるとは珍しい。怪訝に感じる紗魔夜だったが、だからといって下手に詮せん索さくする気も起こらない。

「あら、そうですの。おめでとうございます、五槍さん。これで貴女は正しよう真しん正しよう銘めい、名実ともに一人前の腰抜けですわね」

「フフ……」

「ほめてませんの」

　五槍の変わらぬアホさ加減に呆れると同時、紗魔夜は五槍の変わらぬ態度に感心させられもする。この五日間、五槍は紗魔夜の行く先々にくっついてきて、虎とらの威いを借かる狐きつねのごとく威い張ばり散ちらしていたのだ。一度、本気で殺されかけたにもかかわらず……。

「……けれど、まぁ――」

　五槍に背中を向けた紗魔夜は、小さな声で呟いた。

「腰抜けでも、マシな腰抜けかもしれませんわね？　怖がりながらも、からんできてはおりますし……少々鬱陶しいですが、会話にならないわけではありません。四人殺していらっしゃるのも事実です。一番最初に期待して一番最初に失望させられましたから、厳きびしく当たってしまいましたけど……最終的にはこのエセ快楽殺人犯が、一番マシな気がしてきましたわ」

「……………………へ？」

　紗魔夜のひとりごとを聞いた五槍が、ポカーンとする気配。紗魔夜は「……ふんっ、ですの」と腕を組み、

「まぁこの御方がいいのではなく、その他が悪すぎるだけ……なのですけれど。絶対ではなく相対評価ですわ。誠まことに不本意――」

「紗魔夜あああぁ！　嬉しいことを言ってくれるじゃないか、貴様あああぁ！」

「きゃあ!?」

　ブツブツ呟く紗魔夜の腰に、五槍が抱きついてくる。紗魔夜は「鬱陶しいですの！」と身をよじり、五槍の『狂気』と書かれている頰を叩いた。

「ただのひとりごとですっ！　それに不本意だと言ってるでしょう!?　ああ、もう……離れなさい五槍さん、また半殺しにしますわよッ!?」
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　週末。土曜日を丸一日使い、宿題と一週間分の予習を終わらせた紗魔夜は、日曜日のお昼過ぎ『ある目的地』に向かう途中で、五槍の部屋を訪れていた。だが、

「いらっしゃらないみたいですわね……」

　鉄格子の隙間から見える室内に人影はなく、五槍は不在。殺人犯の生徒を恐れる五槍のことだから、てっきり部屋にこもっていると思っていたのに――。

「…………そうですね」

「あら？」

　思いがけない相槌があり、振り返る。制服姿の黒城が《残パン》と牛乳を手に、たたずんでいた。五槍の部屋を横目に見やり、

「私がここを通ったときには、まだいましたが……ベッドでゴロゴロしていましたよ。三十分も経っていないはずです」

　パックにストローを突き刺し、ちゅーちゅーと吸う。「あら、そうなんですの……」と残念がる紗魔夜に、黒城は興味なさげに問いかけてきた。

「……五槍さんに何か用でも？　ちゅーちゅー」

「ああ、いえ。大したことではないのですけど――」

　そこで一いつ旦たん言葉を止めて、黒城を見つめる。ストローから口を離し、パンの袋を開けながら、黒城が「なんですか？」と事務的に促してきた。紗魔夜は答える。

「今日はわたくし、これから新校舎の方へ行ってみようと思っておりまして。先輩がたと交流してみたいのですけれど、さすがにアウェーすぎますでしょう？　万が一のときに備そなえた生いけ贄にえ――もとい、助けあえるお仲間がほしかったのです」

「なるほど。助けあえるお仲間――もとい、万が一のときに備えた生け贄として、五槍さんを連れていこうとしてたんですね？　もぐもぐ」

「…………そうですの」

「そうですか」

　パンを嚥えん下かして回れ右。黒城は自室ではなく出口の方に身体を向けると、

「いいですよ。ちょうど時間を持てあましていたところです。留守にしている五槍さんの代わりに、私がご同行します」
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「紗魔夜さんって、ぼっちですよね……」

　黒城と二人で学生寮を出、新校舎へと向かう道中。基本的には受け身の黒城が珍しく自分の方から口を開いた。紗魔夜は「……はい？」と振り返り、

「や、やぶから棒に失礼ですわね、黒城さん……まぁ事実ですけど。仕方がありませんでしょう？　仲良くしたいと思える御方がいらっしゃらないのですから。なればこそ、わざわざこうして遠く離れた先輩がたを訪ねようとしているのです」

「…………そうですか」

「そうですの」

　――会話終了。お互い無言のまま、学院内の歩道を歩く。黒城には感情がないため、会話がなくても気にならないのだろうが、なんとなく居心地が悪かった。紗魔夜に普段つきまとっている五槍がペラペラとよくしゃべるから、余計にそう感じるのだろうか。

　アレはアレで鬱陶しくもあるのだけれど、こちらが気を遣わなくて済むぶん、楽なのかもしれないな……などと、紗魔夜がぼんやり考えていたとき。

「フハハハハハハハ！」

　何やら聞き覚えのある高笑いが耳に入ってきて、

「……あら？　五槍さん――」

　十メートルほど前の歩道を横切っていく五槍の姿が、視界に飛びこんできた。ただ、一人ではない。頰に『猛虎』と書きなぐり、胸を反らして闊かつ歩ぽしている五槍の後ろには制服姿の男子生徒が四人と、女子生徒が一人。極彩色の派手な髪をした――。

「……有栖川さん？」

　有栖川栗栖。一昨日、紗魔夜にかみついてきた彼女がどういうわけか五槍と行動を共にしている。遅れて五槍たちに気づいた黒城が「……おや？」と呟き、

「あれは五槍さん？　浮気現場を目撃してしまいましたね」

　などと眼鏡を光らせた。紗魔夜の胸に奇妙なイラだちが湧わく。

　それが黒城の軽口によるものなのか、はたまた自分以外の生徒と交流している五槍を目撃したせいなのかはよくわからない。足を止め、こちらの存在に気がつかぬまま脇道へと入っていく六人を見送った紗魔夜は――。

「……さて」

　歩みを再開。

「ん？　紗魔夜さん……新校舎に向かうのでは？」

　尋ねかけてくる黒城を無視して歩道を折れ、

「……なるほど、予定変更ですか。浮気調査をするわけですね」

「やかましいです、黒城さん。少し黙っていてくださいな」

　うそぶく黒城をひとにらみすると、足音を忍ばせ、五槍たちを追いかけた。
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「一昨日にも言わせてもらったけどさぁ、闇慈ちゃん……」

　旧校舎と新校舎の中ほどにある、雑木林が開けた空間。極彩色の毛先を弄もてあそびながら、有栖川が切り出す。腕を組み、仁王立ちする五槍に向かいあい、

「これ以上アイツとつるんでると、お前まで反感を買うことになるぜ？」

「……………………」

　忠告された五槍は閉口。構わず、有栖川は続けた。

「わかるだろ？　アイツはとんでもねぇ殺人鬼だけど、ちょっとばかり調子に乗りすぎてるからな。周りの奴を見下しすぎだし、バカにしすぎだ。自分だけが『特別』なんだと思っていやがる……そんな態度を隠しもしないで、むしろ見せつけて、敵ができねぇわけがないじゃん。実際――」

　かたわらに立つ男子生徒たちを見回し、有栖川がほくそ笑む。

「できちゃってるしねぇ～？　コイツら四人だけじゃねぇ、アイツのことをよく思ってない連中は、他にもたくさんいるんだぜ？　ＨＡＨＡ！　片や、アイツは孤高気取りの孤立したぼっち。このままいけばどうなるか、言わなくてもわかるだろ……？」

「……ああ」

　五槍が首肯し、うつむいた。そんな五槍に有栖川が近づいていき、

「――わかってんだぜ、闇慈ちゃん？　お前、本当はビビりだろ。バレバレだかんな？　一昨日とか、腰抜かしてたし……だから、忠告してやるよ。アイツとつるむのは、もうやめときな？　じゃなきゃそのうち、お前も殺られる……二十一人殺してるからって、一度にそれだけ殺せるわけじゃねぇんだし？　クラスの半分以上を敵に回して、勝てるわけがねぇって！　だからさぁ――」

　五槍の肩に腕を回して、有栖川がささやく。

「私らにつけ。ついてくれよぉ、闇慈ちゃん……私はお前を買ってんだ。初日にアイツとサシで殺りあう気き概がいはもちろん、族で総長張ってたんなら腕うでっ節ぷしにも自信あんだろ？　一緒にアイツを潰してくれとまでは言わねぇから――な？」

「断る」

「のわぁ!?」

　突き飛ばすように腕をほどかれ、有栖川が倒れた。「おい、何しやがるテメェ!?」と叫ぶ有栖川を見下ろし、五槍は嗤う。

「フハハ！　貴様らにつけ？　紗魔夜を裏切れ？　あたしが殺られる？　フハハハハ！　なんだ、その冗談は。おもしろくもなんともないぞ」

　五槍の笑顔が真顔に変わった。

　色めき立つ男子生徒を睥へい睨げいしつつ、

「……正直、紗魔夜を『気に入らない』と感じる理由は、わからんでもない。自信過剰で自意識過剰で自分勝手で自己中で、ですわですわとやかましい。淑しゆく女じよぶってるくせに口は悪くて人当たりも悪く、機嫌が悪いとすぐ他人あたしに当たる。暴力的だし攻撃的だし、常識的に考えて、アタマがどうかしてると思う。狂ってる」

「……………………」

「けど、奴はあたしのツレなんだ！」

　五槍がはっきりと告げる。五人の殺人犯を前にして、堂々と――。

「嫌なところはたくさんあるが、いいところもたくさんあるのだ！　例えば、そうだな……例えば……ええっと……例えば…………」

「……例えば？」

「す、すぐには浮かんでこないけど！　それでも、紗魔夜はあたしのツレだ。仲間だ。友達なのだッ！　だから、裏切るわけにはいかない。すまないな？」

　五槍にきっぱり断られ、有栖川が男子生徒と視線を交わした。「よっこらせ」と立ちあがり、お尻の汚れを払い落としながら、

「どうしても？」

「ああ。わざわざ休日に呼び出しておいて悪いが、あたしの返事は変わらない」

「……ふぅん。オーケー、わかったよ。そういうことなら、まぁしゃあないか……」

　有栖川が苦笑をこぼす。直後、

「おぶぅ!?」

　その顔面に五槍の右拳が叩きこまれた。

　有栖川の指示で動こうとしていた四人が鼻白み、有栖川が吹っ飛ぶ。ブンなぐられた頰を押さえて「ホワッツ!?　ワッツハァプン!?」とテンパる有栖川の眼前、

「先手必勝。こうなることは予想できてたからな、あたしの方からいかせてもらった。じゃなきゃ、わざわざこんなところに来るまい――おい、貴様たち」

　拳の骨をボキボキ鳴らして、五槍が半眼を向けた。その眼光に、飛びかかろうとしていた男子生徒が怯む。五槍は『猛虎』と書かれた頰を歪め、

「殺れるものなら殺ってみろ！　最強にして最凶にして最狂の暴走族《混沌の軍勢ケイオス・リージヨンズ》の元レディース総長、五槍闇慈が相手してやるッ！　五人くらいで優位に立ったと思うなよ？　あたしが四人殺したときは、一対二十だったんだ。得物バイクなしでも十分だろう。貴様ら全員、まとめて潰すッ！」

　獣のように「うおおおおおおおおおおおおぉ！」と咆ほう哮こう、五槍の気迫に呑まれる男子生徒の一人に、地面を蹴りつけ躍りかかった。

「ずこおおおおおおおおおおおおぉ!?」

　次の瞬間、長く伸ばしたスカートを踏み、五槍がコケる。

「「「……………………」」」

　沈黙は数秒。地面に顔からダイブした五槍が、面をあげるより早く――。

「や……殺っちまいなああああああああああああああああああぁ！」

「「「おおおおおおおおおおおおおおおおおおぉ！」」」

「ぎゃああああああああああああぁ!?」

　五槍に男子生徒たちが群がり、なぐる蹴るの暴行を加えた。遅れて有栖川も加勢し、五槍を袋叩きのボコボコにする。

　――ほどなく。

「ストップ！　お前ら、一旦やめろッ！」

　有栖川が暴行を止めさせ、五槍の顔を見下ろした。土まみれの血まみれになった五槍は「……うう」と力なくうめき、

「フ……フフ……どうした、人殺しども……この程度で、おしまいか？　フ……フハハハハハハハ！　く、口ほどにもな――」

「お前がなッ！」

「ぎゃん!?」

　有栖川に頭を蹴り飛ばされる。靴くつでグリグリ踏みにじられながら、

「ビ、ビビらせやがって……ＨＡＨＡＨＡＨＡ！　なんだよ、結局口だけじゃねぇか。弱すぎて逆にビビるわぁ～。総長アタマがコレじゃあ、族のレベルも知れてるよなぁ～。雑魚の集まりだったんじゃねぇの？　一対二十の抗こう争そうも、相手は小学生だったとか？」

「…………うるさい」

「ＨＡＨＡ！　まぁいいや。あんま使えなさそうだけど……私らにつけ、闇慈ちゃん。見逃してやるからさ。パシリとして、私らに――」

「うるさああああああぁい！」

「おわぁ!?」

　五槍が物凄い剣けん幕まくで跳ね起き、有栖川を弾はじき飛とばした。そのまま、

「あたしの仲間をバカにするなああああああぁ！　うがあああああああああぁ！」

　荒々しく暴れ始める。地面に倒れた有栖川を蹴り、襲いかかってくる男子生徒を迎え撃っては返り討ちにした。頰に拳を受けても怯まず、お腹に蹴りを叩きこまれても構わない。がむしゃらな暴れっぷりに、男子四人が圧倒される。しかし、

「ＦＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＣＫ！」

「――うがッ!?」

　後頭部をなぐりつけられ、五槍が倒れた。鮮血が散る。五槍を斃たおした有栖川は、

「ＦＵＣＫ！　ＦＵＣＫ！　ＦＵＣＫ　ＹＯＵ！」

　何度か追撃を加え、

「ハァ……ハァ……ハァ……やっと静かになりやがったなぁ、ファッキンクソレディ!?　て、手こずらせやがって……」

　右手に握りしめている得物――手の平大の石を削けずり、ナイフのようにとがらせた凶器を下ろす。先端には五槍の血がべっとり付着していた。栗栖は嗤う。

「丸腰だと思ったか？　ＨＡＨＡＨＡ！　最後通告だよ、闇慈ちゃん……」

「……ぐうう」

　空いている方の手で五槍の髪をつかむと、力づくで顔を起こさせ、

「私らにつけ。つかなきゃ殺す。弱いってのは取り消すぜ……パシリ発言も取り下げてやる。だから、アイツを――」

「嫌だ。断る」

　額から垂れてくる血で顔中を真っ赤に染めた五槍は、それでも力強く拒絶し、有栖川をにらんだ。そして、

「……あたしは自分の命が惜おしい。助かるためにはなんでもするよ……プライドなんてかなぐり捨てて、命乞いでもなんでもしてやるさ……だけど仲間を裏切ることだけは、死んでもしない。するもんかッ！」

　五槍が咆える。その言葉を聞き届けた、直後。




「――はぁ？」




　木立の陰に身を潜ひそめ、五槍の『死に様』を見守っていた紗魔夜は、

「わたくしがいつ貴女の仲間になったんですの？　勝手な妄想はやめてくださいまし、五槍さん。迷惑ですわ」

「げっ!?　しゃ、紗魔夜沙姫……」

　いきなり姿を現した紗魔夜に、有栖川が驚愕。凶器を振りあげたまま、目を見開いて絶句している。五槍も呆然となって、紗魔夜のことを凝視していた。

「しゃ、紗魔夜……なんで貴様がこんなところに……」

「別に？　何やら聞き捨てならない言葉が聞こえてまいりましたので、駆けつけてきただけですの。何が仲間ですか、まったく……不愉快ですわ。腹がたちますの」

「ええっ!?　そ、そんなあああぁ……」

「ただ」

　ショックを受ける五槍から顔を背けて、溜め息をこぼす。

「わたくし、思い出しました。入学初日、わたくしが綺里雨さんに殺されかかっていたとき……助けてくださいましたわね？　貴女ごときに借りを作ったまま、死んでしまわれるのも癪しやくなので……」

　五槍を取り囲んでいる五人に視線をめぐらせ、

「不本意ですが、助けに入って差しあげますの。こちらの方々は全員、殺してしまって構いませんわね？」

「紗魔夜――」

「ＦＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＣＫ！」

　涙目になる五槍を手放し、栗栖が中指を立てた。歯をむき出しにして憤る。

「私ら全員殺すだと？　殺ってみやがれ、淑女気取りのメスブタビッチ！　丸腰なのに大した自信じゃねぇか。上等だッ！　ブッ殺――ぎゃっ!?」

　右手に握りこんでいた砂を、有栖川の目に投げつけた。続けて左手の石を、顔に投とう擲てきしつつ駆け「ぎゃんっ!?」取り落とされた凶器を素早く拾うと、

「ぎゃああああああああああああぁ!?」

　すぐさま振るい、飛びかかってきた男子生徒を迎撃。眼球を切りつけられた男子が、耳をつんざくような悲鳴をあげてのけ反る。その股こ間かんにヒザ蹴りを入れ、

「ごきげんよう」

　両手で凶器を振りかぶった紗魔夜は、前かがみになった男子生徒の無む防ぼう備びなうなじ、頸けい椎ついをえぐろうとした。そこに、

「うわああああああぁ！」

　別の男子生徒が、なりふり構わず突撃してきて――。

「紗魔夜あああぁ！」

　横あいから突進してきた五槍に押し倒される。揉もみあいの末、マウントポジションを取る五槍だが「このアマアアアアァ！」走り寄ってきた別の男子生徒に引きはがされてしまった。そのまま、首を絞められる。

「…………ッ!?　五槍さん――」

　紗魔夜が五槍に気を取られた、瞬間。

「死ねやあああああああああああああああぁ！」

「がッ、ですの!?」

　頭部に衝撃。よろめきながら首を向けると、有栖川が目を血走らせ、紗魔夜が奪った凶器と同じ石の得物（二本目！）を振りあげていた。視界がかすむ。

「しま――」




「正義の正拳ジヤステイスッ！」




　突如。閃せん光こうのような疾はやさで割りこんできた拳が、有栖川をなぐりつけた。頰に拳打をもらった有栖川が吹っ飛び、紗魔夜の視界から消える。代わりに飛びこんできたのは、柔にゆう和わな表情の男子生徒だ。

「……綺里雨さん？」

「やぁ、紗魔夜沙姫。大丈夫かい？」

「どうして……」

「どうして？　決まってる――」

　紗魔夜に股間を蹴られ、うずくまっている男子生徒の頭部を無造作に蹴り、綺里雨が親指を立てた。

「正義の味方だからだよ」

「は、はぁ……」

「うがあああああああああぁ！」

　渾こん身しんのキメ顔で言い放つ綺里雨に紗魔夜が当惑していると、五槍の咆哮がとどろく。見れば、拘束から逃れた五槍が荒れ狂い、男子生徒二人を圧倒していた。

　その向こう――。

「……………………」

　残る一人の男子生徒は、いつの間にか乱入していた黒城にネクタイで首を絞められ、気絶している。綺里雨が笑った。

「はは、ざまぁみろだね！　悪者は必ず裁さばかれるのさ」

　それから紗魔夜のことを見て、

「僕はまだ、貴様のことを赦ゆるしたわけじゃない……。けど少しだけ見直したよ、紗魔夜沙姫。僕より先に悪を嗅かぎつけ断罪するとは、やるじゃないか」

「……はぁ」

「だが、有栖川栗栖」

　綺里雨がギロリと半眼を向ける。抜き足差し足、バレないようにこっそり立ち去ろうとしていた有栖川が、ビクンッと身体を震わせた。綺里雨がみるみる殺気だち、

「――貴様は赦さん。勧かん善ぜん懲ちよう悪あくだぁ、ジャスティ――――ス！」

「ぎゃあああああああああああああああぁ、ヘルプミイイイイイイイイイィ！」

「待てええええええぇ！」

　逃げる有栖川を追いかけていく。木々の彼方かなたから、有栖川の「ＦＵＣＫ！　覚えてろよぉ、紗魔夜沙姫いいいぃ!?」とい負け惜おしみが聞こえた。紗魔夜は溜め息を吐き、

「五槍さん」

　呼びかける。二人の男子を両手でつかみ、振り回してはバッコンバッコン地面に叩きつけていた五槍が暴れるのをやめた。

「……む？　片づいたのか、紗魔夜……？」

「ええ。ですから、そのくらいにしておきなさいな？　黒城さんも……殺すと後が面倒ですし、やめておいた方がいいかと」

「…………そうですね」

　黒城がネクタイをゆるめる。

　崩れ落ち、激しくせきこむ男子生徒。地面の上でぐったり伸びている男子生徒、股間を押さえて悶絶している男子生徒を見回しながら、

「…………やれやれ、ですの」

　紗魔夜は自分の中にある熱が、急速に冷めるのを感じた。「……殺さないのか？」と眉をひそめる五槍に歩み寄っていき、

「殺しませんわ、こんな連中。くだらない……それより保健室ですの。貴女、傷だらけではございませんか。まったく、世話が焼けますわねぇ」

「――ぁ」

　肩を貸す。五槍が目を丸くした。「紗魔夜ぁ……」と鼻声になり、

「優しいじゃないかあああぁ、このツンデレめぇ！　貴様、実はあたしのことそんなに嫌いじゃないだろ!?　フハハハハ！　あたしも嫌いじゃないぞ、紗魔夜あああぁ！」

「……はぁ。やっぱり、見殺しにするべきだったかもしれませんわね？」

『猛虎』と書かれた血だらけの頰をグリグリこすりつけられ、紗魔夜はぼやく。黒城が「…………そうですね」と微笑した。







　その、光景を――。







「沙姫っ！」

　打ち破る声。閉じていた目をゆっくり開き、振り返る。

　ポニーテールに丈の長いスカート、今日も今日とて時代遅れのスケバンみたいな格好をした五槍闇慈が、木々の狭はざ間まにたたずんでいた。怒ったように口をとがらせ、

「探したぞ。こんなところで何してるんだ？」

　態度と同じく大きな胸を揺らして、ズンズン近づいてくる。紗魔夜は「いえ……」と視線を戻し、雑木林が開けている空間を見つめた。五槍が隣に並ぶのを待って、

「少し昔を懐なつかしんでいただけですわ」

　と答える。

　昔とはいえ、たかだか三年前の記憶だが。五槍も思い出したのだろう、

「……んん？　ああ、あのときか！　栗栖の奴に殺されかけてたあたしを貴様が助けてくれたとき……フハハ！　懐かしいなぁ～。あの頃の貴様はまだ狂暴おてんばで、誰それ構わずツンツンしてて、あたしだけしか仲間がいなかったものなぁ～。フハハハハ！」

　などと、胸を反らして笑い始める。

　いつもなら速攻で黙らせているところだが、紗魔夜は敢えて五槍を放置し、耳みみ障ざわりなその哄笑に耳を傾けた。五槍の顔から笑みが消えていき、困惑が浮かぶ。

「あ、あれ……な、なぐらないのか？」

「なぐりませんわよ。なんですの、その残念そうな反応は……？」

　うふふふふ、と笑う紗魔夜に、五槍は憤ふん慨がい。

「残念なわけあるかっ！　あたしはＭじゃないんだぞ、からかう――な[image: ][image: ]!?」

「時間差ですわ」

「[image: ]、[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]～～～っ！」

　お腹に拳を受けた五槍が倒れこみ、涙目になって紗魔夜をにらんだ。紗魔夜は涼しい表情でそれを受け止め「ごめんあそばせ？」と肩をすくめる。それから、

「五槍さん――」

　名を呼び、翠玉色エメラルドの双眸を細めると、




「――愉しい三年間でしたわね！」




　満面の笑顔で、そう言った。

「……………………へ？」

　ほうける五槍の頰には『卒業』の文字。今日は三月十四日。紗魔夜たち三年生の生徒がプルガトリウム更生学院でのカリキュラムを修了し、プロの《殺し屋》として裏社会に巣立っていく日だ。

「さ、沙姫――」

　何か言おうと口を開いた五槍を残し、きびすを返して歩き出す。

　黒城に綺里雨、それから美槌。五ヶ月前の《退学死験》で自分が殺した三人と、その別れ際を想い、紗魔夜は笑みを深めた。

《心無しハートレス》の黒城冥は最期、驚愕の表情を浮かべて息絶え、

《敬虔なる断罪者アンダー・オース》の綺里雨貴哉は最後まで、愚直に正義を貫こうとし、

《絶対猟域アウトレンジ・アウトレイジ》の美槌美裕は最期の最後で支配者から被支配者へと転落し、今まで見せたことのない姿をたっぷり拝おがませてくれた。皆、素敵な死に様で――そんな彼らと出逢えた幸福をかみしめながら、紗魔夜はゆっくり追つい憶おくをなぞる。

　例の悶着を経へて、五槍がますます紗魔夜になつき、鬱陶しさを増したこと。綺里雨の態度が軟化したこと。紗魔夜もだんだん丸くなっていったこと。《林監学校》で上級生を殺しかけ《体育祭》で殺害したりしつつも、二年生にあがる頃にはすっかり更生し、綺里雨の誘いで《風紀委員》に加わったこと。知らない間にファンクラブができ、入学当初は紗魔夜を畏れ、妬ねたみ、うとましがっていた連中が、紗魔夜のファンになっていたこと。有栖川だけは紗魔夜を敵視し続け、何かにつけてちょっかいを出してきたこと。二年になっても『そうですね』しか言わない黒城に辟へき易えきしたこと。

　それから――。

（…………京きよう輔すけさま）

　三年生になり、風紀委員長になった紗魔夜が惹ひかれた少年のこと。彼の友達であり、ブチ●したくて仕方なくなる後輩のこと。第一印象こそ最悪だったが、今となっては一番仲良しな後輩のこと。四六時中ガスマスクをした、マジ●チ異常快楽殺人者サイコキラーのこと……は綺麗さっぱり忘れるとして。

　実に、愉しい三年間だった。これから始まる殺人三ざん昧まいの日々も魅力的だが、この学院で過ごした毎日、送った青春、感じた想い、出逢った人たち、別れた人たちのことは、きっと生涯覚えているだろう。この学院に入学できて、本当によかった……。




「おい待て！　なんだ、その晴れやかな態度はッ!?　仲良しだった皆を殺しておいて、ニコニコと……血も涙もないっていうか血しかないよなぁ、沙姫いいいぃ!?」




　紗魔夜が追想にふけり、感傷に浸っていると。五槍が追いつき、後頭部を張り倒してきた。紗魔夜は「――[image: ][image: ]？」と五槍をにらみつけ、

「……うるさいですわね。貴女こそ、それでも殺し屋なんですの？　せっかく生かしてあげたのですから、これからも、そう簡単に死ぬんじゃありませんわよ」

「えっ。今デレたのか？　あたしにデレたのか、沙姫ッ!?」

「……デレてませんわ。殺されたいんですの？」

　三年経っても相変わらずな五槍に呆れる。一方で、

（なんというか、まぁ……腐くされ縁えん、ですわよね）

　改めて三年間を思い返してみると、そこにはいつも五槍の姿があった。クラスも全部同じだったし、紗魔夜が最も時間を共有してきた相手は間違いなくこのエセ快楽殺人犯なのだ。紗魔夜としては誠に遺憾で、不本意でもあるのだが……。

　なんとなく。この『縁えん』は紗魔夜たちが卒業して殺し屋になり、離れ離れになったとしても切れることはないのだろうな、とも思う。口に出したら五槍が調子に乗るので、胸にしまっておくけれど。

　紗魔夜は――。




「ごきげんよう」




　麗うららかな春。肩の辺りでバッサリ切られた慣れない髪をなでつけ、慣れ親しんだ過去に別れを告げると、五槍と共に、新たな一歩を踏み出した。






























「舞まい那なちゃん。殺し屋じゃなくて、私の助手になる気はないかい？」

　新学期の四月中旬。きっかけは、殺し屋の授業がうまくこなせず消しよう沈ちんしている舞那に零れい子こが持ちかけてきた、その提案だった。

　――五十嵐いがらし舞那。ドジで他人を殺してしまう、荒こう唐とう無む稽けいな無差別殺人犯スプリーキラー。

　舞那本人の意思を無視して、突発的かつ無む秩ちつ序じよにまき散らされる災害じみた殺害は、彼女の周りにいる人々の命を片かたっ端ぱしから奪い取る。

　その猛もう威いは凄すさまじかったが、同時に深刻な問題もあった。

　ドジゆえまったく制御が利かず、このままでは使い物にならないのだが、無理に調教すれば『全てが奇襲で不意打ち』という舞那最大の武器を殺してしまいかねない……という危き惧ぐと懸け念ねんだ。

　しかも、舞那は《災悪のドジっ娘ブラツク・パンドラ》などと呼ばれる謎なぞの塊かたまり。誰だれも扱い方がわからず、正しい導き方がわからない。奇異で奇妙で奇抜で奇怪な《殺さつ人じん奇き》。

　裏社会ですら、持てあまされていた逸脱者アウトサイダー。だからこそ、

「よかったね。今朝、無事《組織》の許可が下りたよ」

　一週間後。零子がした申し出は、拍子抜けするくらいあっさり認められ、

「今日から君は、私の助も手のだ！　ふふっ」

　五十嵐舞那は《プルガトリウム更生学院》を正式に退学。現理事長を務つとめる氷ひ河かわ零子の部下として、働き始めることになったのだった。





×　×　×






「あ、あの……わたしは何をすればいいんでしょうか、零子先生？」

　翌朝。制服ではなく人生初のスーツに身を包み、新校舎の地下にある《理事長室》を訪れた舞那は、緊張した面おも持もちで尋ねる。豪ごう奢しやな執務机について、山と積まれた書類に判はん子こを押していきながら、零子が「う～ん、そうだなぁ……」と思案した。

　トレードマークの白衣は羽は織おっておらず、上半身はブラウス一枚。ボタンをいくつか外した胸が、机の上に乗せられている。すごい状態だ……。

「じゃあ、とりあえず揉もんでもらえる？」

「ふえぇ!?」

「肩。凝こっててさ」

「あ……か、肩ですね。はい、かしこまりまちたっ！」

　舞那は慌あわてて執務机の前から後ろに回り、零子の肩に手を添そえた。指にゆっくり力をこめていき、揉みほぐす。零子の口から「はふぅ……」と吐息がこぼれた。

「いいねぇ、中なか々なか上手じゃないか。舞那はテクニシャンだなぁ」

「テクニシャン……あ、ありがとうございます！」

　ほめられたのが嬉うれしくて、肩揉みにも気合いが入る。親指に体重を乗せ、ぎゅうっと強く押しこんだ。零子が「くはぁ……」と身体からだを震わせる。

「き、気持ちいぃ～。うん、その調子でよろしく」

「はい、かしこまりましたっ！」

　舞那は張りきって返事し、肩揉みを続けた。零子は書類に目を通しつつ、

「まいっちゃうな、もう……《退学死験》の事後処理が終わってようやく一息つけると思ったら、次の作業がどんどん降ってくるんだもんさぁ！　仕事も疲れもストレスも、連日溜たまりっぱなしだよ。プルガトリウム更生学院、ブラックすぎぃ～～～っ！」

「あわわ。色んな意味で真っ黒ですもんね、ここ……」

「だねぇ。労働基準法っていうか、法律自体を守ってないし？　そう言う舞那も、今日からめでたくブラック社員なわけだけど」

「あうあう。そ、そうでした……過労死しませんように！」

　おののく舞那に零子が笑った。

「あはは。心配しなくても平気だよ。君に仕事を振るのは私だからね？　ご覧の通り、私はとっても色白ホワイトなんだ」

　書類をめくる零子の袖そではヒジ上までまくりあげられ、白くなめらかな素肌がのぞいている。舞那は「あはは。それなら安心です」と笑い返して、

「……具体的には、どんなお仕事があるんですか？　肩揉みの他に」

　訊きいてみた。零子は「う～ん……」としばらく考え、

「ご覧の通り、私はすっごく胸が大きい」

「――ふぇ？　ああ、はい……ご立派ですよね、Ｊカップなんでしたっけ」

　首を傾かしげて見下ろすと、深い谷間が視界に飛びこんでくる。舞那は胸が小さい方ではないと思うが、それでもこのおっぱいに比べたら貧ひん相そうだと感じずにはいられない。

「……コレ、めちゃくちゃ重たいんだよ」

「で、でしょうねぇ……」

「だから、こうして机に『置いてる』わけなんだけど。立ってるときとか、胸の置き場がないこともある。そういうときこそ、助手の出番だっ！」

「…………？」

「私の背後に回った舞那が、両手でおっぱいを支えるの。それが一番大きな仕事」

「ふえぇ!?　一番大きな仕事がそれなんですか!?」

「そうだよ。簡単だろう？」

「簡単ですけど！」

　シュールな仕事内容だ。零子が「いやぁ……」とほっぺをかいた。

「身の回りのお世話は学院がしてくれてるし、君の身体や料理の謎を解明してる余裕もまだないからさ……まぁ、アレは《組織》を納得させる方ほう便べんみたいなものだけど。現状ほとんど仕事がないんだよねぇ」

「そ、そうなんですか……」

　――なら、どうして助手を採ったりしたんですか？　などとは訊かない。

　聞かなくても、わかっている。

　零子は『人を殺したくない』という舞那のことをおもんぱかってくれたのだ。

　殺し屋になんかなりたくない、けれど表社会に戻ったところで、いつまた人を殺してしまうかわからない。居場所がなく行き場所もなく、八方ふさがりだった舞那に救いの手を差し伸べてくれたのだ。

　プルガトリウム更生学院の理事長と《組織》の科学者、二つの仕事をこなし、多忙を極きわめる中で貴重な時間を割さいてまで……。だから、

「あ、あのっ！　わたしにお手伝いできることがあったら、なんでも言ってください！　一いつ生しよう懸けん命めい、頑張りますからっ！」

　恩返しがしたいと思った。零子の力になりたいと感じた。鼻息荒く意気ごむ舞那を、零子が振り返ってくる。氷蒼色アイスブルーの瞳ひとみを優しく細め、

「うん、ありがとう。やっぱりいい娘だな、舞那ちゃん……ふふっ。じゃあ、お言葉に甘えて……君の身体を調べる際には、思う存分あんなことやこんなことをさせてもらうね？　ふふふふふ」

「ひいっ!?」

　邪悪な笑みを浮かべる零子に、戦せん慄りつする舞那。零子が「あはは」と破顔した。

「冗じよう談だん冗談。悪くはしないし、痛くもしないよ。だけど、お願いできる仕事がないのは本当。う～ん、どうしたものかなぁ……」

　――あ、そうだ！　と零子が手を叩たたく。壁時計を見やり、

「もうすぐ朝の刑けい務む作業が終わる時間だね。パトロールでも頼んじゃおうかな」

「パトロール……」

「うん。一年生はまだ荒れてるだろうから、旧校舎の方には行かなくてもいいけど……新校舎、二・三年生がいる場所をあらかた巡回してきてほしいんだ。バシッと決まったスーツ姿を、元同級生や先輩たちに見せつけてあげよう！」

「――ん。き、決まってますかね……？」

　言われ、舞那は自分の格好を見直してみた。大人っぽい白茶色ベージユのスーツ。背が低くて幼児体型、まだ十五歳の舞那には似つかわしくない服装だったが、なぜか不思議と様さまになっているような気がする。零子が「うんうんっ！」とうなずいた。

「バッチリ決まっているよ？　どこに出しても恥ずかしくない助手だ！　君は私の部下だけど、立場的にはこの学院の職員でもあるわけで……今後も校内パトロールとか行事のお手伝いとか、そういう仕事をお願いしようと思ってるんだよね。だから、あいさつ回りというか、初日に一通り顔見せしといた方がいいかなぁって。できれば、私も一緒に行ってあげたいんだけど……」

「あ、いえ！　気にしないでください。零子先生、忙しいでしょうし……つい最近まで通ってたところなんです、わたし一人で無もう問まん題たいですよっ！」

　拳こぶしを握って張りきる舞那に、零子が「頼もしいねぇ！」と笑った。作業の手を止め、伸びをする。豊かな胸が机を離れ、重たく垂たれた。

　瞬間、舞那は「ハッ!?」と拳をほどき、

「よし。肩揉みはもう十分だから、見回りの方に行っちゃって……って、君はいきなり何をしてるんだい、舞那？」

「お仕事です！　零子先生のおっぱいを支えていますっ！」

「……………………」

　脇に両手をくぐらせ、下からすくいあげるようにして左右の乳房を持ちあげる舞那。伸びをしたまま動かぬ零子に、舞那は問いかける。

「え、ええっと……こんな感じであってますかね？　高さとか……もっと持ちあげた方がいいです？　それとも下げた方が――」













　胸を上下に動かしながら尋ねると、零子が「ストップ」と呟つぶやいた。

「あ、はい！　高さはこれくらいですね？　手の位置は――」

「……ストップ。ストップだ、舞那」

「はい、ここですね？　覚えておきます！　けど、本当に重いんですねぇ……おっぱいだとは信じられないくらいのずっしり感です。何キロくらいあるんでしょう、コレ」

「……片かた乳ちち一キロちょっとかな」

「ふえええぇ!?　いち、いちちち、一キロもあるんですかあああぁ!?　合計二キロっ！　しゅ、しゅごしゅぎる……生まれたばっかの赤ちゃんくらい重いですよね？」

「ま、舞那――」

「あうあう。肩が凝るのも仕方ないですし、零子先生が『一番大きな仕事』って言った理由もわかりまちた。て、手が疲つかれます……だけど安心してくだちゃい、零子先生っ！　わたしが支えますからっ！　零子先生が疲れないように――」

「支えなくていいっ！」

　零子が叫んだ。

「この仕事は冗談だから、冗談！　ほ、本気にしないでよ……ていうか、いきなり実行しないで！　びっくりしちゃうだろう!?」

「…………ちゅみまちぇんでちた」

　零子の胸から手を離し、舞那はしょんぼりとする。全力で取り組もうとするあまり、冗談と本気の区別がつかなくなっていたようだ。肩を落としてうなだれる舞那に、零子が「あー……」と後頭部をかいた。

「……私の方こそ、なんかごめんね？　変な冗談言っちゃって……大丈夫だよ、怒ってないよ。落ちこまないで。ほら、元気を出してパトロールに行ってくるんだ」

「うう。ごめんなちゃい……ありがとうございまちゅ」

　水玉模様のハンドタオルを取り出し、涙を拭ふく。舞那の頭を「よしよし」となで、

「うん。そんな顔じゃあ、皆心配しちゃうじゃないか。笑顔で、明るい姿を見せてあげようよ。時間は気にせず、ゆっくり回ってくればいいからさ」

　微笑ほほえむ零子に、舞那も微わ笑らった。

　素すの元気を取り戻し、

「くしゅくしゅ……はい、了解しました！　行ってきますね、零子先生っ！」





×　×　×






　四つの鉄てつ扉ぴを開け、地上へと戻る。階段近くの物置からＢ棟一階に出て、砲金色ガンメタルの腕時計を確かめてみた。八時五十分。刑務作業が終了し、着替えをしているくらいの時間だ。着替え終わったら各自朝食を摂とり、九時二十分には教室へ。九時半から一時間目の授業が始まる。舞那は思考した後、

「ひとまず、昇降口に行こうかな……？」

　登校してくる生徒たちを出迎え、あいさつすることに決めた。昇降口はＡ棟の一階にあり、Ｂ棟とは二つの渡り廊下で結ばれている。うち一つは一階だ。

「よぉ～し、頑がん張ばりますよおおおぉ……えいっ、えいっ、おぉ――――っ！」

　拳を突きあげ、気合い十分。舞那が歩き出そうとしたとき。

「……ッハアアアァ…………」

　声が聞こえた。遠くから、微かすかに聞き覚えのある声が……。片足を踏み出したまま、舞那は「――ふぇ？」と一いつ旦たん停止。外に面した窓を見る。次の瞬間、

「ヒャッハアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァ！　久く瑠る宮みやちゅわんの匂においだアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァ！」

　真っ赤なモヒカン頭の男子生徒が、猛もう然ぜんと突っこんできて、

「ふえええぇ!?　モ、モモモモ、モヒカンさ――」

　――ガッシャアアアアアアァン！

　窓ガラス（旧校舎と違い、鉄てつ格ごう子しは嵌はめられていない）をブチ破り、モヒカンが校舎内に侵入してきた。

「はわああああああぁ!?」

　腰を抜かして引っくり返った舞那は、大慌てで退たい避ひ。廊下をゴロゴロ転がって、粉ふん砕さいされたガラスの破は片へんをなんとか回避する。そこに、

「ドジっ娘こおおおおおおおおおおおおぉ!?」

「ひいいいいいいいいいいいいぃ!?」

　モヒカンが襲来。腕を広げて躍りかかり、舞那の身体を捕とらえようとしてきた。夢中でかがめた頭の上を腕が交こう叉さし、巨体が飛び過ぎていく。舞那はすかさず逃げ出そうとするも、ガラス片に退路をはばまれていた。スリッパは脱ぬげてしまっている。

「へへへ……追いつめたぜェ、お嬢じようちゅわ～ん？」

「ひっ――」

　両手をワサワサうごめかせ、モヒカンが近づいてきた。怯おびえる舞那の目の前で、くんくんくんっと鼻を動かし、

「……この匂い。やっぱり久瑠宮ちゅわんの匂いだアアアァ！　さてはドジっ娘ォ～、テメェが着てるスーツは久瑠宮ちゅわんの……？」

「そっ、そそそそ、そうでちゅ！　く、久瑠宮ちぇんちぇえのお下がり――」

「よこせえええええええええええええええええええええぇ！」

「いにゃあああああああああああああっ!?」

「死にさらせっ！」

　舞那に襲いかかろうとしたモヒカンを、背後からブンなぐる人影。鉄パイプに側頭部を強打され「ひでぶ!?」モヒカンの巨体が真横に吹っ飛ぶ。さらに間かん髪はつ入いれず、反対の腕でラリアット。刈かり取とるように首を捕らえてなぐり倒すと、

「モヒカアアアアアアアアアァン！」

　鉄パイプを放ほうって馬乗りになり、左右の拳をピアスだらけの顔面にブチこみ始めた。

「朝っぱらから何をしているんだァ貴様は、アァン!?　また窓ガラスを割りおって……これで一体、何枚目だかわかるか？　五十枚目だ、貴様が入学してきてからアアアァ！　貴様の頭蓋骨アタマも粉ふん砕さいするぞ、クソッタレ!?　忌いま々いましいチ●カス野郎め！　何かわたしに言うべきことがあるんじゃないのか？　言うべきことがあるんじゃないのかァ!?」

「ぐ、ぐるみやぜんぜぇ……」

　なぐられすぎて腫はれあがり、血まみれになった顔を歪ゆがめてモヒカンが言う。

「――愛してる」

「ごめんなさいだろうがアアアアアアァ!?」

「ひじ[image: ]!?」

　久瑠宮の拳けん打だが激しさを増し、加速する。やがて廊下に血の海が生まれ、苦しみとも悦よろこびともつかないモヒカンの悲鳴が、だんだん細くなっていき……。

「…………む？　おお、そこにいるのは五十嵐ではないか！」

　プツンッと途切れた直後、拳の乱打を止やめた久瑠宮が、ようやく舞那の存在に気づいた。左右の拳と上半身を赤く汚した久瑠宮は「どっこいしょ」と立ちあがり、

「そういえば、今日からだったなァ……ククク。わたしが貴様に寄よ越こしたスーツ、よく似あっているぞ？　サイズ感も申し分ない」

　舞那に歩み寄ってくる。血に染まった手をハンカチで拭き、

「おい。立てるか？」

「――ふぇ？　あ、はい……あ、ありがとうございまちゅ。はわわ」

　差し出された手を怖おず怖おず取ると、片手で軽々引っ張り起こしてくれた。さらに舞那と対たい峙じした久瑠宮は、衣服の乱れを整えてくれて、

「うむ、これでよし。スーツは崩さずきちんと着ろよ」

「は、はぁ……」

「返事は『はい』だ、バカモノ」

　――ぺちんっと軽くデコピンされる。舞那は「はうっ!?　は、はい……すみません」と謝りながら、強烈な違い和わ感かんを覚えていた。

「あ、あの……久瑠宮先生。何かいいことあったんですか？」

「……いいこと？　ないが。悪いことなら、あったばかりだな……」

　気絶しているモヒカンを見て、久瑠宮が嘆たん息そくをこぼす。舞那は「で、ですよね……」と苦笑してから、

「でも、そのぉ……なんだか、やけに優しくないです？　今日の久瑠宮先生」

　尋ねると、久瑠宮が「ああ」と首肯した。

「それは貴様が我が校の『生徒』でなくなり『職員』になったからだよ。虐しいたげられる側から虐げる側、つまりわたしと同等の立場になったからだな」

「……虐げる側」

「まぁ、虐げなくともいいのだが。とにかく生徒ではなくなったのだ。生徒でなければ教育する必要はないし、調教する意味もない。よって、厳きびしく接することもない……。しかも、貴様は零子の助手なのだ。親友が大事にしている助手を、わざわざいじめたりせんよ。暴力などもっての外ほかだ」

「く、久瑠宮先生……」

「先生ではなく『さん』でいい。なんなら聖ひじりさんでも構わん。ククク……貴様はわたしと体型が近く、親近感があるからな。お古のスーツや時計をくれてやったのも、相手が貴様だからだ。特注品オーダー・メイドの高級品だぞ？」

「聖しゃん……」

　白茶色ベージユのスーツを着た胸元に砲金色ガンメタルの腕時計を抱きこみ、舞那は瞳をうるませた。

　スーツが不思議と様になっていたのは、それが元々久瑠宮の（幼児）体型にあわせて作られたものだからなのだろう。腕時計は少しゴツくて、重たかったが……。

「そのスーツは特殊な繊せん維いで作られていて、防ぼう刃じん・防弾機能が備そなわっている。腕時計はいざというとき鈍どん器きになるし、説明し忘れていたが麻酔針もしこまれている。ああいうブタに襲われたとき役立てろ？」

　言って、久瑠宮がモヒカンを指さした。麻酔針の飛ばし方をレクチャーしてくれ、

「……まぁ、なんだ。わたしと貴様は去年『教師と生徒』の関係だったから、色々やりづらいかもしれないが……零子の奴にもよろしく頼まれている、何かあったらいつでも相談しに来いよ」

「……は、はい。あ、ありがとうございまちゅ……あうあう」

　やっぱり慣れない。ついつい萎い縮しゆくし、緊張してしまう舞那の肩を、久瑠宮が叩く。

「気にするな。その代わり、零子の奴をよろしく頼む」

「は、はい！　頑張りますっ！」

「うむ。ドジにはくれぐれも気をつけるんだぞ」

　最後にそう忠告し、久瑠宮は舞那の元を離れた。気絶するモヒカンに近づいていき、トサカみたいな髪をむんずとつかむ。舞那のことを振り返り、

「お疲れ」

　という言葉を残すと、廊下を歩き去っていく。血だらけになったモヒカンを引きずりながら……。

「……って、あれ？　久瑠宮先……ひ、聖さん。そっちは保健室じゃないですけど」

　呼び止められた久瑠宮が「――保健室？」と首をひねった。

　友好的な気配が消え失せ、暴力的な殺気が漂ただよう。久瑠宮は嗤わらった。

「わたしが行くのは《懲ちよう罰ばつ室しつ》だよ。まだまだ虐げ足りんからなァ？　ククク……」





×　×　×






「舞那ちゃんっ！」

　久瑠宮がモヒカンをお持ち帰りテイクアウトした後――ガラスの破片と血を掃そう除じするべく、舞那が掃除用具入れからほうきとちりとり、モップを持ち出してきたとき。

　焦あせったような声がかけられ、振り向くと……。

「何があったの、大丈夫っ!?　お怪け我がしてない？　すごい血の量だけど……」

　縦にも横にも異様に大きい女子生徒が一人、割れたガラスと荒れた廊下の惨さん状じようを見て仰ぎよう天てんしていた。左腕には『風紀委員』と書かれた黄色い腕章。

「ボブちゃんっ！」

　舞那は歓声をあげ、元同級生の友人に手を振る。ボブはガラス片を注意深く避さけて、血ですべらないよう慎重に歩み寄ってきながら、

「着替えをしてる最中にガラスの割れる音がしたから、大急ぎで飛んできたのよ……。もしかして、またモヒカンの彼？」

「はい。聖さ……久瑠宮先生に調教されて、連れて行かれちゃいましたけど」

「あら、そうなの？　来るのが遅かったみたいねぇ……まぁ、彼のことは久瑠宮先生にお任せすればいいかしら？　ともかく無事でよかったわ。おはよう、舞那ちゃん！」

「おはようございます、ボブちゃん！　二日ぶりですね」

「ええ。色々大変だったみたいだけれど、舞那ちゃんが無事に退学できてよかったわ。また会えてよかった……」

　舞那の前にやって来たボブが、ぎゅうっと抱きしめてきた。舞那はボブの大きな腕に身を任せ「はい……わたしもよかったです、ボブちゃん」と答える。

「ウフフ。でもまさか、舞那ちゃんが零子先生の助手を務めることになるなんてね……スーツ姿がすごく新鮮！　これからは『五十嵐先生』って呼ぶべきかしら？」

「い、五十嵐先生……やめてくださいよぉ～、今まで通り『舞那』でいいですってば！　クラスメイトじゃなくなっちゃっても、友達なのは変わらないです」

　ボブのクラスは二年Ａ組。舞那もつい三日前まで、同じクラスの一員だった。ボブが「あらあら。嬉しいわねぇ～。ありがとう、舞那ちゃんっ！」と相そう好ごうを崩くずす。

　――小麦袋は、被っていない。半年前に『卒業』したのだ。

　つぶらな瞳を細めて微笑むボブに、舞那も微わ笑らった。

　ボブは「……さて」と手を離し、

「じゃあ、ちゃっちゃと片づけちゃいましょう！」

　舞那の手からほうきとちりとりを奪う。舞那が「ふえぇ!?」と面食らっているうちに早速動き出し、ガラスの破片をはき集め始めた。

　舞那は慌ててボブを引き止める。

「い、いいですよ！　わたしが一人でやっときますから……ボブちゃん、朝ご飯もまだなんですよね？　朝は慌ただしいんですから、わたしに任まかせて――」

「いいからいいから。手伝わせてちょうだい？」

「あうあう。だけど、ボブちゃん……」

「まぁまぁ。二人でやれば、すぐ終わるでしょ？　舞那ちゃんが一人で作業して、怪我しちゃったら大変だしね。風紀委員として見過ごせないわ！」

　なんて優しい娘なんだろう。風紀委員の鑑かがみだ――と、舞那はいたく感動させられた。半年前、仲良くしていた人がごっそりいなくなってしまってからというもの、ボブにはことあるごとに助けてもらっている。感謝してもしきれない。ただ、

「あの。ボブちゃんは平気なんですか、その…………」

「この学校に通うこと？」

　モップをかけつつ言いよどんでいると、ボブがなんでもない口調で促うながしてきた。舞那は「あ、はい……」とうなずいて、

「人殺しの授業を受けて、殺し屋になって……たぶん死ぬまで人を殺し続けなくっちゃいけないんですよね？　そんなの……」

「……そうねぇ。正直、気は進まないわねぇ～」

　ボブが手を止め、苦笑する。それに対して、舞那が口を開くより早く――。

「けど、ままならないのが人生だもの」

　と呟つぶやいた。世間話でもしているような口調で、

「嫌なことでも少しは我が慢まんしなくっちゃ。やるだけ殺やってみるつもりよ～。どうしても無理だったら、そのときはそのとき。転職でもしちゃえばいいしね」

　さらっと言ってのけるボブ。舞那は「転職ぅ!?」と驚いた。

「転職なんて、できるんですか!?」

「できるんじゃない？　できなかったら、そのときもそのとき。後でゆっくり考えればいいし？　わたしは現い在まを楽しめるだけ楽しむ主義なの。今どきの女の子だから！」

　横ピースをして舌を出し、ボブが「きゃるんっ」とポーズをキメる。小麦袋を脱いでからというもの、若じやつ干かんテンションがおかしい。なんだか妙にキャピキャピしていた。

　ボブが小麦袋を被り続けていた理由は、本人いわく『乙女おとめの恥はじらい』らしいから、これが素すなのかもしれないが……。

「そんなことより恋よ、恋！　仕事よりも恋愛よっ！」

「――ふぇ？」

　拳を握って力説するボブに、舞那はポカーンと口を開いた。

「ボブちゃんって今、恋してるんですか……？」

「ええ」

「ええええええぇ!?」

　初耳だ。モップを床にすべらせながら近づいていき、問いかける。

「……誰です？　先輩ですか、同級生ですか？　それとも、まさか後輩……」

「先輩よ～。風紀委員でお世話になってる、三年Ａ組の――」

　知らない人だった。あの人のここがいいだのここに惚ほれただの、出会いはどうだっただの最近こういう出来事があっただの、ボブの口からアレコレ話を聞いた後、

「舞那ちゃんは？　好きなヒトいる？」

「ん――」

　尋ねられ、モップを動かす手が止まる。瞬間的に思い出したのは、

『――舞那は強つえぇな』

『すげぇ一いち途ずで、一生懸命で……だから、応援したくなるんだ』

『舞那の想いは、絶対に届くよ。オレが保証する。たとえ、どんなに不器用でもな？』

『頑張る舞那の力になれるように――』

「――舞那ちゃん？」

　ボブに顔をのぞきこまれて我に返った。舞那は「あはは……」と頰をかき、

「……いないです。今は、自分のことでいっぱいいっぱいですから」

　と答える。ボブは一瞬、何か言おうとするも、

「あら、そう……そうね。そうかもしれないわねぇ！　そうよ、そう！　舞那ちゃんは今日から社会人だもの。恋にうつつを抜かしている暇ひまなんてない。仕事よ、仕事！」

　やけに明るい口調でまくしたて、舞那の背中をベシベシ叩いた。力の強さによろめきながら「ボブちゃん、さっきと言ってることが真逆でちゅ……」とツッコむ。

　しかし、おかげで沈みかけた気分が吹っ飛ばされて、リセットされた。廊下もだいぶ綺き麗れいになってきている。それでも、

（…………京きよう輔すけくん）

　舞那の心に残る『彼』の存在は、中々消えてはくれないのだった。





×　×　×






　モザイクタイルの流し台を、薄ピンクに染まった水が流れる。掃除を終え、朝ご飯を食べに行くボブと別れて舞那が独り、血だらけのモップを洗っていると――。

「……血の匂い」

「ふぇ？」

　ささやくような声がした。なんともなしに振り返る。すると、

「くんくんっ。お腹なか、空いてきちゃったな……」

　真っ赤に血走っている目と、視線があった。互たがいの鼻が触れるくらいの近距離で。

「ふわああああああぁ!?」

　のけ反る。流し台に上半身が乗っかり、下半身が浮いた――否いな、はねあがる。下から上へ、目にも留まらぬ疾はやさで繰り出される舞那の蹴けりを、

「……じゅるり」

　避け、相手が舌した舐なめずりした。発達した八や重え歯ばがのぞく。次の瞬間、大口を開け、

「いっただっきまぁ――」

「待て。おあずけだ、千ち尋ひろっ！」

　舞那に喰くらいつこうとした刹せつ那な。その後ろから伸びてきた手が、覆い被さる女子生徒の襟えり首くびをつかみ、力任せに引っ張り戻した。歯が「ガチンッ！」と空くうをかみ、

「ひいっ!?　ひいいいぃ!?」

　びっくりしてバタバタもがいた後、流し台の上で回転――振り乱される両脚が、一瞬前まで女子生徒の頭があった空間を縦じゆう横おう無む尽じんに舞い踊る。

「ハァ、ハァ……お、驚かさないでください、千尋ちゃん……」

「……舞那こそ。何あれ、今の……ブレイクダンス？　わたしの頭が破壊ブレイクされるところだったよ……？」

　流し台から転落し、びしょ濡れになって胸を押さえる舞那に、女子生徒――安あん藤どう千尋がぼやいた。千尋の襟をつかんだ男子が、反対の手で「コラ」とチョップを入れる。

「自業自得だ、お前が悪い！　誰彼構わず食おうとするんじゃないって、何度言ったら……毎度、千尋が迷惑かけてごめんな、舞那。大丈夫？」

「あ、はい……だ、大丈夫です。はわわ」

　立ちあがり、舞那は目の前に立つ男子生徒を、まじまじと見つめた。肩まで伸ばした黒髪以外はとりわけ特とく徴ちようのない、平凡な男の子である。舞那は少しだけ考えてから、

「助けに入ってくれて、ありがとうございます――魔ま境きよう院いん喰くう餓がさん」

　お礼を述べた。その途端、




「ぐわああああああ!?　やめろぉ！　その名前で呼ぶんじゃない、バカぁ！　黒歴史がよみがえってきちゃうだろッ!?　俺の名前は道みち郎ろうだ、道郎！　鈴すず木き道郎っ！」




　頰ほおを朱しゆに染そめ、もだえ始める。千尋がぼそっと呟いた。

「…………《片翼の死天使アズリエル》」

「ぐはぁ!?」

　瞬間、魔境院喰餓――改め道郎が、腹パンでも食らったようによろめく。その反応がおもしろかったので、

「《天焼き焦がす地獄の炎ヘブン・シヤル・バーン》……」

「やめろぉ！」

　舞那も真似してみたら、道郎が耳をふさいだ。舞那と千尋は互たがいに目配せをして、

「《地平線の彼方へブリング・ミー・ザ・ホライズン》……《災禍に捧げし祈りプレイ・フオー・プレイグス》……」

「やめてくれえええぇ！」

「《耀ける蒼穹の羽撃きスカイリツト・ドライブ》……《希望を刈り取る絶望の大鎌ホープス・ダイ・ラスト》！」

「や、やめ――」

「ぐわあああ!?　鎮しずまれ！　鎮まるのだ《片翼の死天使アズリエル》！　今、貴公のチカラ《なんとかかんとか》を解放するのはマズイ……《零世界グラウンド・ゼロ》がうんたらかんたらっ！」

「お願いですからやめてください」

　魔境院喰餓のモノマネを連発する舞那と千尋に、道郎が土下座する。左腕を押さえ、テンション高く荒れ狂っていた千尋が平静に戻り、

「…………ぷっ」

「嗤わらってんじゃねぇ――――っ！」

　道郎がキレ、千尋の胸ぐらをつかんだ。千尋は「にぱっ」と八重歯を光らせて、

「……ごめん。じゃあ、謝罪の意味をこめて――かぷっ」

「うぎゃああああああぁ!?」

　道郎の首筋にかみつく。道郎は半狂乱になってわめくが、血色の瞳を幸せそうに細め「……はむはむ」「おいちぃ～。んぐんぐ……」「ちゅうううぅ～」と夢中で血をすする千尋に嘆息。

「…………ったく。しょうがねぇなぁ～。ちょっとだけだぞ……？」

　腕を回して抱きかかえると、吸いやすいよう中腰になった。千尋の髪をなでつつ舞那に顔を向け、道郎が目を丸くする。

「ていうか舞那、今さらだけどスーツじゃん！　仕事、もう始まってんの？」

「――ふぇ？　あ、はい……きょ、今日からですね……」

　道郎の首筋に吸いつく千尋、ぴちゃぴちゃという水音が艶なまめかしくて、舞那はドキマギしながら答えた。道郎が「へぇ～」と相あい槌づちを打つ。

「そうなのか。零子先生の助手だったよな。ちなみに、どんなことしてるんだ？」

「う～ん、わたしもまだよくわからないんですけど……今してるのは、学院内の見回りですね。パトロールです！　他には、学校行事のお手伝いとか……」

「へぇ！　なんかアレだな、用務員みたいだな？　思ってたよりマトモな仕事っぽくて安心したわ。頑張れよっ！」

「はい！　ありがとうございます、ミチローくん」

　マトモな性格になったものだなぁ……と、舞那はしみじみ感じ入っていた。

　道郎が例の痛々しい妄もう言げんをやめ、厨ちゆう二に病びようから『卒業』したのは、二ヶ月ほど前のことである。ボブのように皆の前で『わたし脱ぎます！』宣言をして変わったのではなく、ある日突然――朝登校してきたら、いつも左腕にしている黒い包帯の代わりに真っ白い包帯が巻かれ、眼がん帯たいが外されていたのだ。

　学院は一時騒そう然ぜんとなり、一年Ｂ組の教室には噂うわさを聞きつけた生徒たちが、学年問わずつめかけた。

『どうした、魔境院喰餓!?』『気でも狂ったのか、魔境院喰餓!?』『《片翼の死天使アズリエル》はどうした、魔境院喰餓!?』『戻って来い！　戻って来てくれ《暴蝕の死皇帝ベルゼブブ》！』

　などと群がる生徒たちに、つい昨日まで魔境院喰餓を名乗っていた少年は、




『魔境院喰餓、か……フッ。奴は還かえったよ。元の住処すみかである《零世界グラウンド・ゼロ》に、な……』




　とアンニュイな目で遠くを見つめ、微笑みながら言ったのだった。

　その説明に（意味がわからなかったので）誰も納得しなかったのだが『ある事実』が明るみに出たことにより、事態は急展開を見せる。その衝撃の事実とは――。

「――がぶっ」

「うぎゃああああああぁ!?」

　舞那のことを微笑ましく眺めていた道郎が絶叫。目を白黒させてテンパり、

「やめろ、かじるな！　血はいいけど肉はやめて、首の肉は――ぎゃああああああぁ!?　鎮まれ、鎮まるのだ安藤千尋！　うわあああぁ、助けてくれ《片翼の死天使アズリエル》！」

「はわぁ!?　ち、ちちちち、千尋ちゃんっ！　カレシさんに何してるんですかぁ!?」

　もだえ苦しむ道郎の首から、慌てて口を離させた。千尋は頰をふくらませ、

「…………嫉しつ妬と。ミチローくん、舞那をエロい目で見てたから……」

「見てねぇよッ！」

　出血する首を押さえて、道郎が千尋につめ寄る。

「意外とスーツ似あうなぁ……って思ってただけだッ！」

「……噓。このお肉は、噓の味……！」

「どんな味だよ!?　くそっ、血が止まらない……結構食いちぎったよなぁ!?」

「うん。ムカついたから……本当のこと言わないと、もっと怒るよ」

「…………。意外と大人っぽいんだなぁって……」

「じいいいぃ……」

「い、意外と大人っぽい下着を穿はいてんだなぁって――」

「ふえぇ!?　み、みみみみ、見たんでちゅかぁ!?」

「やっぱりぃ！　うがぁ――――っ！」

　激げつ昂こうし、千尋が道郎に襲いかかった。廊下に押し倒された道郎は「見たんじゃない、見えたんだって！」と言い訳し、片手で必死に千尋の牙きばを防御する。

　舞那は両手でスカートの裾すそを押さえ、組んずほぐれつじゃれあう二人を見つめて、

（……ラブラブだなぁ）

　と頰をゆるめた。千尋と道郎。二人は現在、付きあっているのだ。

　なんでも告白したのは千尋の方であり、道郎が厨二病から卒業したのも、その辺りの事情が関係しているらしい。道郎は恥ずかしさから、千尋は面倒臭さから、詳くわしいことは教えてくれないのだが、言葉少なな千尋が語るに――。




「……《片翼の死天使アズリエル》なら、わたしが食べたよ？　美お味いしくね！」




　とのことだった。

　舞那は、道郎が『魔境院喰餓』を名乗り、左腕に《片翼の死天使アズリエル》を宿らせた経けい緯いを知っている。一年生の夏休み、ボブから聞かされたのだ。

　カッとなって殺してしまったのを、左腕に宿っている邪悪なモノのせいにしてなすりつけ、罪悪感をごまかし続けていた魔境院喰餓――彼が『鈴木道郎』に戻ったあの日、道郎の左腕には真新しい包帯が巻かれ、うっすら血がにじんでいた。

　ごまかすことをやめた道郎は、向きあうことを決めたのだろう。千尋に、肉もろとも『弱さ』を喰われて……。

「……はぁ。俺、そのうち骨も残さず食べられるんじゃねぇのかな？　ボブとはクラスが分かれちまうし、最近マジで命の危機を感じるわ」

　格闘の末、なんとか千尋をなだめた道郎が、血の気の失せた顔で言う。千尋は道郎の血で赤く染まった八重歯をむいて笑み、

「……え？　当たり前じゃん。好きなんだもんっ！　好きなものは食べたい！　嫌いなものは食べたくない。それってすごく普通のことだよ？」

「人肉でさえなければなッ!?　やれやれ……ったく。どうしてこんな奴のこと、好きになっちまったんだか……『普通』の俺には、荷が重すぎるんだって」













　神かみ谷や京輔じゃあるまいし、と――溜め息を吐ついて、道郎が千尋の手を取った。首筋に当てられている反対の手の隙すき間まから、血がドクドクあふれ出ている。

「…………ごめん、そろそろ意識がグラついてきたから、保健室行ってくるわ。舞那、お仕事頑張れよ？　何かあったら遠慮なく相談――」

「あーん……」

「相談しろよな、ボブとかに！　ハハハ……」

　汗をだらだら流して笑う道郎に、千尋が開きかけていた口を閉じ、

「……ばいばい、舞那。次会ったら、一口食べていい？」

　と訊いてきた。舞那は「ダメです」と笑い、

「千尋ちゃんが好きなのはミチローくん、食べたいのもミチローくんなんですから……千尋ちゃんこそ、浮気はダメだと思います。ミチローくん一筋にしてくださいっ！」





×　×　×






「俺のことを売ったなぁ、舞那あああぁ～～～っ!?」

　という叫び声を残して、道郎たちが去った後。洗い終わった掃除用具を戻し、舞那は改めてＡ棟に向かった。購買や食堂、保健室やクラス教室などがある校舎内は、多くの生徒たちでにぎわっており、

「うわっ!?　舞那ちゃん、スーツじゃんっ！　朝からテンションあがるわぁ～っ！」

「おはよう、舞那ちゃん！　……あ、今は五十嵐先生か。おはようございます、五十嵐先生！　お仕事、頑張ってくださいね？」

「ドジにだけは気をつけてください。本当に本当に、気をつけてください！」

「るんっ・るんっ・らぁ♪　五十嵐ちゃんが先生だなんて嬉しいな♪　ロナウドは君のことが大好きだよ♪　ロナウドは君のことも知ってるよ、驚いた？」

「オレも知ってる。舞那先生、超セクシーな下着なんだろ？」

　などなど。舞那が廊下を歩いていると、すれ違う在校生たちが積極的にあいさつし、からんできてくれる。それに対して、

「おはようございます！」「おはようございまちゅ！　か、かんじゃいまちた……」「はい、頑張りますっ！」「……気をつけます。あわわ」「ひいっ!?　お、驚かさないでくださいよぉ！」「…………。誰に聞いたんでちゅか？」

　などなど。舞那が明るく応えていると、

「ドジっ娘おおおぉ～～～っ！」

　メイクが濃くギャルギャルしい女子生徒が駆け寄ってきて、舞那の首に腕を回した。

「あひぃ!?」とビビる舞那の髪をくしゃくしゃかき混ぜ、

「お久じゃ～ん！　元気してたかぁ、ドジっ娘おおおぉ～～～っ!?」

「あうあう。と、友とも美みちゃん……お久しぶりです！」

　テンション高くからんでくるギャル――友とも永なが友美の勢いに押されて、若干引き気味の舞那。友美は構わず「キャハハ！」と笑い、

「さっき、ボブにドジっ娘いるって聞いたからさぁ～。会えてよかったわぁ、まぢで！　今日はこれから仕事なん？」

「あ、はい……そうですね。今は校舎のパトロールしてます」

「へぇー。そうなん？　ウケる」

　何が『ウケる』のかはよくわからなかったが、友美の言うことは大たい概がいよくわからないので「あはは。ですよね、ウケますよね！」とよくわからないまま調子をあわせる。

　友美は「ウケる」と繰り返し、

「てかさぁ、聞いてよ。まぢありえんてぃ～なんだけど……」

　いきなり話題がジャンプするのもよくあることだ。

　そして、友美が『ありえんてぃ～』と愚痴るときには大体、

「紳しん士じくんがまた浮気でもしたんですか？」

　――早さ乙女おとめ紳士。プレイボーイな彼女のカレシが関係しているのだった。しかし、

「ああ、紳士クン？　紳士クンはもうどうでもいいよ。別れたし？」

「ファッ!?」

　驚きすぎて、舞那の口から友美みたいな声が出る。

「わっ、わわわわ、別れちゃったんですか!?　どうしてっ！」

「やー、なんつーかさぁ……」

　答える友美の歯切れは珍しく悪い。髪が伸び、中途半端に脱だつ色しよくされた毛先をいじくりながら目を伏せて、憂ゆう鬱うつな溜め息を吐いた。

「紳士クン、好きな娘がいるらしいんだよねぇ……」

「……いつものことだと思いますけど？」

　美人を見れば一秒で恋に落ち、二秒で口く説どきにかかるのが紳士だ。甘いマスクと甘い言葉で、手当たり次第に女性を誘惑――するのだが基本的には相手にされず、最終的に『友美さぁ～ん！』と泣きつく一連の流れは、二人の鉄板ネタである。

　なのに、なぜ……。

「まぁそうなんだけど。それが今回なんかガチっぽくてさ……今年入ってきた一年生の中に、白しら石いし朽くち菜なって娘がいるの知ってる？　清せい楚そビッチで、九人殺してるメンヘラ」

「は、はい……一応。名前だけなら、ですけど……」

　九人。今の学院内では最多の殺害人数だということで、一ひと際きわ注目されている女子生徒だった。清楚ビッチとかメンヘラとかいう情報は、初耳だったが……。

「……その娘にお熱なんです、紳士くん？」

「そ。で、そっからがまぢミラクルハイパーありえんてぃ～なんだけど――」

　真顔になって友美が続ける。

「……その娘も、紳士くんにお熱らしいよ」

「えっ。趣味悪くないです？」

　驚きよう愕がくのあまり、本音が飛び出してしまった。友美は「それな」と同意して、

「まぢか！　と思って訊いたら紳士クン、入学前から知りあいだったっぽくて……」

「ふえええぇ!?　さっ、ささささ、殺人犯とですかああああああぁ!?」

「……そ。まぢビビリンゲボーボー。アタシらが一年生の夏休み、紳士クン《仮かり釈しやく放ほう》で外に出たじゃん？」

「あ、はい……学年二位でしたもんね。ビビリンゲボーボーでした！」

　あっているのかは不明だが、たぶん『すごくビビった』という意味だろうと予想し、ギャル言葉を真似てみる。友美は「それな」と同意して、

「……で。そのとき外で口説いたオンナが、例のメンヘラだったらしいんだ？　お互い正体隠したまんま何回かデートして最後、紳士くんがいざ殺ヤろうとしたら……向こうも殺る気満々で、まぢ死にかけたんだってさ！　ちょーウケるよね。キャハハハハ！」

「あわわわわ。す、すごい体験ですね、それ……」

　殺人鬼が殺そうとして狙ねらいを定めた相手も、殺人鬼でした――なんて。想像するだに恐ろしい。舞那が戦慄していると、友美は「しかも」と笑顔を消して、

「……この学院のこと教えてもらったメンヘラ、どうしたと思う？　自首したんだよ、自首！　来年か再来年、自分も入学するために……紳士クンがいる学校で、一緒に青春するためにっ！　……ヤバくない？　オマエどんだけラブってんだよ!?　みたいな」

「はわわわわ。す、すごい展開ですね、それ……」

　まるで誰かの妹みたいだ。紳士が熱をあげるのも無理からぬことだし、一年生の娘も念願叶かなってさぞ嬉しがっていることだろう。友美が『ガチ』と表現するのもわかるし、身を引きたくなる気持ちもわかった。でも、

「……友美ちゃんはいいんですか？」

　尋ねる。「……え？」と戸と惑まどう友美の瞳を真まっすぐ射い貫ぬき、

「紳士くんのこと、そんなにサラッとあきらめちゃって……本当にいいんですか、友美ちゃん!?　毎日毎日ケンカばっかりしてましたけど、それでも二人は仲良さそうに見えました。お似あいだなって思ってました！　それなのに……ちょっぴりドラマチックな出会いをしただけの娘に、ゆずっちゃってもいいんですか!?　奪うばわれちゃってもいいんですか!?　紳士くんのこと、好きなのに……ッ！」

「ドジっ娘…………」

　強い語調で訴えかける舞那に、友美が目を見開いた。そのまましばらく固まってから「――キャハッ」と噴き出し、

「キャハハハハハハハ！　何それウケる、ちょーウケるんですけど！　キャハハハハ！　ちょっ……ドジっ娘、オマエまぢ笑わせんなしぃ！　キャハハハハハハハ！」

　お腹を抱えて笑い始めた。舞那の背中をバシバシ叩いて、

「アタシ、そこまでアイツにホレッティングじゃないから！　あきらめるとかそういう感じじゃないし！　てか、ちゃけば好きなの顔だけだったしぃ？　ほしけりゃやるよ、みたいな？」

「……………………」

　カレシがカレシなら、カノジョもカノジョだ。「……友美ちゃん」とジト目を向ける舞那に友美が「やー……」と頰をかき、恥ずかしそうに本音を漏らす。

「まぁ未み練れんはなくもないけどさ。紳士クンがガチで惚れてて、相手もガチで惚れてるんなら別にいいかぁ、みたいな？　なんだかんだ、半年以上は付きあってたしね。お互い納得した上で、別れた感じなんよ。だから無問題ノープロ、ノープロブレム！　みたいな？」

「友美ちゃん……」

　そう言う友美は寂さびしげだったが、同時にとても晴れやかな表情をしていて。

　それは、舞那の胸に甘いしびれをもたらした。『彼』と、それから『彼女』のことを思い出す。二人が深く想いあっていたからこそ、舞那は――。




「……うう。もうやだ、もう嫌だぁ……あんなメンヘラ、こりごりだぁ……」




　そのとき。昇降口の方から足を引きずり、ゆっくり近づいてくる者がいた。淡い茶髪をほつれさせ、端たん整せいな顔を苦痛に歪めているその男子生徒は、

「……紳士クン？」

「ああっ、友美さん――」

　友美のことに気がついた瞬間、パアッと顔を明るくさせて走り寄り、

「友美さああああああああああああぁ～～～ん！」

「ファッ!?」

　友美の胸に顔をうずめる。舞那の位置から見える横顔、うなじや手の甲には数え切れない切り傷やひっかき傷、歯形や打ち身の痕あとなどが、痛々しく浮かんでいた。

「ちょっ……紳士クン、どうしたん!?」

「どうしたもこうしたもありませんよおおおぉ！」

　驚く友美に紳士は号泣。友美の身体を抱きしめて、涙ながらに愚ぐ痴ちり出す。

「朽菜さん、僕が他の娘と目をあわせただけで、腹パン入れてくるんです！　笑いかけたらペンを突つき刺さされるし、声をかけたら首を絞められる……嫉妬深すぎなんですよ！　僕だけじゃありません。女の子にはもっとひどくて『色目を使った』だの『誘惑した』だの言いがかりをつけてボコボコのズタズタ、もう何人も大怪我させられてるんです！　その結果、なぜか僕まで恨うらまれていて、朽菜さんが調教されてる間にリンチされて……うう。もう嫌ですよぉ、あんなメンヘラ……身も心も持ちませんっ！　助けてください友美さん、友美さあああぁ～ん！」

「……………………」

　友美は無言。紳士の話を聞くその顔からは、いつしか一切の表情が抜け落ちていた。「友美さぁん……」とグズる紳士のことを死体のような目で見下ろし、

「紳士クン」

「友美さ――」




「オマエ、まぢいい加減に死しとけよ？」




　冷たい声を浴びせる。普段の明るく軽い友美とは、別人みたいな昏くらく重たい口調で、

「今まで散々ふらふらしてた紳士クンだけど、今度のやつはガチなんだって……まぢで惚れてんだなって思ったから、全部チャラにして許してやったんじゃん？　笑顔で送り出してやったんじゃん？　なのに結局、またこのパティーンかよ……あーあ、まぢアリエンティストだわ、紳士クン。ＳＳＫＫＭＴＵＳって感じ！」

「ＳＳＫ……すみません、日本語でお願いします」

「最低・最悪・臭くさい・キモイ・ムカつく・つまんない・ウザイ・死ねってんだよ、このヤリチンヘタレクソ男！　なんでもかんでも許してやると思ったら大間違いだ死しッ！」

「ぎゃっ!?」

　紳士が友美に突き飛ばされて、床に転がる。友美はそのまま肩を怒いからせ、一人で廊下を歩いて行ってしまった。紳士が慌てて起きあがり、去りゆく友美に手を伸ばす。

「ああっ!?　ま、まままま、待ってください、友美さんっ！　僕が悪かったです、友美さん！　謝りますから、許してください……よりを戻してください、お願いしますっ！　愛してますから、友美さ――」

「知らん死しッ！」

「友美さああああああぁ～～～ん！」

「死ねッ！」

　最後に鋭い罵倒を残して、友美の姿が曲がり角に消えた。伸ばしていた手をぺたんっと下ろし、紳士が床にうつ伏せる。「友美さぁん……」という嗚お咽えつが聞こえた。

「……………………」

「――舞那さん」

「ふえぇ!?　な、なんでちゅか……」

　こっそり去ろうとしたのだが、紳士に呼び止められてしまう。うつむかせていた顔をあげ、紳士は腫れぼったい目で舞那を見つめると、

「僕に残されたのはもう貴女あなただけです、舞那さん……実は、前からずっと好きでした。付きあってください。僕を助けてください。お願いしますっ！」

　などと告白＆懇こん願がんしてきた。

　舞那は「紳士くん……」と呆あきれ、

「……そんなんだから棄すてられるんですよ。友美ちゃんのこと追いかけて、仲直りした方がいいんじゃないですか？」





×　×　×






「ああっ、待って！　待ってください友美さん、まだ心の準備ができてな――」

「うっせぇ！　女め々めしいこと言ってんじゃねーし！　ちゃっちゃとあのメンヘラのとこ行って別れてこいや、オラ。アタシとより戻したいんっしょ!?」

「うう。戻したいですけどぉ……僕、絶対殺されますって！　僕だけじゃありません、友美さんまで八やつ裂ざきに――」

「されん死しッ！　てか、アタシがいてこましたる死しッ！　先輩ナメんな死しッ！」

　――友美さあああぁ～ん!?　と泣き叫ぶ紳士を、友美が無理やり引きずっていく。

　仲直りは無事できたようだが、修しゆ羅ら場ばの予感しかしない。旧校舎に乗りこむ二人を、ボブたち風紀委員の面々が、万が一の場合に備えて追いかける。

「世界が平和になりますように、世界が平和になりまちゅように、ちぇかいが――」

　舞那は廊下の隅に避ひ難なんし、一心不乱に祈りを捧ささげるのだった。

　――昼休み。午前中の授業が終了し、クラス教室のあるＡ棟二階は生徒たちの活気に満ちあふれている。

「お疲れさまです、五十嵐先生！」

「お疲れ、舞那ちゃん！　一緒にお昼行かない？」

「ていうか飯めしも教師と同じなン？　だったらマジでうらやましいわァ～。あの人たち、すげェイイモン食ってンだもンよォ……身分格差半端ねェ！」

「ヒッ、ヒヒ……噂のセクシーパンツをご拝見……ヒッ、ヒヒヒ……」

　などなど。次々かけられる声に、

「ありがとうございまちゅ！」「ありがとうございますっ！　でも、ごめんなさい……わたし、そろそろ戻らなきゃ……」「う～ん、だといいんですけど。一年生のときとかひどかったですしね」「はわぁ!?　なっ、なななな、何してるんですかあああぁ!?」

　などなど。舞那が慌ただしく応えていると、

「うおおおぉ!?　び、びっくりしたぁ……スーツ姿の見知らぬ美人がいると思ったら、舞那ちゃんじゃないか。お疲れ。お昼ご飯に俺でも食わない？」

　軽けい薄はくな声。紅あかい和服をまとう美少年が「やぁ！」と手を振っていた。

「あ、紅あか羽ばね先生……」

「ハハッ！　刃ば更さらでいいよ。君も今日からここの職員なんだろ、舞那ちゃん？　同僚として気安くやろう。職場恋愛しようじゃないか！」

　――紅羽刃更。暗殺の名門《紅羽家》の長男である彼は半年前から、プルガトリウム更生学院の教師として働いている。舞那はその少し前から刃更と親交があるのだが、

「……紅羽先生。今でも十分、職場恋愛してるじゃないですか」

「職場恋愛？　してないしてない。俺がしてるのは、そうだね……いわば教育だ。色香によってターゲットの理性を惑まどわせ、油断を誘い、心を殺して身体も殺す――そういうことを教えてるのさ。床とこ上手は殺ヤり上手、俺は自分の仕事をこなしてるだけだよ？」

「……………………」

　などとうそぶく刃更はどうやら、教え子に手を出しまくっているらしい。舞那も顔をあわせるたび口説かれ続け、断り続けているのだが、口が達者で顔も綺麗な刃更はまぁモテた。モテたから相手には事欠かず、刃更が去年担任していた二年Ａ組の女子は全滅したとかしないとか。紳士が『紳しん士し』に思えるくらいのドスケベっぷりである。

　舞那が軽けい蔑べつした目でにらんでいると、刃更は失笑。引き下がる――かと思いきや、

「ハハハ、いいねぇ！　楽に落ちない娘ほど、落としがいがあるってもんだよ。君とか零子ちゃんとかね。俺に夢中なオンナはオンナで、利用しやすいんだけどさ？」

　……零子のことまで狙っているのか。さすが『若い女の子に出会い放題』という不ふ純じゆんな理由で、教師に志願した男は違う。

　面倒なので無視して零子の元に戻ろうと、きびすを返しかけたとき。

「刃更先生！」

　現在、刃更が担任している三年Ｂ組の教室から女子生徒が一人、飛び出してきて、

「何ど処こに行くのです、刃更先生!?　本日の昼ひる餉げは我と一緒に摂る約束だったではございませんか。殺せつ生しようですよ、刃更先生！」

　刃更の背中にひしっと抱きついた。刃更は「ああ……」と首を後ろに向けて、

「そうだったっけ。ごめんごめん、うっかりしててさ」

「その態度、微み塵じんも悪わるびれてなどいないご様子！　だが、構いますまい……我に時間を割いてくださるだけでもありがたき幸せ。身にあまる光栄に存じます、刃更先生！」

「……………………」

　すっかり刃更にメロメロだった。ふわふわした癖くせっ毛けに小豆あずき色のつぶらな瞳、やけに古めかしい言葉遣いをしている、見覚えのない先輩だ。ごゆっくりぃ……と思いつつ、おいとましようとする舞那の耳に、

「あはは。大げさだなぁ、春はる代よちゃんは――」

「春代ちぇんぱい!?」

　聞き捨てならない単語が飛びこんできて、舞那は咄とつ嗟さに振り返っていた。刃更に抱きついていた春代（？）が「……むむ？」と舞那を見て、

「おお、舞那！　我が好こう敵てき手しゆよ。どうしたのだ、その格好は？」

「それはこっちのセリフでちゅ！　ど、どどどど、どうしたんでちゅか……いつも着ているきぐるみは!?　肌はだ触ざわりのいいモフモフボディは!?」

「棄てた」

「にゃんで!?」

「むむ。そ、それは……モジモジ」

「俺が脱がしてあげたのさ」

　恥ずかしがる春代の頭に手を置き、刃更が答える。柔らかそうな髪を弄びながら、

「顔が見てみたかったから、頭をヒョイッと取ってあげたわけ。そしたら、超暴れてさ……『キェエエエェ！』とか言って。アレはぶっちゃけ、割と焦った」

「あ、危あぶにゃいことを……」

　度どを超こす恥ずかしがり屋さんの春代は、素顔を見られると発狂。目撃者を殺し尽くすまで止まらない、制御不能の『狂乱バーサクモード』に突入するのだ。

　それを、刃更は――。

「まぁ速攻で封ふう殺さつしたけど。抵抗できないよう組み伏せて、じっくりお顔を拝見させてもらった。そしたら普通にタイプだったから、そのまま一気に口説き落としたんだよ。『可愛いね』とか『綺麗だよ』とか『恥ずかしがってる顔も魅力的』とか……」

「ぴゃ――っ!?　お、お止やめください刃更先生っ！　恥ずか死ししてしまいますっ！」

　春代が両手で顔を覆い、クネクネと身をよじらせた。耳まで真っ赤になってしまっている。刃更が「ハハハ！」と楽しげに笑った。

「最初は聞く耳持たなかったんだけどさ、一時間ばかり愛の言葉をささやき続けてたらだんだん大人しくなって、目がとろ～んとしてきて……『顔だけじゃなくカラダの方も見せてもらいたいな』ってお願いしてみたら、恥ずかしがりつつ、きぐるみ全部脱いでくれてね？　後は、そのまま――」

「アチャアアアアアアアアアアアアァ!?」

　春代が声を裏返らせる。背伸びをして、刃更の口を押さえた。

「刃更先生ッ!?　そっ、そそそそ、それ以上は堪かん忍にんしてください！　堪忍ッ！」

「は、春代ちぇんぱい……」

　今まで見たことない春代の姿に、舞那は愕がく然ぜんとなる。刃更とまるで恋人同士のようにイチャつく春代を前に、舞那が視線を泳がせていると、

「――ふぇ？」

　廊下の曲がり角から顔をのぞかせ、こちらをこっそり盗み見ている者がいるのに気がついた。ハゲ頭の中年男性。

「六む車ぐるま、先生……？」

「…………ッ!?」

　舞那の目に気づいた六車が、ビクッと身体を震わせる。直後、

「ぁ――」

　ぶわっと涙をあふれさせ、壁の向こうに消えてしまった。「六車ちぇんちぇい!?」と叫ぶ舞那に、春代が「……六車先生？」と首を傾げる。

「彼奴きやつがどうかしたのか？」

「あわわ。い、今そこに……っ！」

「……ふむ？　まぁ、どうでもよかろう」

「どうでもいいって！」

　――前はあんなに慕したっていたのに。あんなに敬うやまっていたはずなのに！

「あの御ご仁じんから学ぶべきことは、二年のうちに全て学んだ。教わることは最も早はやない」

「ひどっ！　春代先輩、ひどいでちゅ！」

「……ひどい？　むしろひどいのは貴様であろう、舞那よ……」

「ふえぇ!?　なんで、わたちがひどいんでちゅかぁ!?　何もしてまちぇんよねっ!?」

　驚く舞那に春代は嘆息。目を伏せ、沈ちん痛つうな面持ちで、

「……《退学死験》の闘いだ。あのとき我と師匠は持てる力の全てを出し尽くし、貴様を屠ほふらんと挑んだ。だが、結果はどうだ？　惨ざん敗ぱいだ……師匠が四十余年の歳月をかけ、磨みがいた技も、鍛きたえた拳も、育はぐくんだ力も……何一つとして及およばなかった。齢よわい十四歳の小娘風情、それも素人しろうとに！　以来、師匠は自信を失い、覇は気きを失なくして、一気に老けこんでしまった。我はそんな師匠の姿に失望し、自ら門下を辞じしたのだ……」

「む、六車先生……」

　まさか、そこまでショックを受けていたなんて……。そういえば、廊下で顔をあわせたりすれ違ったりしたときも、そこはかとなく怯えられていたような気がする。刃更が「あはははは！」とお腹を抱えた。

「その上、愛まな弟で子しまで俺に寝取られるんだもんなぁ？　そりゃあ凹へこむわ、ハハハ！」

　――気の毒すぎる。後日しっかり謝罪しておこう、と舞那は思った。

「あうあう。え、ええっと……じゃあ、わたしはこの辺で……」

「ん。零子ちゃんのとこに戻るのかい？」

「は、はい。そのつもりですけど」

「ふむ……」

　刃更がアゴに手を当てる。春代のことを一いち瞥べつし、

「そうかい、わかった。零子ちゃんによろしく伝えておいてよ。今度おっぱい――」

「さようなら」

　皆まで聞かず回れ右。春代が「アチャア!?」と声を漏らした。

「刃更先生ッ!?　また女性を口説こうとなさって……」

「ハハッ！　嫉妬かい？　なら、もっと俺を夢中にできるよう精しよう進じんするんだねぇ、春代ちゃん。俺の心を殺してみせな？」
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「あのヒト、本当に鋭えい利りちゃんのお兄さんなんでちゅか!?　呆れた女ったらしでちゅ！　零子先生にも一回、厳しく注意してもらった方が――」

　ぶつぶつ文句を呟きながら、新校舎の地下へと戻る。しかし、理事長室に零子の姿はなかった。地下には理事長室の他に《研究室》や《給きゆう湯とう室しつ》などいくつか部屋があり、地上に出なくても生活できる環境が整っている。

　少し考えてから、舞那は理事長室の隣にある《仮眠室》をのぞいてみることにした。シングルベットと簡かん易いデスクのみが置かれた、三畳ほどの狭せまい一室だ。ノックしてから扉を開ける。

　すると――。

「ひゃんっ!?　だめ、激し……そ、そんなにしちゃ……あんっ、はあああぁんッ!?」

「……………………」

　一いつ糸しまとわぬ姿の零子がベッドの上で仰向けになり、くすぐったそうな嬌きよう声せいをあげていた。かたわらには筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした大男が立ち、その巨大な手の平で零子の胸をせっせと揉みしだいている。

　――舞那の頭が真っ白になった。

「なっ、な、ななな、にゃ……」

「……………………？」

　男が入り口を見る。象ぞう牙げ色いろの目が舞那を捉とらえ、微かに見開かれる。瞬間、

「いっ……いにゃああああああああああああああああああっ!?」

「……………………ッ！」

　舞那が絶叫するのと同時、男が零子から手を離し、真っすぐ突っこんできた。舞那は恐きよう慌こう状態に陥おちいりながらも腕時計を構え、

　――プスッ！

　男の胸元に麻酔針を撃ちこむ。だが、

「効いてにゃいっ!?」

　男は止まらない。「ひいいいっ!?」と後ずさりし、逃げ出そうとした舞那は後ろ向きに転倒。神がかり的なタイミングで繰り出された後方宙返りサマーソルトキックが、男の股こ間かんを蹴りあげた。にもかかわらず、

「ひぎぃ!?」

　男は小こ揺ゆるぎもしない。つま先を叩きこんだ舞那の方が痛がり、床の上でもだえる。その右足首を、男が素早くつかんで持ちあげた。

「はわあああぁ!?　たちゅけてっ！　たちゅけてえええぇ!?　やめてください、やめてくだちゃいいいいいいぃ!?　貞てい操そうだけはっ！　貞操だけはああああああぁ!?　やだっ、やだああああああああああああああああああああああああぁ！」

「舞那ッ!?」

　逆さにされて吊つるしあげられ、四し肢しを滅め茶ちや苦く茶ちやに振り乱している舞那の元に、零子が慌てて走り寄ってくる。バスタオルで身体の前を隠し、

「落ち着くんだ、舞那っ！　敵じゃないっ！　煉れん児じだよ、煉児っ！　れ・ん・じ！」

「――ふぇ？　れ……煉児、くん…………？」

　バタつかせていた手足を止めると、揺さぶられていた視界が安定し、何やら見覚えのあるガスマスク――《ＧＭＫ48》のバンドロゴが目に飛びこんできた。上下逆さの目線をあげると、象牙色の瞳が舞那を見つめている。煉児が苦笑いを浮かべた。

「……マイナ。驚カセテ、ゴメン……」

「れ、煉児くん……」

「コラ煉児！」

　零子が煉児のお尻をペチンッと叩く。腰こしに手を当て、

「私の命令なしに動いちゃダメだろう？　いきなり突進していって、もう……舞那じゃなくてもびっくりするよ、あんなの。どうしたっていうんだい？」

「…………ゴメンナサイ、ママ。ボク…………」

　叱しつ責せきされた煉児は、閉へい口こう。舞那のことをチラチラと見た。

　零子が「うん？」と片かた眉まゆをあげる。それから「ははぁ～ん？」と何やら得心するように微笑った。

「おやおや、煉児ぃ～？　さては――」

「あうあう。れ、零子先生……？」

「……うん？　なんだい、舞那。落ち着いた？」

「は、はい。お、落ち着きは、した……んですけど、あのぅ……」

　煉児の手から床へと下ろされた舞那は、血が下りても真っ赤な顔で零子を見やる。

「なんていうか、そにょ……お、お邪魔しまちたっ！」

　バスタオルの端からはみ出している、零子の豊満な胸――途端、部屋に入ったとき目にした光景が生々しくよみがえってきて、舞那は深くうつむいた。

「…………ッ!?　マイナ、違ッ……ボ、ボボボボ、ボクハ……タダ……アワワワワ」

「ぷっ、あはははは！」

　しどろもどろに否定しようとする煉児、うつむいたまま恥ずかしそうにモジモジしている舞那に零子が噴き出す。

「ふふっ、ごめんごめん……アレはマッサージだよ、マッサージ」

「……ふぇ？　マ、マッサージ……？」

「うん。本格的なプロの技テクをね、煉児に覚えさせたんだ。精油を使ったハンドトリートメントやアロママッサージ、カイロプラクティックなんかも修得済みだよ。私は多忙で色々溜まりやすいからさ。定期的に施ほどこしてもらって、リフレッシュしてるの」

「にゃ、にゃるほろ……そうだったんですね？」

　つまり、舞那が先ほど目撃してしまった『アレ』は、全身マッサージの途中だったというわけか……と納得しかけ、舞那は素そ朴ぼくな疑問を覚えた。

「……あれ？　でも、零子先生。なんか、変な声――」

「ああ。そうそう、そういえば！」

　零子がふいに声を高くし、煉児のお尻をペシペシと叩く。

「一ヶ月ぶりに『お仕事』から戻ってきた煉児が、何やら君にお願いしたいらしいよ、舞那？」

「――ふぇ？　わたしに、ですか……」

「うん。だよねぇ、煉児？」

「…………エ？」

「エじゃなくて。ほらほら、舞那にしてほしいことあるんだろ？」

「……………………」

　煉児の脇わき腹ばらをヒジで小こ突づいて、零子がニマニマとした。煉児は無言。《安全装置リミツター》のガスマスクが外され、露あらわになっている精せい悍かんな素顔。その口元をもにょもにょとさせ、煉児は告げる。

「…………マイナ。オ願イシマス。ボクニ、君ノ――」
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「…………………………………………」

「はわわ。れ、煉児くん……ど、どどどど、どう……でちゅか？」

　一時間後。煉児の様子をうかがいながら、舞那は恐る恐る尋ねた。舞那の正面、背筋を伸ばしてテーブルについた煉児は、微び動どうだにしない。舞那の背に冷や汗がにじむ。

「あわわ。や、やっぱり無茶だったんでちゅよ！　す、すぐ吐き出して――」

「大丈夫だよ」

　舞那の隣に腰かける零子が、自信満々に断言してみせた。直後、一口目を飲みこんでから停止していた煉児が何事もなく動き出し、食事を再開。舞那お手製カレーライスを黙もく々もくと平らげていく。零子が「……ほらね？」と、唇を吊りあげた。舞那はポカーンと口を開いて、自分が作った料理を平然と食べ進めていく煉児のことを眺める。

　一時間前、煉児が舞那にお願いしてきた、頼みごと――それは『舞那に料理を作ってほしい』というものだった。

　それだけならば、普通のお願いである。ただ、舞那の料理は普通ではない。

　原因は一切不明なのだが、舞那がどんな手順で何を作っても、食物ではない謎の劇物ができあがってしまうのだ。その効力は凄まじく、一口食べれば異常発汗、下げ痢り嘔おう吐と、呼吸困難、心しん筋きん梗こう塞そく、全ぜん身しん麻ま痺ひ、全身痙けい攣れんなどを引き起こし、ショック死――すなわち『食しよく死し』してしまう……。そう、普通の人なら。

「ふふふ。煉児が人並み外れているのは、肉体強度や身体能力だけじゃない。免疫力や胃腸の強さも人間離れしてるのさ。効かなかったでしょ、麻酔針」

「――ん。そ、そうでちゅね……」

《安全装置リミツター》が外れているなら尚なおさらだろう、と舞那はうなずいた。煉児の場合、彼の『姉』とは違い、ガスマスクを外しても特に凶暴化することはない。そのため、食事のときなどは普通に素顔をさらしていたりする。それでも力が強すぎるので、基本的には《安全装置リミツター》を着けて生活しているのだが……。

　ちなみに、マッサージのときにガスマスクを外していた理由は零子いわく、

『力加減が変わるからだよ。マスクを着けてるときと外してるとき、どっちの状態でもマッサージができるようにしてるの。もっとも、外してるときの力はやっぱりちょっと強いんだけどね？　君が部屋に入ってきたときもそう、私が声をあげてたのはズバリ、痛かったからだよ！』

　とのことだった。痛がっていたにしてはやけに声色が艶かしかった気もするのだが、深くは訊かないことにする。その代わり、

「あ、あのぅ……身体的には無問題かもしれませんけど……マズいことには変わりないんじゃないですか？」

　と煉児に訊いた。すると、煉児は食事を続けながら、

「…………ウウン。美味シイヨ？」

　と答える。額ひたいに大量の脂あぶら汗あせを浮かべて。

「むっ、無理しないでくだちゃい！　残しちゃっても構いまちぇんから――」

「…………オカワリ」

「ふえええぇ!?　やっ、やややや、やめてくだちゃい！　正気じゃありまちぇん！」

　イスから転がり落ちるようにして席を立ち、炊飯器からご飯をよそう煉児のところに駆け寄る舞那。直後、

「ずこおおおおおおおおおおおおぉ!?」

　足をもつれさせて転んだ。肩口からタックルをかまし、煉児の脚に激突するも、

「あひぃ!?」

　舞那の方が弾き飛ばされてしまい、鍋から二杯目のカレーをすくい終わった煉児の手で助け起こされる。零子が「あはははは！」と笑った。

「常人だったら大怪我させちゃう舞那のドジも、ウチの煉児には効かないみたいだね？　料理もまったく効果なしだし、こりゃ天敵だ！」

「……あうあう。殺しちゃう心配がないので、効かないのは嬉しいんでちゅけどぉ……我慢するのはよくないですよ？　本当に、残しちゃっても構いませんからぁ――」

「マイナ」

　席につき、煉児がスプーンを取りあげる。煉児の肩を揺さぶる舞那に、優しく微笑みかけて、




「美味シイヨ。アリガトウ」




　と言った。瞬間、

『美味しかったよ。ありがとう』

　舞那がプルガトリウム更生学院に入学する前、生まれて初めて料理を作り、生まれて初めて殺害し、それからたぶん、生まれて初めて好意を抱きかけていた男の子の最期が思い出されて……。

「うっ――」

　舞那の目に涙があふれる。煉児が「エッ!?」と目をむいた。

「マ、ママママ、マイナ!?　ドウシタノ、大丈夫!?　ゴ、ゴメ……アウアウ」

「ふええええええぇん……だ、大丈夫でちゅ、大丈……うわああああああぁん！」

「あーあ、泣かせちゃった。ちゃんと責任取りなよ、煉児ぃ～？」

「責任ッテ、ママ…………」

　狼ろう狽ばいする煉児と泣き止まない舞那。ニヤニヤ笑ってからかう零子に、煉児がぼやく。半年前、ほとんど変わらなかったその顔には今、はっきりと困惑が刻まれていた。
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「あうあう。さっきはごめんなさい、煉児くん……嬉し泣きです、嬉し泣きっ！」

「…………嬉シ泣キ？　嬉シイノニ、泣クノ？」

　煉児が舞那の作った四皿分のカレーを完食し、舞那と零子が食事を終えた後。業務に戻る零子に命じられ、舞那と煉児は『ある部屋』へ向かっていた。

　舞那が腕に抱えているのは、浴よく用ようタオルと洗面器。煉児の手にはお湯の入ったポットと替えの寝ね間ま着きが用意されており、顔には象牙色のガスマスクが装着されている。

　遮しや光こう処理が施ほどこされているのぞき窓を見て、舞那は微笑った。

「そうですよ？　悲しくなくても涙が出ちゃうことって、あるんですっ！　煉児くんは泣いた経験、ありますか？」

「…………ウウン。マダ、ナイ……」

　煉児の言葉は相変わらずたどたどしかったが、以前より抑よく揚ようが生まれ、感情もこもり始めている。

　去年の九月中旬から十二月の終わりまで、三ヶ月ほどプルガトリウム更生学院にいた煉児は、今年からまた殺し屋に復帰し、任にん務むをこなしていた。

　それでも合間合間に零子のいる学院に戻っては、元クラスメイトや友人たちと交流し続け、少しずつ喜怒哀楽を示すようになっていったのである。

　一緒にいるのは、主に彼の『お姉さん』と親しかった人たち――ボブや千尋や道郎や入いり墨ずみ（ＧＭＫ48のコピーバンド《マーダーフェイスMurderfaith》のベース。全身刺青タトウーだらけで肌が緑になっている男の子）で、舞那ともよく遊んでいた。

《殺戮機関スローター・メイド》と呼ばれる超ド級の殺し屋でありながら、接してみれば温おん和わで心優しく、不思議な微笑ましさがある。まるで、小さな男の子を相手にしているような……。

　そんな煉児の成長を、舞那は素直に喜ばしく感じて、

「そっか。煉児くんの『初めて』が、嬉し涙になるといいですね」

「…………ウン」

　などと話しつつ通路を歩いた。ほどなく――。

　地下の最奥、金庫を思わす堅けん牢ろうな鉄扉が見えてくる。前理事長が《理事長室》として使用していた部屋のプレートには英字で、

『Cocytusコキユートス』

　と記しるされていた。コキュートスとは、ギリシア語で『嘆なげきの川』を意味する単語で、地獄の最下層を流れる氷河だという。神に叛はん逆ぎやくした裏切り者が凍りづけにされ、永と久わの眠りについている場所。其そ処こに、

「煉れん子こちゃん……」

『彼女』がいるはずだった。舞那の友達であり、煉児の姉であり、零子の愛まな娘むすめであり、狂気の殺し屋であり、そして『彼』――神谷京輔の想い人である女の子。

　半年前の《退学死験》で煉子は自ら生命を賭とし、京輔たちの未来を勝ち取った。その反動で深い昏こん睡すい状態に陥ってしまった煉子は、未だに目を覚ましていない。この分厚い扉の向こうで、今も眠り続けているという……。

「……………………」

「……………………」

　舞那も煉児もしばし口をつぐんで、部屋の前に立つ。

　――舞那は京輔が好きだった。強くて優しくて誠実で、少年マンガの主人公ヒーローみたいな男の子。一緒にいると安心できたし、笑顔になれた。自分は弱くてちっぽけだけれど、彼に『強い』と言ってもらえたらなんでもできる気がしたし、明るく前向きになれた。彼が自分を勇気づけ、たくさん力をくれたみたいに、自分も彼を元気づけ、支えになりたいと感じた。その想いは誰にも負けないし、誰にも譲ゆずるつもりはないと、そう思っていた。だけど、

『そんなの全部知ったことじゃあないんだよ!?　私は、私の想いを貫き通す！　最後の最後の最期まで、貫つらぬき通して死んでやるんだッ！』

　去年の九月。《体育祭》で煉子が咆ほう哮こうし、示してみせた彼への想い。その言葉に偽いつわりはなく最後の最後の最期まで、自分の想いを貫き通して斃たおれた煉子に、舞那の気持ちは揺ゆるがされ、そして――。

『お前がした約束のこと、死んでも忘れるんじゃねぇぞ？　オレは絶対、忘れない……忘れず待っててやるからな。一日でも早く目覚めて、オレを殺しに来てくれよ』

　学院を去る最後の日、京輔が保健室のベッドで眠る煉子にささやいた後、そっと接せつ吻ぷんするのを盗み見てしまい、

『愛してるぞ、煉子……またな？』

　彼の想いを聞いてしまった舞那は、決めたのだ。




　――彼への想いを、あきらめることを。




　二人の間に入りこむ余よ地ちがないとか、つけ入いる隙がないとか、勝ち目がないとか……そういう思いではなく純粋に、心の底から二人を応援したいと思った。結ばれてほしいと感じた。幸せになってもらいたいと願った。彼が誰より愛しくて、何より大切だったから……舞那は自分の想いを切り捨て、彼が想っている彼女の想いを大事にしようと、決意したのだ。

「…………マイナ？」

　そんなことを考えていたら、知らず知らずのうちに表情が強こわ張ばっていたらしい。煉児が心配そうな声をかけてくる。舞那は「すみません」と微笑んで、

「すっごく久しぶりなので、ちょっと緊張してました……」

「……ボクモ。マイナト同ジ……ドキドキシテル」

　答えると、そろって深呼吸した。

　新校舎の保健室に寝かされていた煉子は、京輔たちが退学してすぐ地下に移送され、以来『面会謝絶』となっている。世話をしている零子の口から状態だけは聞いていたのだが、直接会うのは実に半年ぶりだった。

　舞那は早まる鼓動を押さえつけると、扉に備そなえつけられている真新しいコンソールを操作。パスワードを入力しながら、

（……煉子ちゃん。いつまで寝ているんですか？　京輔くんが待ってるんですよ。早く目覚めて、逢あいに行ってあげてください。京輔くんを――）

　そこまで考えたところで、舞那の指がピタッと止まる。しかし、すぐさま首を振り、残る数字を打ちこんだ。直後、心電図のフラット音を思わす音が鳴り、ロックが解除――自動で鉄扉が開く。刹那、

「…………………………………………ぇ？」

　舞那の手からタオルと洗面器が落ち、煉児の腕から着替えが落ちた。重たいポットが床を打ち、入っていた湯がぶちまけられる。舞那は目を見開いて、開いた扉の向こうを凝視していた。煉児も固まっている。二人同時に、声がこぼれた。




「……煉子、ちゃん…………？」

「……………………オネエ、チャン…………？」




　涙がこぼれる。無感情なガスマスクの下、煉児もきっと泣いているんだろうと、舞那は思った。






















四月十二日（土）





　神かみ谷や綾あや花か　　　『ゴミ』18：59 既き読どく

　紅あか羽ばね神楽かぐら　　　『なんですかクソ』21：44 既読

　神谷綾花　　　『ＧＷのことなんだけど』22：02 既読

　　　　　　　　『あやかたち、ふたりきりで会わない？（照）』22：02 既読

　紅羽神楽　　　『ｗｗｗｗｗｗ』22：04 既読

　　　　　　　　『きも』22：04 既読

　神谷綾花　　　『死ね。まじめな話だよ』22：04 既読

　　　　　　　　『お兄ちゃんと鋭えい利りさんをふたりきりで会わせて』22：12 既読

　　　　　　　　『デートの様子をこっそり観察しない？（笑）』22：12 既読

　　　　　　　　『ってこと』22：12 既読

　紅羽神楽　　　『ｆｍ』22：15 既読

　　　　　　　　『いいですね』22：15 既読

　　　　　　　　『おもしろそうですｗ』22：15 既読

　神谷綾花　　　『あやかたちは別の予定が入ったことにして』22：16 既読

　　　　　　　　『変装とかして』22：16 既読

　　　　　　　　『ストーカーしよう（笑）』22：16 既読

　紅羽神楽　　　『ｗｗｗｗｗｗ』22：16 既読

　　　　　　　　『姉さんには仕事が入ったとでも言いますｗ』22：18 既読

　神谷綾花　　　『お兄ちゃんには友達とカラオケって言っとくよ』22：19 既読

　紅羽神楽　　　『友達いるんですか？　ｗｗｗ』22：19 既読

　神谷綾花　　　『いるけど』22：19 既読

　　　　　　　　『あれ。寝ちゃった？』０：31

　　　　　　　　『とりあえず、そういうわけだから』０：45

　　　　　　　　『詳くわしいことは今度決めよう』０：45

　　　　　　　　『また電話する』０：45

　　　　　　　　『……ていうか』０：48

　　　　　　　　『神楽、友達いないの？』０：48
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「……あちゃー。ついてないなぁ」

　五月上旬。多くの人々が電車を待っている駅のホームに『人身事故』のアナウンスが流れるのを聞き、神谷綾花は後頭部をかいた。

　バッグの中から携帯電話を取り出すと、コミュニケーションアプリのチャットを開き『人身事故なう。遅刻するかも？（泣）』と連絡を入れる。今の時刻は九時四十二分で、待ちあわせは十一時。ここからだと一時間弱かかるから、割わりと危あやうい。

　案の定――。




「ごめ～ん、待ったぁ？」




　手を振り、待ちあわせ場所に現れた綾花を、

「……十四分の遅刻です、クソ綾花」

　紅羽神楽の不ふ機き嫌げんそうな仏ぶつ頂ちよう面づらが出迎えた。綾花は「……むぅ」と唇くちびるをとがらせ、

「仕方ないじゃん、事故なんだから……感じ悪いなぁ、ゴミ神楽っ！」

「やかましいです。わたしはともかく一時間も姉さんを待たせて……」

「……それは来るのが早いだけだよ」

　呆あきれつつ、綾花は改めてまじまじと神楽を見つめる。白のブラウスにサスペンダーがついたキュロット、大きめのキャスケットを被かぶり、赤あか錆さび色いろの髪をしまっていた。

　着物ではない神楽の私服姿が新しん鮮せんで、綾花は「ふぅ～ん？」とアゴに手を当てる。

「なるほど。こういう系なんだねぇ……」

「……ど、どういう系ですか」

　角度を変えてジロジロ見られ、神楽が落ち着きなくモジモジとした。

　ちなみに綾花の服装は、チェックのワンピースに黒くろ縁ぶち眼鏡めがね、ツインテールはほどいてセミロングにしている。理由は、もちろん『変装』のためだ。

　この日のためにわざわざ買った伊だ達て眼鏡を押しあげ、綾花は言った。

「六十点」

「――はい？」

　神楽の眉み間けんにシワが寄る。綾花は「うぅ～ん」と腕を組み、

「なぁ～んか、オタク臭くさいんだよねぇ……帽子のせいかな？　ちょっと目ま深ぶかに被りすぎだと思うんだ。いや、変装なのはわかるよ？　わかるんだけどさぁ～、もっとこう……あか抜けた感じがほしいっていうか。『無理してオシャレしてます』感がすごくて」

「――――――――」

　容よう赦しやのないダメ出しをされ、神楽の双そう眸ぼうに鋭するどい光が宿った。

「おやおや、いい度胸をしていますねぇ……ふふっ」

「……神楽？」

　神楽の口は笑っているのに、瞳ひとみが微み塵じんも笑っていない。ただならぬ迫力に気け圧おされ、綾花は「うっ――」と後ずさる。神楽が一歩、前に出た。腰の後ろに手を回し、

「…………殺しましょうか」

「ええええええぇ!?」

　神楽が取り出したのは、白しろ銀がね色いろの鉄てつ扇せん。先端が刃物になっている立派な凶器だ。綾花は両手を前に突き出し、神楽をなだめた。

「きゃあああぁ、バカああああああぁ！　こんなところで何出してるの、落ち着いて！　綾花たち、今すっごい見られて……ああもう、ごめんっ！　ごめんって！　洋服とか、慣なれてないもんね？　なのにボロクソ言っちゃって、ごめんっ！　謝るから許してよ!?　お願いだから、大人しくして！　じゃないと、お兄ちゃんたちに……」

　――バレちゃうじゃん、と続けようとして。

　綾花は異変に気がついた。

「…………ぁ」

　綾花たちがいる広場の一角、待ちあわせの定番スポットであるブロンズ像の近くに、鋭利らしき人物が立っているのだが、

「ナンパされてる……」

　ＤＱＮが二人、鋭利に話しかけていた。神楽の殺気だった目は、綾花ではなくＤＱＮに向けられている。綾花の肩に手をかけ、反対の手で鉄てつ扇せん刀とうを開くと、

「……どきなさい。奴らは、わたしが排はい除じよしてきます。身の程知らずの下郎ども、斬ざん首しゆだけでは済ましませんから。なますの八やつ裂ざきにして、たっぷりと苦しめ――」

「はーい、どぉどぉ。落ち着こうねぇ、神楽ちゃん」

　綾花を押しのけ、鋭利に近づこうとする神楽を止める。リュックサックをつかまれた神楽が「離しなさい！」と声を荒らげた。

　綾花は「恥はずかしいなぁ、もう……」と苦い顔をする。

「少しは周りを気にしてよ。ものすごい目で見られてるじゃん、綾花たち……」

「周りの目など関係ありません！　わたしはとにかく一秒でも早く、あの不ふ埒らちな連中を血ち祭まつりにあげて――」

「血祭り？　あはは。何それ？　新しく見たアニメの影響？　やめてよねぇ、もぉ～。神楽が影響されやすいのは知ってるけどさぁ～、こんなところでそういう真似ばっかしてると、イタい人だと思われちゃうよ？　あはははははは！」

「……は？　いきなり何を言ってるんです、クソ綾――」

「はーい、コレも没収！　うわぁ～、よくできてるグッズだね？　なんてアニメに出てくる武器なの？」

「…………。返しなさい」

　などとやり取りしている間に、

「ああっ!?　お兄ちゃんたちが行っちゃう！」

　助けに入った京輔が、穏おん便びんにトラブルを解消。鋭利の手を取り、広場を出ていくのが見えた。広げたままの扇を神楽の胸に突き返し、綾花は急いで二人の後を追う。

「ひゃあっ!?　あ、危ないですね！　刃やいばが当たるじゃないですかッ！」

　神楽が何やら激げつ昂こうし、たたんだ扇で綾花の頭を叩いてきた。

「――痛ッ!?　痛いんですけどっ！　早くしまってくれないかなぁ、そのグッズ！」

「グッズではなく鉄扇刀《紅く雀じやく》です。紅羽秘伝の刀を愚ぐ弄ろうするのは――」

「イタいなぁ、もうっ！」
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「……とりあえず、暗あん器きは二度と出さないで。フォローするのが面倒臭いから」

　駅から歩いてすぐの場所にある、全国チェーンのファストフード店。

　トレイを持って席についた綾花は、疲つかれた声でそう念押しをした。向かいのイスに腰かけた神楽が「……チッ」と舌打ちを漏もらす。

「はいはい。わかりましたよ、クソ綾花……ただ、一つだけ言わせてください。わたしはオタクじゃありません」

「へぇ」

　綾花は生返事して神楽から視線を外し、京輔たちの様子をうかがった。

　窓際の京輔たちと壁際の綾花たちにはそこそこ距離があり、顔は見えるが顔だちまではよくわからない、という位置取りだ。神楽が「……綾花？」と唇を突き出す。

「……あー、はいはい。わかってるってば。アニメがどうとか言ったのは神楽がオタクだからじゃなくて、暗殺者っていう仕事がアニメやマンガに出てくる――」

「その話じゃありません」

　帽子でできた影の中から、神楽の三白眼が注そそがれた。京輔たちをチラ見して、

「……こんなに席が離れていては、会話が聞き取れないじゃないですか。もう少しだけ近づきましょう？　見つかる危険はあがりますけど――」

「チッチッチ。わざわざそんな危険を冒おかさなくても平気だよ」

　綾花はニヤリと口角をあげ、バッグの中から『あるもの』を取り出す。




「テレレレッテレ～♪　盗聴器ぃ～っ！」




　――の受信機ぃ～っ！　とつけ足して、デート監視の秘密道具（その一）を掲かかげた。

　神楽が呑のもうとしていたお茶を噴き出す。

「ぶっ!?　と、盗聴器って……貴女あなたの兄にしかけたんです？」

「うん、そうだよ～。備そなえあれば憂うれいなしってね？　レッツ盗み聞き！」

「綾花……恐ろしいブラコン！」

　戦せん慄りつしている神楽の前で、綾花は手早く盗聴の準備を進め、

『すげぇな、鋭利……どんだけ頑がん張ばるつもりだよ』

「――お。聞こえる聞こえる、ミッションコンプリート」

　数秒後。イヤホンから聞こえてきた声を確認し、綾花はグッと親指を立てた。神楽は「早ッ！　なんでそんなに手て慣なれてるんですか!?」と驚きよう嘆たんしつつ、

「グッジョブです、綾花。どれどれ……」

　片耳ずつイヤホンをシェア。お互い前のめりになって、耳を澄すませる。

『昨日の夜、零れい子こ先生から電話があってさ』

「……れいこ？　誰だれです？　ハッ!?　あの男、まさか浮気を――」

「違うよ。ただの先生だってば」

　猛たける神楽にツッコミを入れ、ジュースを吸すった。綾花たちはしばし無言で、盗聴器が拾ひろうやり取りに聞き入る。

『どうも舞まい那なの体質が、物ぶつ議ぎをかもしてるみたいで。異質すぎてどう教育すればいいのかわからない、教育したら逆に使えなくなるんじゃないか、とかなんとか……』

『……でしょうね。正直あの娘の将来は、一番先が見えないし』

『ああ。それで結局、教育するのはやめになったらしい』

『――ハァ？　じゃあ、どうするのよ……』

『零子先生が助手にするって』

「助手ッ!?」

　初めて知った内容に驚き、綾花は思わず声を漏もらした。

「あっちゃんが助手？　何それっ！」

「……うるさいですね。貴女の兄が、今説明してるところです」

　神楽がストローをかんで、迷惑そうな目を向けてくる。

「ああ、ごめん……」と謝って、綾花は再び会話に集中。ほどなく京輔たちの話題は、半年前に卒業した殺人犯の学まなび舎や《プルガトリウム更生学院》の近況に移った。

　――すると。

「あの、綾花……？」

　神楽が怖おず怖おず話しかけてくる。「……何？」とすげなく答える綾花の袖そでを遠えん慮りよがちに引き、

「すみません、ええっと……箸はしはどこです？」

　などと訊きいてきた。綾花は「はああああああぁ～？」と見下す感じに顔を歪ゆがめて、

「箸？　そんなのあるわけないじゃんか。ここ、ハンバーガーショップだよ？」

　ポテトをつまむ。神楽が渋しぶい顔をした。

「……手づかみで食べろと？」

「そうだけど」

「手が汚れます……」

　塩と油でベタつく指を見て、神楽が不ふ愉ゆ快かいそうに言う。綾花は「そうだけど……」と嘆たん息そくし、

「汚れちゃったら拭ふけばいいじゃん。ナプキンで」

「そ、そうですが……手で直接触るのは、衛生的にどうなのでしょう？」

「潔けつ癖ぺきかっ！　気になるなら、洗ってくればいいじゃん。トイレにある石せつ鹼けんで」

「そうしたいのは山々なのですが……姉さんたちがしている会話を、聞き逃したくありません」

「めんどくさっ！　ごちゃごちゃ言わずに、一回食べてみればいいじゃんっ！」

「…………ッ!?」

　わめき、神楽の口にポテトを押しこんだ。綾花の指から無理やりポテトを食べさせられた神楽は硬直。目を白黒させた後、おっかなびっくり咀そ嚼しやくして嚥えん下かし、

「……ん。お、美お味いしい……ですね……」

　ぽつりと呟く。綾花は、自分が作ったわけでもないのに「でしょ？」と笑い、

「冷さめるとしなびちゃって、美味しくなくなるんだけどね。だから、ポテトはなるべく早く食べるのがいいと思うよ。はい、あーん……」

「ちょっ……ま、まままま、待ってください！　食べれますっ！　ちゃんと自分で食べますからあああぁ！」

　次のポテトを口に運ばれそうになった神楽が、真まっ赤かになって遠えん慮りよした。のけ反ぞり、手をブンブンと振る。二人の耳から、衝撃でイヤホンが外れた。

「もぉーっ！　何してるの、ゴミ神楽……『あーん』くらいで慌てないでよ。ていうか同性なんだけど。レズなの？」

「なっ……そ、そんなわけありませんッ！　誰がクソ綾花などッ――」

「わああああああぁ!?　ちょっと、声が大き――」




「鋭利ッ！」




「「…………ッ!?」」

　身を乗り出して叫ぶ神楽を、綾花が制しかけたとき。店内に怒ど鳴なり声が響く。

　見れば、鋭利が目を見開いて息を呑み、うつむく京輔を凝ぎよう視ししていた。

　神楽とのやり取りに夢中で後半、二人の会話をほとんど聞いておらず、イヤホンまで抜けてしまった綾花たちには、何がどうしてああなったのかわからない。ただ、

「……ケ、ケンカかな？」

「ケ、ケンカ……ですかね？」

　重苦しいその雰ふん囲い気きからして、なんらかのトラブルが起こったのは明らかだ。京輔も鋭利も無言のまま十秒が経たち、二十秒が過ぎ、三十秒が経過して……。

「ごめん！」

　いよいよ心配になってきたとき、京輔が両手をあわせて謝る。

　それに対して立ちあがった鋭利が何事かを告げると、指を突きつけて微笑み、

「……な、仲直りしたのかな？」

「な、仲直り……したんですかね？」

　張りつめていた緊張が和やわらぐと、綾花たちも脱力。盛せい大だいな溜め息を漏らした。

「はああああああぁ～……び、びっくりしたぁ……初デートで開始そうそう険けん悪あくな空気にならないでよね、もおおおおおおぉ～……」

「……まったくです。しかし、一体何があったんでしょうね？　それまで割と和なごやかに談笑してたと思うんですけど」

「う～ん、わかんない……途中から、会話もほとんど聞けなかったからねぇ。誰かさんのおかげでっ！」

　綾花は責せめるように言い、人差し指で神楽のほっぺたを突つつく。神楽が「ひゃっ!?」と頰を押さえて、声を荒らげた。

「や、やめなさいっ！　汚れた指で何をしますか！　というか、貴女のせいでしょう!?　綾花がいきなり、あんな真似をするから――」

「あーっ！　また赤くなってる！　やっぱレズじゃん、レズ神楽っ！」

「レズじゃありません！　斬きり伏ふせますよ、クソ綾花!?」

「もうっ！　グッズは出さないでって言ったばかりじゃん、オタ神楽っ！」

「オタクでもありませんっ！」

　盗聴そっちのけで言いあい、ののしりあう綾花と神楽。

　二人の口ゲンカは結局、京輔たちが食事を終え、店を出ていく直前まで続けられ――ようやく仲直りができたとき、ポテトはすっかり冷めてしまっていた。





×　×　×






『なぁ鋭利、ちょっと買いすぎなんじゃねぇ？　行きたいところはまだ他にもたくさんあるんだろ。ペースを考えた方が――』

『……別に？　問題ないでしょ、これくらい。つべこべ言わずに付きあいなさいよね。次は流は行やりのクロワッサンドーナツ、食べに行くわよ！』

『ドーナツ？　昼飯食ったばっかじゃん……』

『別べつ腹ばらだから。文句あるわけ？』

『……ありません』

　若者向けのファッションビルを冷やかし、ガラス張りのオシャレなセレクトショップに立ち寄った後、すぐさま次の目的地へ向かう鋭利を、京輔が追いかけていく。

　ショップの外で待機していた綾花は街を行ゆき交かう人ひと混ごみにまぎれ、鋭利の荷物持ちと化している兄の後ろを尾び行こうした。

「……ありゃりゃ。今回のデートは、鋭利さんがリードしていく感じなのかな」

「ですね。今日の姉さん、気合いが違いますから」

「クスクス。だろうねぇ」

　何せ、半年ぶりなのだ。しかも、二人きりでの初デート……。待ちに待っていたこの状況で、舞いあがらない方がおかしい。

「昨晩なんかは、特に大変でしたよ？　デートプランは数週間かけ練りに練り、何百回ものシミュレーションを繰り返し、着ていく服のコーディネートを数十種類の候こう補ほの中から厳選し、スキンケアとボディケアを徹てつ底ていし、食生活にも気を配り、体調管理に心しん血けつを注いで――後はぐっすり眠るだけ、だったんですけど」

「気合いっていうか、気き負おいすぎだよ」

「いざベッドに入ってみたら、不安に駆られたらしく……綿めん密みつに組んだデートプランを一から練り直し、コーディネートをゼロから考え直した挙あげ句く、真夜中、わたしに電話をかけてきたんです。『失敗したらどうしよう』『嫌われちゃったらどうしよう』と慟どう哭こくしながら……」

「……そ、そうなんだ？」

　京輔が今朝、デートの予定をド忘れしていたことは、やはり黙だまっておこうと思った。あのまますっぽかしていたら、機き嫌げんを損そこねるだけでは済まなかったに違いない。

「……重いなぁ。もっとドライなのかと思ってた」

「基本的には、自分のことより周りのことを気にする人ですからね……けれど、そんな姉さんに『もっと自分を大事にしろ』と言い放ったのは、あの男です。あの男は姉さんの価値観を変え、生き方を変え、人生を変え……姉さんの未来と現在に、多大な変化をもたらしましたから。重くなるのも仕方ないです。というか、むしろあの男の責任の方が遙はるかに重いです」

「……責任？」

「ええ。あの男が姉さん……ひいては紅羽家にもたらした影響は甚じん大だいであり、到とう底てい看かん過かできるものではありません。わたしも芙ふ蓉ようさまも、それから紅羽家の面々も、姉さんの意思を尊そん重ちようしていますから、全力で応援していますけど……万が一、あの男が姉さんの好意を拒きよ絶ぜつし、悲しませ、傷つけたら、そのときは――一族郎ろう党とう、皆殺しです」

「怖っ！」

「あの男が命を賭かけて果はたすべき、責任……それは姉さんの想いを受け入れ、姉さんを幸せにしてあげることです。それ以外の『赦ゆるし』は存在しません。姉さんをお嫁よめさんにもらうか、死か……あの男が選べる道は二つに一つです」

「うわぁ……」

　――お兄ちゃん、外そと堀ぼり埋うめられちゃってるよ？　鋭利と呑のん気きに談笑している京輔を見やり、綾花が憐れん憫びんとも焦しよう燥そうともつかない気持ちを抱いだいていると、

「貴女はどうなのです、綾花？」

「……どうって？」

「あの男と姉さんのこと、応援しようと思っているのですか？」

「……ん。応援かぁ、そうだねぇ――」

　尋ねられ、綾花は京輔から視線を移す。半年前よりも表情豊かに、明るくなった気がする鋭利の横顔を見つめ、

「うん。綾花も応援したいと思ってるよ？　鋭利さん、いい人だしね。すごくお似あいだなぁと思う。料理の腕はダメダメだけど、それは綾花が教えてあげれば無もう問まん題たいだし、いい奥さんになりそうだよね。でも…………」

　綾花の脳のう裏りに『ある少女』の姿が浮かんだ。サラサラとした銀髪に、爛らん々らんとした殺意を宿す氷蒼色アイスブルーの双そう眸ぼう。犬けん歯しをのぞかせて微笑み『綾花ちゃんっ！』と人ひと懐なつっこくからむ彼女は――。

「……でも？　でも、なんです？」

「――ぁ。う、ううん……でも、おっぱいないなって！」

　途と端たん、消しよう沈ちんしかけた気分を強引にあげ、綾花は笑った。神楽が「……はぁ？」と心しん底そこ呆れた顔をする。かと、思いきや。

「ハッ！　甘いです。ドーナツよりも甘いですよ、綾花……？」

　神楽が不ふ敵てきに笑い返した。目的地のドーナツショップにたどり着き、列に並んだ鋭利の胸を見て、

「紅羽家の叡えい智ちを結集し、半年間のバストアップに励はげんだ結果……姉さんのおっぱいは飛躍的な成長を遂とげ、ＡカップからＢカップに進化！　さらに現在ヌーブラを装備している姉さんのバストはＣカップを飛び越え、Ｄカップにまで到達したのです！」

「噓うそぉ!?」

　綾花は慌てて、デート監視の秘密道具（その二）『双眼鏡』を用意し、鋭利の胸元を確認。直後「ええっ!?」と声をあげた。

「噓おおおぉ!?　鋭利さんに、おっぱいがある……おっぱいがあるよ!?　服を着ててもはっきりわかる、ふくらみが……す、すごい」

「ふふふ。盛もりましたからねぇ～」













「盛りすぎだよっ！　あ、明らかにおかしい……お兄ちゃんも、鋭利さんの胸めっちゃ気にしてるじゃん。指摘したいけどできなくて、めっちゃソワソワしてるじゃん！」

「ふふ、シミュレーション通りです。脱いだらもちろんバレますが、脱がせてしまえばこちらのものですからね」

「ずるいなぁ！」

「無む論ろん、おっぱいだけではありません。姉さんを『脱がせる』ための作戦はまだあるんですよ。とっておきの秘ひ策さくが――」

「……秘策？」

「はい。詳しくは言えませんけど、ヒントは買い物です」

「買い物……」

「ふふふ。まぁ見ていてくださいよ。此こ度たびのデートで仕し留とめますから。姉さんのお色気テクニックをもってすれば、あの男の理性などは瞬殺。一瞬で逝イかせられます」

「……すごいなぁ。鋭利さんって、ガッツリ肉食だったんだ？」

　なんとなくそんな予感はしていたけれど。だからこそ、

「うん、よかったよかった。念のため今朝、盗聴器と一緒に色々しこんでおいたんだ。コン●ームとかアフター●ルとか」

「アフター●ルまで!?　グッジョブです、綾花！」

「クスクス。避ひ妊にんは大事だからねぇ～」

「大事ですねぇ～。ですがぶっちゃけ、敢あえてさせない手も考えてはいるんですよね。あるいは、穴を開けておくとか。そうやって、既成事実を作ってしまえば――」





×　×　×






「……しかし、謎です。理解できません。まったく理解できません！」

「やぶから棒にどうしたの？　主語が抜けてて、神楽の言葉も理解できないよ」

　午後三時。ケーキとドリンクだけで千円以上もするセットを注文し終えたところで、神楽がひとりごち、憤ふん然ぜんとして腕を組む。語調が荒く声も大きかったが、神楽も綾花も気にしない。綾花たちが訪れているこのカフェは古ビルを改装して作られており、京輔たちとは階が別なのだ。頼んだものが届いたら、盗聴器を準備しよう――と思いつつ、綾花はソファに背中を預あずけた。一方、神楽は身を乗り出して、

「あの男です、あの男！」

　テーブルをバンバンと叩く。「……騒がしいなぁ。お兄ちゃんたち以外の人の目も、少しは考えようよ？」とぼやく綾花をにらみつけ、

「なんなのですか、貴女の兄は……あんなに素敵で魅力あふれる姉さんが、あんなにも大胆かつ積極的にアピールしているというのに、全部微妙な反応！　男としておかしいでしょう!?　男でなくともわたしなら、とっくにホテルへ連れこんでいます！」

「……さすが、シスコンレズ神楽」

「その呼び方はやめろと言ったはずです！」

「はいはい……」

　呆れ、グラスの水を口に含んだ。

　神楽は怒りが収まらないらしく、ソファにどかっともたれかかって「おかしいです」「意味不明です」「なんなのですか」などと、ぶつぶつ繰り返している。

　神楽が不満を示しているのは、鋭利に対する京輔の態度だ。

　デート中、鋭利は互いの距離をつめたり、腕をからめたり、胸（増量中）を押しつけたり、上うわ目め遣づかいをしたり、意味もなく髪をかきあげたり、脚を組んだり、ジャケットを脱いだり、食べかけのドーナツを『一口ちょうだい？』とかじって間接キスしたり……これでもかと攻めまくっていたのだが、京輔の反応はイマイチ。恥ずかしがりはするものの、喜んだり嬉しがったりはせず、むしろ若じやつ干かん困こまったように笑うのだった。

　運ばれてきたいちごのケーキをフォークで突っつき、神楽はぼやく。

「美人で、性格がよくて、スタイルもバツグン……非ひの打ちどころがないパーフェクトな姉さんの、どこに不満があるというのです？　やはり胸ですか？　あれだけ盛ってもまだ足りないのですか？　かくなる上は、豊ほう胸きよう手術――」

「そういうのじゃないと思うよ？」

　バッグの中から盗聴器を出し、綾花は言った。

　神楽が「――はい？」と眉をひそめる。

「胸じゃなかったら、なんなのですか……言っときますけど、料理は克こく服ふくしましたよ？　一人暮らしを始めるにあたって、一ヶ月間みっちり修業しましたから。アタマの悪さも別に、元が悪いというわけではなく――」

「だから、そういうのじゃないよ」

「…………？」

　神楽の頭上にクエスチョンマークが浮かんだ。綾花は苦笑し、

「鋭利さんに不満があるとか、どこが悪いとかいう話じゃなくてさ……お兄ちゃんには他に好きな人がいるんだ」

　告げた瞬間、神楽の手が止まる。フォークに乗せられたケーキが、ぽとりとお皿の上に落ちた。「……ああ」と低い声を漏らして、

「あの女ですか」

「うん」

　綾花は盗聴器の用意をやめると、深呼吸。自分にとってもかけがえのない大切な――『彼女』のことを口にする。

「煉子さん」

「……………………」

　神楽が黙った。綾花も黙る。煉れん子この名前を口に出したのは、どれくらいぶりだろう。煉子のことを思い出さない日はなかったし、忘れたことなど一度もなかった。それでも綾花はなんとなく、口に出してはいけないような気がして……。

　触れてはいけないことであるような気がして。

　心にしまい続けてきたのだ。でも、

『……覚えてる？　夏休みの前。デートプランを考えたよね。アレコレ予定を立てたのに結局できなかったし、君が死験に合格したら実現しちゃおうよ！　ママに頼めばそれくらい、許してもらえるはずだから』

「煉子さん……」

　いざ名前を口に出したら、閉じこめていた想いと思い出があふれ、綾花の両目に涙がにじんだ。最後にかけられた言葉、目にした姿が鮮明に浮かぶ。あれから、もう六ヶ月経ったのだ。煉子が『必ず遭あいに行く』と約束してくれてから、半年――。

『……綾花ちゃん、ごめん』

　それは、退学死験が行われる三日前。放課後、旧校舎の屋上に呼び出された綾花は、

　煉子の口から『京輔を殺したいと思っていること』そして『煉子の寿命が残り少なく、半年も持たないだろうこと』を打ち明けられた。

　そのとき、綾花は――。

「…………やっぱり理解できません」

　神楽がボソッと呟く。うなだれ、フォークを握りしめながら、

「なぜ、あの女なんですか……なぜ、姉さんじゃダメなのですか？　あの女とほとんど関わりのないわたしには、詳しいことはわかりませんけど――否、だからこそ、余計に理解ができません。あの女は、貴女の兄を殺そうとしているんですよね？」

「うん」

「にもかかわらず貴女の兄は、あの女のことが好きだと？」

「うん。だと思う」

「……殺されてもいいと？」

「うん。思ってるんじゃないかな？」

「……それを、貴女はどう思ってるのですか？」

「どうって……」

「――――――――」

　神楽が三白眼を向けてきた。綾花は目を伏せ、

「……難しいねぇ。応援したい気持ちもあるけど、応援したくない気持ちもある。煉子さんのことを想い続けてほしいっていう気持ちもあるけど、早く忘れてほしいっていう気持ちもあって……。綾花はお兄ちゃんも煉子さんも大好きだから幸せになってもらいたいけど、それでお兄ちゃんがいなくなっちゃうのは寂しい。鋭利さんにも悲しい思いをしてもらいたくないし、パパやママにも……う～ん、よくわかんない！」

「よくわかんないって……」

「わかんないけど」

　ミルクもガムシロップも入っていないアイスティーを一口。苦さに顔をしかめつつ、「お兄ちゃんが、もし『煉子さんに殺されたい』って……殺されてもいいんじゃなく、心の底から殺されたいって思ってるんなら――」

　あの日。煉子に告げた想いと同じ答えを、綾花は返した。




「綾花はそれでもいいって思うよ。お兄ちゃんが殺されて、煉子さんが死んで、あの世で永と久わに結ばれて。そういう幸せも、まぁアリなのかなぁって」




「…………。理解不能です」

　吐き捨て、神楽がフォークを放り出す。神楽はそっぽを向いたまま、いくら待っても口を開かず、気まずい雰囲気に耐たえかねた綾花が、

「あ、でもね！　鋭利さんがお兄ちゃんの心を癒いやして、射い止とめて、結ばれて……末永く幸せに暮らしていくっていうのもアリだよ？　大アリ！　じゃなきゃこんなに一生懸命サポートしないもん」

「綾花――」

　手を叩き、明るい声で切り出したとき。神楽がジロリと半眼を向け、




「……死ぬつもりじゃありませんよね？」




　と訊いてきた。「――え？」とほうける綾花に目を細め、

「貴女の兄があの女に殺されてしまったら……自分もすぐ後を追おうなどとは、よもや思っていないですよね？」

「……………………」

　今度は綾花が言葉を失う番だった。目が泳ぎ、笑顔が強張っていく。その反応を見、神楽が「……図星ですか」と嘆息をこぼした。綾花は「あはは」と頰をかき、

「いやぁ～、よくわかったね？」

　苦笑。アイスティーにミルクとガムシロップを入れ、かき混ぜる。透明だった琥こ珀はくの液体がみるみる濁にごっていくのを眺ながめつつ、

「うん。綾花は死ぬつもりだよ。死ぬっていうか、殺してもらうつもりだね」

「……あの女にですか？」

「うん。退学死験が始まる前にね、お願いしたんだ。煉子さんがお兄ちゃんを殺して、片想いを成じよう就じゆさせたら――綾花のことも殺してくれないですかって」

　そうすれば、あの世でずっと一緒にいられる。寂しい思いをしなくても済む。煉子が死んだら、三人仲良く暮らしていけるかもしれない……と。

　綾花の言葉を聞いた神楽は「ハッ！」と嗤わらい、

「あの世があるわけないでしょう。死んだらそれでおしまいですよ」

「えー。そうかな？」

「そうです。万に一つもありえませんね」

「どうして？　なんでわかるの？　死んだこともないのに」

「子供かっ！」

　おしぼりを投げつけてきた。綾花はすぐさま「子供だよっ！」と投げ返す。

「ていうか、どうでもいいよ！　あればラッキーくらいのノリだし、あると思って死んでく方が気分いいじゃん!?　綾花は――」

　綾花は辛いだけなのだ。京輔も煉子もいなくなった世界に、耐えられる気がしない。二人が消えて生まれる欠落を、他の何かで埋められる気がしないから。

　あのとき、綾花は煉子に『自分も殺してほしい』とすがりついたのだった。

「……………………」

「……………………」

　お互い無言でにらみあうこと数秒。

「…………チッ」

　神楽が舌打ちをして、顔を背そむける。次の瞬間『へ』の字にひん曲げられた口から飛び出してきたのは――。

「……わたしだって、辛いです」

　しおらしい声。綾花は思わず渋面を崩し「ええっ!?」と驚いていた。

「神楽も辛いの!?　なんで！　ま、まさか……神楽、密ひそかにお兄ちゃんのこと――」

「違いますから。あの世が存在するより、あり得ないです」

「えー？　じゃあ、何――」




「貴女がいなくなることですよ、クソ綾花」




「…………へ？」

　綾花の目が点になる。神楽は殺意すら感じさせる目で、虚こ空くうをにらみつけながら、

「貴女が死んでしまったら、わたしは誰と電話をすればいいんですか。誰とチャットをすればいいんですか。誰と遊べばいいんですか……」

「……友達とでいいじゃん」

「いません」

「いないのぉ!?」

「いません。一人もいません」

「神楽……」

　綾花は胸がしめつけられる思いで、神楽の横顔を見つめた。身体からだ中から不機嫌オーラをあふれさせ、ぶすったれている様はなるほど、大変近寄りがたい。社交性などなく、愛想は皆かい無む。口を開けば毒どく舌ぜつばかり……。友達がいないのも納得というか、ぶっちゃけ少ないんだろうなと感じてはいた。しかし、

「まさか、一人もいないなんて……」

「や、やめなさい！　憐あわれむような目を向けるのは、やめなさいッ！」

　神楽が顔の前で手を振り乱し、真っ赤になってもだえる。

　かと思ったら、またすぐ怒り始め、

「だって、仕方がないでしょう!?　幼い頃から家にこもって鍛たん錬れん鍛錬、外部との交流はなく、学校にも行かず……友達以前に出会いがないんですよ、出会いが！　逆にいるのがおかしいんです、不自然なんです！　わたしがぼっちなのはどう考えても家庭が悪いだけ、環境が悪いだけです！　わ、わたしが悪いわけでは――」

「神楽ぁ……」

「涙ぐむんじゃありません！」

　などとわめく神楽も涙ぐんでいた。ブラウスの袖でゴシゴシ目元をこすり、

「……すみません。なんの話をしてたんですっけ？」

「忘れちゃったよ！」

　綾花は涙をぬぐって眼鏡をかけ直し、溜め息。ミルクティーを呑む。甘い。

　神楽は先ほど落としたケーキのかけらを拾って口に運ぶと、フォークをくわえたままふくれっ面つらをしていた。小首を傾げ、綾花は尋ねる。

「ねぇ。寂しいの？」

「……ハァ？　何がです？」ととぼける神楽に顔を近づけ、

「綾花がいなくなったら寂しいの？」

「……………………」

　神楽の返答はない。綾花は「おーい」とふくらんでいる頰を叩いた。

「黙ってないで教えてよ。綾花が死んだら辛いの？　悲しいの？　綾花に死んでもらいたくないの？　ねぇねぇ、神楽ってばぁ～」

「やめなさい！」

　ペチペチする手にだんだん力をこめると、神楽が鬱うつ陶とうしそうにはねのける。フォークで綾花の顔をさし、赤錆色の瞳を怒らせながら、

「べっ、別に、わたしは――」

「じいいいぃ……」

　否定しかけたところで、綾花と目があい「……うっ!?」とひるんだ。直後、




「あ、当たり前です！　死んでほしくないに決まっているでしょう!?」




　――と。目を逸らし、頰を紅潮させて答える。フォークは下ろされていた。

「か、神楽がデレた……」と驚愕している綾花に向かって、

「デレてなどいません！　か、勘違いしないでください……貴女が死んでしまったら、姉さんが悲しむんです。あの男を失なくし、貴女までいなくなってしまったら、姉さんは……だから、絶対許しませんよ!?　百歩譲ってあの男の死は許せても、貴女が死ぬのは許さないです。わたしが、許しませんからッ！」

　叫び、神楽が腰を浮かせる。周りの視線が集中するのを感じたが、そんなものを気にしている余裕はなかった。綾花はあんぐり口を開けたまま、神楽を見あげる。

　そして――。

「……ぷっ」

　噴き出した。「――はい？」と怪け訝げんそうにする神楽を指さし、

「あはははははは！　何そのツンデレ、おもしろいっ！　今どきアニメやマンガにも、こんなあからさまなのいないよ、アハハハハハハ！」

「～～～～～～っ!?」

　腹をよじらせ笑う綾花に、神楽がブルブル身体を震わせる。腰の後ろに手を回し、

「……でも、ありがとね？」

　鉄扇刀を引きずり出そうとしている神楽に、綾花は言った。神楽が固まる。

　綾花はふざけるのをやめ、

「嬉しかったよ。お兄ちゃんが死んだら綾花が辛いみたいに、綾花が死んだら悲しむ人もいるんだなって思ったら、少しだけ気が変わってきたかも！」

「綾花……」

　神楽が目を丸くした。うつむき、ソファに腰かける。それからモジモジとして、

「……あの。一つ、訊いてもいいですか？」

「ご自由にぃ～」

　永らく放置していたケーキに取りかかりつつ返事をすると、神楽はキャスケットの下から上目遣いに綾花を見つめ、




「綾花は、わたしの……友達、ですよね？」




「ううん。違うよ？」

「えっ――」

「なーんて、言うわけないじゃん。バカだなぁ。クスクス」

「…………クソ綾花」

　神楽の上目遣いが三白眼に変わった。涼しい表情でケーキを食べる綾花をひとしきりにらんだ後「……チッ」と舌打ち。自分もケーキに取りかかり始める。そのとき、

「――ハァ。ケーキ二つは欲張りすぎたかも？　太らなきゃいいけど……」

　鋭利の声が聞こえてきた。神楽が咄とつ嗟さにキャスケットを下げ、階段の方を見る。

「しまっ――」と焦った声を漏らして、

「綾花、マズイです！」

「えー？　綾花のやつは美味しいのになぁ……」

「ケーキの話じゃありません！　姉さんたちが――」

「うん。行っちゃうね」

「うん。行っちゃうね、ではありません！　早く追いかけないと――」

「いいよ。ゆっくりしていこう？」

「……え？　で、ですが――」

「大丈夫だって」

　袖をつかんで急せかす神楽を落ち着かせ、綾花はのんびりミルクティーを呑んだ。

「盗聴器で様子はわかるし、いざとなったら発信器で居場所も特定できるし」

「……そんなものまで準備してるんですか」

「うん、見失ったら困るでしょ。転ばぬ先の杖ってね？　秘密道具は、全部で七つあるからさ。よっぽど想定外の事態が起こらない限り、問題なく対応できると思うよ」

「……貴女、さてはこれが初めてのストーキングではありませんね？」

「クスクス。やだなぁ～、初めてだよぉ～」

「ぜ、絶対噓です……」

　妖あやしい微笑を浮かべる綾花から、神楽が怯えたように手を離す。京輔たちに見つかる心配もなくなったので、被り続けていたキャスケットをとり、

「では、とりあえず盗聴器を――」

「しまっちゃおっか！」

「はい。しまってしまいましょう……って、はい？」

　言うなり盗聴器を片づけ始める綾花に、神楽が不服な顔をする。

「……なぜですか？　わたしたちが目を離している隙すきに――」

「あのさ。監視は一旦、休憩しないかな？」

　綾花は言った。「……休憩？」と戸惑う神楽に笑いかけ、

「うん。お兄ちゃんと鋭利さんのことは忘れて、しばらく自由に行動しようよ。神楽は中々こっちに来れないんだし、せっかくだから楽しもう！　ぼっちで、今までほとんど遊んだことない神楽に、綾花が色々教えてあげるよ。友達としてっ！」





×　×　×






　カフェでまったり過ごした後、綾花は神楽を色んな場所へ連れて行き、色んなことを楽しんだ。ゲームセンターで初めてのプリクラを撮とったり、神楽の希望で変わった書店（マンガや可愛いイラストつきの小説、アニメのグッズやガチャポンなどが豊富に取りそろえられたお店だ。神楽はやっぱりオタクだと思う）に入り、十八禁の同人誌を購入しようとして店員さんに注意されたり、ボウリング初経験の神楽に綾花が惨ざん敗ぱいしたり、カラオケで綾花は流は行やりのＰＯＰソングを、神楽はよくわからないアニメソング（？）をそれぞれ熱唱したり……。途中、ＵＦＯキャッチャーをしていた京輔たちに気づかず危うくバレそうになったり、神楽が購入しようとしていた同人誌がハードコアすぎて、やっぱり友達やめようかなと思ったり、ボウリング場でナンパしてきたＤＱＮを神楽が肉体的に、綾花が精神的に痛めつけたりする出来事もあった。そんな風にして過ごしていたら、あっという間に日が暮れてしまい、

「あはは！　神楽の選曲ウケたなぁ～。変なやつ入れすぎぃ～っ！　キャピキャピ声でセリフを読みあげ始めたときには、どうしようかと思ったよ……」

「綾花こそ。会いたい会いたい連れん呼こしていて、ウケました。クソワロタです」

　……クソワロタ？　と内心首をひねりつつ綾花がカラオケ店を出ると、外はすっかり暗くなっていた。綾花は「う～ん」と伸びをしてから、

「どうする、神楽？　そろそろ帰る？」

「……ん。ああ、そうですね……もうこんな時間でしたか」

　尋ねると、神楽が夢から覚めたように言う。それから「ハッ!?」と我に返って、

「姉さん！　わたしとしたことが、姉さんたちのデートをすっかり忘れていましたっ！　二人は――」

「まぁまぁ。大丈夫だよ」

「……綾花？」

　神楽の肩をポンポン叩き、反対の手で携帯電話を操作した。発信器から送られてくる位置情報を確認し、大通りを進む。百メートルほど歩いたところで足を止め、

「うん、この辺りかな。あそこにあるビルの、入り口を見てて？」

「は、はぁ……」

　ほどなく。

「あー、美味しかった！　さすが、テレビで紹介されるだけあるわ」

「だな。めちゃくちゃ美味しかったな！」

「…………ッ!?　ね、姉さん――」

「クスクス。神楽が浮かれてる間も、お兄ちゃんたちの居場所は定期的にチェックしてたからねぇ～。神楽がトイレに立ってる間に会話を盗み聞きしたら、デザート食べてるみたいだったから、そろそろ出てくるかなぁと思って。バッチリだったね！」

「綾花……つくづく恐ろしいブラコン！」

　おののき、神楽が鋭利を見つめた。後ろ姿なので表情はわからなかったが、それでも十分すぎるほど上機嫌な様子が伝わってくる。両手にあり得ないほど大量の買い物袋を持たされている京輔も、負けず劣おとらず楽しそうだった。

　神楽が小さな声で「姉さん……」と呟く。遠ざかっていく二人の背中を食い入るように見つめ続ける神楽に、綾花は改めて「どうする？」と問いかけた。

「追いかける？」

「……いえ、大丈夫です」

　微笑み、神楽が首を振る。鋭利によく似た赤錆色の目を細め、

「あんなに幸せそうな姉さん、初めて見ましたから……水を差すのはやめておきます。帰りましょう、綾花」

「……うん。そうだね、帰ろっか」

　うなずき、神楽の手を取った。神楽が「ひゃあっ!?」と素すっ頓とん狂きような声をあげる。

「どうしたの。静電気？」

「静電気ではありません！　いっ、いきなり手を握るから……」

「…………ッ!?」

　上ずった声で言われ、綾花はパッと手を離した。瞬間「あっ……」と寂しそうにする神楽から、飛びのくように距離を置いて、

「ちょっ……ちょっと待ったあああぁ！　綾花は神楽と友達だって言ったけど……友達以外の何かになる気はないからね!?　そういう気きっていうか、気けは――」

「わたしにだってありませんッ！　ただ、綾花は初体験の相手なので、その……」

「はいはいそうだね、初めてこういう風に遊んだ相手だもんね？　初体験とか気持ちの悪い言い方すんなし、レズ神楽！」

「そ、その呼び方はやめろと何回言ったら……ッ！」

　などと言いあいながら、京輔たちとは違う方から駅へと向かう。その道すがら、

「……また、遊びましょうね」

　神楽が呟いた。綾花は「うん！」と力強く首肯し、

「なんなら、明日でもいいよ？　綾花、連休中は学校お休みだからさ～」

「わたしは仕事です」

「あちゃー。残念……また遊ぼうねっ！」

　神楽の言葉を真似してそう言い、綾花は笑った。神楽も笑う。

「はい、楽しみにしています。まだまだたくさん、行ってみたい場所があるので。遊園地とか水族館とか映画館とか……」

「いいね、行こ行こ！　動物園とか美術館、ライブにも行っちゃおう！」

　夏フェスとかさ――と、口にした刹せつ那な。

『そうだなぁ、う～ん……あっ、夏フェス行きたい！』

　去年の夏休み直前。綾花が神楽と出会う前の思い出が、ふとよみがえってきた。

　放課後の教室、ガスマスクをした煉子と顔を突きあわせ、楽しくデートの予定を話しあっていた光景。叶かなわなかった夢物語と、未だ果はたされずにいる最後の約束。交かわした言葉。煉子の笑顔。綾花が、思わず目を伏せたとき。

『――綾花ちゃん』という声が聞こえて、




　すれ違う人々の中に一瞬、青いパーカーを着た少女が見えた。




「……………………え？」

　深く被ったフードからこぼれる美しい銀髪。薄桃色の唇からのぞく犬歯が、ナイフのように青白く光ったような気がする。ほのかな石鹼の匂い。綾花は――。
















「煉子さんッ!?」




　足を止め、勢いよく振り返る。そこに、

「ぁ――」

　煉子の姿はなかった。首をめぐらせ、人混みに目を凝こらしてみたが、煉子はもちろん青いパーカーを着た少女すら見つけられない。血の気が失せる。

「……煉子さん？　煉子さんッ！」

　声を張り、必死に煉子を探す綾花に、神楽が「……綾花？」と呼びかけてきた。

「どうしたんですか、突然……あの女の名前をわめき散らして――」

「いたんだよっ！」

　神楽の肩を両手でつかみ、綾花は叫ぶ。

「今、すれ違った人たちの中にっ！　煉子さんが――」

「……ハァ？　貴女の見間違いでしょう。気のせいだと思いますけど？」

「――――――――」

　どうやら、神楽は見ていないようだ。綾花もきちんと前を向いていなかったし、すれ違う一瞬のことだったから、はっきり目撃したとは言えない。煉子のことを考えている最中で、似た服装の通行人を『煉子』だと思いこんでしまっただけかもしれない。

　だけど。

「…………ごめん、やっぱり戻ろう神楽」

「……は？　戻るって、どこ――あっ!?　ま、待ちなさいッ！」

　神楽の返事を待たず回れ右して、大通りを引き返す。伊達眼鏡を放り捨て、邪魔な人を突き飛ばしつつ、吐きかけられる怒声を無視してがむしゃらに走った。

　鼓動が早はや鐘がねを打ち、汗が噴き出す。予感があった。いいのか悪いのかもわからない、予感が……。あれが綾花の見間違いじゃなく、本当に煉子だったとしたら、先には京輔たちがいる。方角的にもピッタリだ。発信器を確認し、綾花は夢中で足を動かす。

　やがて――。

「お兄ちゃんっ！」

　歩道橋の上、鋭利と向かいあっている京輔を見つけた。お互いやたらと距離が近く、いい雰囲気だ。少し遅れて追いついてきた神楽が、安あん堵どの溜め息を吐く。

「……ハァ。なんなんですか、綾花……驚かせないでください」

「あ、あはは……ごめんごめん！」

　と謝って。歩道橋の上に視線を戻したときである。

　荷物の半分を持ち、京輔を振り返っている鋭利の背後から――近づいていく人影が、見えた。








　あとがき　Master of Ceremonies




　どうも、水みず城しろ水みず城きです。短編集は楽しんでいただけましたでしょうか。

　およそ二年にわたって続けてきた『サイコメ』もいよいよこれが最後の最後、本当の最終巻になります。二年！　な、長い……。

　シリーズ一巻目となる応募原稿を書きあげた時点では、まさか自分がこんなにも長くこの物語を描き、京きよう輔すけや煉れん子こや鋭えい利りや舞まい那なや綾あや花かたちと付きあい続けることになるとは夢にも思いませんでした。いや、夢には思っていたかもしれません。

　けれど、その夢が夢で終わらなかったのはここまで本作を支えてきてくださいました皆さま、今こうして最後のあとがきを読んでくださっている皆さまがたのおかげです。文面だけでは伝えきれないですが、本当に本当にありがとうございました！

　そしてさようなら。

　……いや、さよならではありませんけど。作品は終わってしまっても作家人生はまだ終わっていませんし、あとがきもまだ終わっておりません。シリーズ最後の一冊ということで今回は二ページいただいてるんですよね。

　せっかくなので、あとがきに関するエピソードを一つ。毎巻毎巻あとがきに載のってる『～○○○を聴きながら～』ってあるじゃないですか。

　……あれ、別に聴きいていません。無音です。では、なぜ載っているのか？　それは、一巻各章のサブタイトルが元々Slipknotスリツプノツトの曲名から取られていて、ネタ元をほのめかすために『～Slipknotを聴きながら～』とあとがきに書いていたからなんですよ。

　続刊でも巻ごとにアーティストを決めて、その名前を○○○に入れていこうと考えてたんですけど、直前で「曲名をまんまサブタイトルに使うのはダメよ。ダメダメ！」とＮＧが出て……。サブタイトルは直したんですけど、あとがきの方はうっかりそのまま残ってしまったんです。結果、一巻だけなんか聴いてるのも変なので二巻も聴きながらになり、三巻も……となっていったわけですね。聴いてないのに。

　尚なお、二巻のBMTHはBringブリング Meミー Theザ Horizonホライズン、五巻のTDEPはTheザ Dillingerデリンジヤー Escapeエスケイプ Planプランの略となっております。煉子の頭の中で鳴ってる殺意メロデイもこの辺の音楽（メタルコアとかポストハードコアとかニューメタルとか）なので、興味がある方は是ぜ非ひ！

　……とまぁそんな感じで、趣味を詰めこみましたサイコメですが。

　今準備しております新作はもっとやばいです。ぎっちぎちです。なんていうかもう、一作目がジャブだとしたら、二作目はアッパーな感じで書いてます。脳みそブチ揺らす感じで！　具体的なお話はまだできないんですけど……。早ければ来年の春頃にでも、お届けできると思います。そのときにまた、お逢あいしましょう。ではっ！
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